















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺は焦っていた。

　まさか新卒で入社した出版社がたった半年で倒産するとは！

　苦労してようやくの思いで入ったのに、就職して半年で無職になるなんて想像もしていなかった。何かの冗談か？　それとも悪い夢でも見ているのか。しかし、現実は現実。俺は二週間前から無職になっているのだ。

　俺の人生設計は根こん本ぽんから音を立てて崩れてしまった。

　まぁ、それほどたいそうな人生設計をしていたわけじゃないけれど、半年しか勤めていないから、失業保険も出やしない。今や再就職のため日夜奔ほん走そうするという惨みじめな境きよう遇ぐうだった。

　こんなんじゃ、彼女を作ってリア充じゆうになってやるとか、夢のまた夢だな。

　自分のせいではないのに職を失った俺は、己の運の悪さを嘆なげき、会社を倒産させた経営陣の無能さを罵ののしり、恨うらんだ。

　もしかすると経営陣が有能か無能かが問題なのではなく、この業界が構造的な不況に陥おちいっていることこそが根本的な問題なのかもしれないけど、それはともかく。

　通帳の預金残高の数字も減る一方だ。この辺でなんとか歯止めをかけなくては。

　ハローワークには登録済みだけど、なかなか希望するレベルの求人は見当たらない。そもそも出版業界は求人の絶対数が少ないのだ。

　今日も白いワイシャツに地味色のネクタイ、そして紺色のリクルートスーツという、いかにも就活生という出いで立たちでハローワークへ顔を出したが、興味を引かれるような求人は出ていなかった。

　前回は好きなジャンルと入社のしやすさを優先して小規模な出版社を狙ねらったのが失敗だった。やはり倒産するリスクの低い大きな出版社を狙うべきだったんだ。

　という反省から俺は安定度の高い大手出版社を狙っているのだが、今時期、そんな企業が求人を出すことなんて滅多にない。ちょっと特殊な業界だから中途採用は割とあるようだけど、経験者でございますと胸を張れるほど長く勤めていたわけじゃないし。

　もう一度、来年の募集に望みを託たくすか？

　しかし、そうなると問題は、それまでどうやって食いつなぐか、ということになるのだが、何度考えても結論は同じだった。

　結局、バイトをして食いつなぐしかないんだよな。それにしても、まさか就職半年でバイト探しをする羽は目めになるとは。

　俺はため息を吐つきつつハローワークをあとにし、その足で最も寄より駅近くの行きつけの書店に寄ってみることにした。

　そこには求人広告が載のっているフリーペーパーやタウン誌が置いてあるのだ。

　書店に入ってペーパーやタウン誌を物ぶつ色しよくし始めた俺は、すぐに少し奇妙なペーパーを見つけた。

　なんか、これだけ雰ふん囲い気きが違うな。レイアウトも垢あか抜ぬけてないっていうか。

　俺は何種類かのフリーペーパーを手に取ったが、周りに他の客がいるから、その場で綿めん密みつな検討を始めるのは憚はばかられる。数種のペーパーとタウン誌をカバンに突っ込むと、俺は資格試験の問題集がある一いつ角かくへと足を向けた。

　今日は歴史本のコーナーへ行くのは我が慢まんだ、我慢。行けば、何か買いたくなるからな。今は資金を再就職に向けて集中投下するとき。

　何冊かの問題集と就職ガイド本を購入した俺は、そのまま近くのカフェに入り、書店でもらってきたフリーペーパーとタウン誌を取り出した。

　ホットカフェオレを飲みながら勇んでペーパーやタウン誌を捲めくっていく俺だが、載っているのは、コンビニ、スーパー、居酒屋、クリーニング店などの求人ばかりで、スマホで求人サイトを覗のぞけば、いくらでも転がっているものしかなかった。

　こういうペーパーやタウン誌には地元の穴場的な店の募ぼ集しゆうが載っていると思ったが、そうでもないんだな。一つだけ、ケーキ屋の「パティシエ募集」という、甘い物好きの俺としては心が惹ひかれるものがあって時給もよかったが、募集条件が「経験者」だったので、諦あきらめるしかなかった。

　俺はため息を吐ついて最後のペーパーを手た繰ぐり寄よせた。

　ああ、ちょっと変わった感じの奴か。けど、これのどこが心に引っかかったのだろう。

　そう思いながら、俺はそのペーパーに書かれている文字を目で追った。

　ん？　さっきと違わないか、これ。

　書店でぱっと見たときと記載内容が違うような気がして、俺は目を瞬しばたたかせた。そこに並んでいる求人広告は明らかに他のバイト募集のものとは毛色が違っていた。

　ずいぶんと変わった仕事を募集してるんだな。

　載っていたのは、こんな募集だった。





・異い世せ界かい食堂　調理人　　二○○○円

・異世界農家　農民　　　一○○○円

・異世界城じよう塞さい　城主　　　五○○○円






　なんだ、この時給五千円て！　マジか。いや待て。まだあるぞ。





・異世界冒険組合　冒険者　　歩ぶ合あい制せい




・異世界軍隊　　　軍人　　　四○○○円

・異世界版はん元もと　　　絵描き　　三○○○円

・異世界網あみ元もと　　　漁師　　　二五○○円

・異世界芸人旅団　軽かる業わざ師し　　三○○○円

　　　　　　　　　道どう化け師し　　二五○○円

　　　　　　　　　猛獣使い　三五○○円

・異世界帝てい国こく府ふ　　皇こう帝てい　　二○○○○円






　な、なんだ、これ!?　一つだけ桁けたが違うぞ。っていうか、皇帝？　皇帝って、バイトでやるもんか？　いや、しかし……時給二万円って……待て待て待て待て。どうもおかしい。こんなの、バイトに出せる金額じゃないだろ。それに全部『異世界』ってついてるけど、なんぞ、これ。

　ペーパーを睨にらむようにして考え込んでいた俺は、やがて一つの可能性に思い至った。

　もしかすると〔異世界〕っていうのがホールディングカンパニーなのかも？　つまり〔（株）異世界〕がいちばん上にあって、その下に異世界食堂とか異世界農家とか異世界城塞なんかの子会社がぶら下がってるという構図……いや、城塞とか軍隊とか、会社の名前じゃないよな。あぁ、そうか！　どこかのテーマパークか!?　中世ヨーロッパを再現したテーマパークがあって、そこの従業員を募集していると？　にしても、時給がよすぎるのが気になるけど。もしかして開業前のいちばん大変な時期なのかも？　おまけに昨今の人手不足で人材が確保できなくて、それで時給が跳はね上あがってるのかもしれないな。
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　さて、少し怪しくもあり、とびきり魅み力りよく的てきでもあるこの募集に対してどうするべきか。

　少し考えたが、結論はすぐに出た。

　とりあえず連絡してみるべきだよな。だって時給二万だぞ、二万。

　採用枠がどれほどかは知らないが、この時給で五人も十人も募集しているはずがない。まごまごしてたら、あっという間に枠が埋まってしまうだろう。

　もし応対が怪しいようなら、そこで電話を切ればいいんだしな。

　俺は何かに魅み入いられるようにスマホを取り出し、何かに操られるようにペーパーに書かれている電話番号に電話をかけ始めるのだった。















　　　　１






　さて、電話をかけた翌日のことである。

　リクルートスーツに身を固めた俺は、時間に余裕を持って家を出た。面接に遅刻したなんてことになったら洒落しやれにならない。

　バイトを募ぼ集しゆうしている（株）異い世せ界かいが入にゆう居きよするビルは、新宿駅から十分ほど歩いた繁はん華か街がいの外れにあった。

　築ちく年ねん数すうの古そうな四階建ての雑ざつ居きよビルを見上げた俺は少し不安になった。

　時給のよさに比べて、入居しているビルが古いというかボロいというか。まぁ、暴力団の事務所が入っているというわけでもなさそうだし、そこは出たとこ勝負で行くしかないだろうけど。

　昨日の今日のことで、しかも（株）異世界という会社がどんな会社なのか皆かい目もくわからないというのも不安だった。でも、募集要よう項こうにも何も書かれていなかったのだから仕方がない。ネットで検索してもヒットしなかったし。ってことは、他の応募者も同じはず。特にハンディキャップにはならないだろう。

　そう自分に言い聞かせ、雑居ビルの中にある階段を使って三階まで上った。

　俺は大学時代、好んで古こ城じようや廃はい城じよう跡あとを歩いていたから体力には自信がある。階段を上るくらいなんともない。体育会系の人間には敵かなわないが、文化系出身者としてはアピールポイントになるだろう。

　三階に上った俺は、左右を確認しながらゆっくりと薄暗い廊ろう下かを歩いていった。

　あ、ここか。

　俺は３０３号室のドアの前で足を止めた。間違いない。ドアのプレートには「（株）異世界」とある。腕時計を見ると、時刻は十二時五十分。

　よしよし、ちょうどいい。

　俺は気分を落ち着けようと一度、二度と深呼吸をしてからドアに右手を伸ばし、軽くノックした。

「失礼します。一時から面接の約束をしていた守かみ広ひろと申しますが」

　……なんの返事もない。おかしいな。日時を間違えたわけはないから……聞こえなかったか？

　俺はもう一度、先ほどより強くノックし、先ほどより大きな声で呼びかけた。

「失礼します。一時からの面接に伺うかがった守広と申しますが」

　やはりなんの返事もない。困った。どうすればいい？

　試しにドアノブに手を伸ばしてみると。

　あれ？　鍵かぎがかかってるじゃん！　どういうこと？　まさかすっぽかされた？　というか、そもそもあの募集がフェイクか何かで、ここには誰もいない？　いや、しかし、プレートには（株）異世界って書いてるし。だいいち、俺を騙だまして誰が得するんだ？

　ドアの前で首を捻ひねっていると、いきなり背後から肩を叩たたかれた。

「守広好よし城きさんですね？」

「うひゃぁっっ？」

　俺は裏返った悲鳴を上げて跳とび上あがる。

　反射的に振り返ると、俺の目の前に高級そうな生地で仕立てたブラウンのスリーピースを着た若い男が立っていた。

　なっ、なんだ、この人、いつの間に？　まったく気づかなかったぞ。

「いやぁ、ごめんごめん。ちょっと席を外していてね。ここ、僕一人でやってるから、僕が外すときは鍵をかけるしかないんだよね」

　そう言いながら、男は解かい錠じようし、ドアを開けた。

　男は三十前後アラサーといったところだろうか。身長は俺よりも高い。俺が百七十八センチだから、そうだな、百八十センチと少し、といったところだろうか。痩やせ形で体重は俺と同じくらいかな。日本人離れした彫ほりの深い顔立ちで、なかなかのイケメン……いや？　髪の毛が赤茶だから、染めているのでなければ、外国人なのだろうか？　それにしては……なんだろう、この違い和わ感かん。

　俺が戸と惑まどっていると、男は開け放ったドアの手前で俺を誘いざなった。

「さ、どうぞ、入って入って」

　促うながされるまま部屋に足を踏み入れたが、俺の違和感はますます大きくなった。

　そこはいかにも事務所然としたワンルームで、事務机が三つ置かれていて、それぞれにキャスター付きの椅い子すが用意されている。

　机の脇にはスチール製のキャビネットがあって。壁かべ際ぎわには書類棚と本棚が並び。

　ミニキッチンの横には背の高いロッカーが置かれ。

　机の横のほうに応接用のソファとローテーブル、そして一本脚のポールハンガーが置かれていた。

　どこからどう見ても小規模の事務所という佇たたずまいだったが、しかし、そこで何かの仕事が行われているような気け配はいはまったく感じられなかった。

　なんだろう、この違和感の正体は。ケーキだと思って食べてみたら、案に相そう違いして餡あんこの甘さだった、とか？　いや違うか。喩たとえるなら、牛のステーキ肉だと思って食べたけどなんか違う、でも豚や鶏とりや羊や鹿じゃないことは確かで、なんの肉だかよくわからない……とか、そんな感じだろうか？

　戸惑う俺にかまわず、男は俺を応接セットのほうへ誘い、二人掛けのソファに座るよう言った。それで俺は面接に来たことを思い出す。そう、時給二万のバイトの面接だ。採用されないと俺の人生が立て直せない。

　先ほどから感じる違和感が気になるっちゃ気になるけど、暴力団の関連会社とか、そういう危ない雰ふん囲い気きはなさそうだから大丈夫だろう。うん、頑張ろう、俺。

「わたし、株式会社異世界の採用担当、夕ゆう那な、迎げい瑠るといいます」

　ゆうな、げいる？　日本人離れした名前だな。

　そんな思いを悟さとられないよう、俺は立ったまま俯うつむいて頭を下げ、イケメン採用担当が差し出してきた名刺を恭うやうやしく両手で受け取った。

　名刺に目をやると、「夕那迎瑠」と印刷されている。

　こんな字を書くのか……あ、そうか。これは、あれだ、トゥーリオを闘梨王トウーリオと書くみたいなヤツだ。ということは、この人、日本に帰化した人か？　それなら日本語上う手まいけど見た目が日本人っぽくないことにも納得がいく。

　そんな推理を働かせながら、俺は殊しゆ勝しような態度でもう一度、頭を下げた。

「わたしは守広好城といいます。よろしくお願いします」

「はい、よろしく。どうぞおかけください」

「失礼します」

　頭を上げた俺は、相手が座るのを待ってからソファに腰を下ろした。
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「早速だけど、履り歴れき書しよを拝見できるかな」

　と言われ、俺は持参した履歴書を出し出す。

　採用担当のイケメン、夕那迎瑠氏は手早く履歴書を封筒から抜き出し、素早く視線を走らせた。

「ふんふん、なるほど。歴史がお好きなんですね。愛読書は塩しお野の七なな生みですか。『ローマ人の物語』、いいですよね」

　おお、どうやらポイントを稼いだようだ。

「ありがとうございます」

「ローマの歴史がお好きなんですか？」

「ローマに限りませんけど、西洋史ではわりと好きな時代ですね」

「好きな人物は誰です？」

「やはりユリウス・カエサルでしょうか」

　英語読みのジュリアス・シーザーではなく、さりげなくラテン読みで応じたところが俺の自慢だった。

　ちなみに「ブルータス、おまえもか」という有名な台詞せりふはシェイクスピアの『ジュリアス・シーザー』に出てくるんだけど、イングランド生まれの彼がジュリアス・シーザーやマーカス・ブルータスと書くのは当然だ。

「なるほど。ローマ帝国の礎いしずえを築きずいたカエサルですか。暗殺されなければ、間違いなく初代皇帝になっていたでしょうね。彼の書いた『ガリア戦せん記き』や『内ない乱らん記き』などは読まれましたか？」

「もちろんです」

「ローマ以外だと、どんな時代に興味がありますか？」

　なんか面接というより単なる歴史談義みたいになってきたけど、そういうのなら得意分野だぜ。俺は少し上じよう体たいを乗り出し気味にしてまくし立てるように応じた。

「百年戦争とか、興味深いですね。あとは、キリスト教勢力とイスラム教勢力の長きに亘わたる戦争も興味深いです。中でもコンスタンチノープルを巡めぐる東ローマ帝国とオスマントルコの攻防など興奮すら覚えますね。艦隊山を越える、なんていうトルコ側の戦術は、イカしてるというかイカれてるというか」

「おお、あれをご存知でしたか。コンスタンチノープルを巡る攻防のハイライトというか、クライマックスの場面ですね。あのネタは漫画の『ヒストリエ』にも使われていましたね」

　俺の話に夕那氏も乗ってきて、その後、本当にただの歴史談義みたいになっていった。

　二、三十分ほど歴史談義をしていただろうか。

　いきなり夕那氏が、そういえば、と言って履歴書に目を落とした。それで俺は面接中だったことを思い出す。

　しまった。ちょっとやり過ぎたか？　と思ったが、それは杞き憂ゆうだったようだ。

「古城や廃城歩きが趣しゆ味みということですが、よく歩いていたんですか？」

「大学時代には、休みの日で天気がいい日は、ほぼ確実に巡っていましたね」

「よほどお好きだったのですね」

「まぁ、名前が名前ですし、お城は大好きなんです」

「なるほど、好城なだけに。名なは体たいを表す……というより、名は趣味を表すわけですね。これはなかなかよくできている」

　俺と夕那氏は声を揃そろえて、あはは、と笑った。

　おお、なんかいい雰囲気じゃん。俺は好こう機きを逃さないよう畳たたみかけた。

「古城や廃城跡は人里から離れたところが多いですし、山の中のことも多いので、ワンダーフォーゲル部の部員と同じくらい歩いていたかもしれないです」

「つまり、体力には自信があるということですね」

「ええ、仰おつしやるとおりです。旅費を稼ぐためにアルバイトをしていましたが、力仕事でしたし、夜行の高速バスで寝ることも普通でした。季節がいいときは野宿することだって平気でした。ローカル線の無人駅の駅舎のベンチで寝たこともありますし」

「なるほど、なるほど」

　赤茶髪のイケメン採用担当は何度も何度も頷うなずいた。

「歴史が好きで、歴史の知識もあって、体力に自信がある。旅行に出かけることが多く、山さん野やを歩くのも苦にしない、そして旅先でもどこでも平気で寝られる、と」

　夕那氏は俺に顔を向け、

「人前に出るのは平気ですか？」

　と訊きいてきた。

　は？　いきなりの質問だな。どういう意味だ？

「えっと、人前、といいますのは？」

「文字通り、大勢の人の前、という意味です。ほら、最近の若い人は自分の部屋に引ひき籠こもるのが好きな人も多いじゃないですか。他人の視線が嫌いだという人も」

　俺は曖あい昧まいに頷きながら応えた。

「そうみたいですね。でも、わたしは人がいても気にしませんけど。歴史ファンのオフ会にも出てましたし、二次会のカラオケで歌うことも平気でしたし」

「なるほど。では、知らない人が大勢いる街中を歩くのも平気なんですね？　見ず知らずの人の視線も気にならないと」

　いや、意味がよくわからないけど。

　俺は、またも曖昧に頷いた。

「ええ、まぁ、平気です、ね」

「それはいい。いいですね、あなた」

「あ、ありがとうございま、す」

　どうも夕那氏の言わんとすることが今一つわからない。

　俺が内心で首を捻っていると、夕那氏は気になることをぽつりと言った。

「そして、あの募集のペーパーを読むことができた、と」

「……はい？」

　夕那氏は満面に笑みを湛たたえて顔を上げた。

「あなたこそ、我が社が探し求めていた人材かもしれません」

　そんな夕那氏の言葉に俺は疑念を一時棚たな上あげし、内心でガッツポーズを作った。





　　　　２






「あなたさえよろしければ、この場で採用を決めさせていただきたいのですが」

　採用！　なんて甘かん美びな響き。

　なんといっても時給二万だぞ。これで俺の「人生立て直すぞ計画」は破は綻たんしなくても済みそうだ。安あん堵どのあまり脱力して椅子から転げ落ちそうになった俺だが……あ、いや待てよ？　肝心なことを聞き忘れていることに遅まきながら気づいた。

「あのう、すみません、勤務先はどこでしょうか。あと、勤務内容とか拘束時間などはどうなっていますか？　具体的な仕事内容は？」

　赤茶毛のイケメン採用担当、夕那氏は渋じゆう面めんを作って厳おごそかに応えてきた。

「勤務先は、まだお教えできません」

「はい？」

「勤務先は社外秘になっておりまして、仕事が開始されるまではお教えできないのです。それとアルバイトの契約が満了したあとでも口こう外がいしないこと。それが契約条件の一つになります」

　なんだ、その条件。

　俺の心に、またもや疑念が湧わき起おこった。

　本当に大丈夫なのか、この会社、この仕事。

「本契約は現地にて行っていただきますので、とりあえずここでは仮契約だけを交わしていただくことになります。それと当面は現地滞在となりますので、必要な物があればこれでご用意ください」

　夕那氏は白い封筒をテーブルの上に載のせた。

「……これはなんですか？」

「支し度たく金きんです」

「え？」

「二十万円ございます」

　二十万円!?

　一瞬、俺は目が点になった。

「どうぞ、ご確認ください」

　と言われ、俺は慌あわてて封筒の中身を確認する。みな新札で、きっちり二十万円が入っていた。

「たしかに二十万円、入っています……が」

「それで必要な物を買っていただければよろしいかと」

「えっと、意味がよくわからないのですが」

「ですから当面は現地に行ったきりになりますので、着替えとか、お好きなお菓子とか、インスタント食品とか、暇ひまつぶしに読む本とか、そういう物をお買いになってください、という意味ですね。そんな物は必要ないという場合は、支度金はご自由にお使いになってけっこうです」

　え？　二十万を好きに使っていいの!?　気前がいいな。

　俺の心に芽め生ばえた疑念や不安は、二十万という金額で一いつ掃そうされそうになった。

　いやいや、待て待て。どうして菓子やインスタント食品が必要になるんだ？

「現地には、コンビニもスーパーマーケットもユニ○ロも紀伊○屋書店もありません。電波が届かないのでア○ゾンで通販することもできません」

「……勤務先というのは、そんなに田舎いなかなんですか？」

「田舎というか、まぁそうですね、ド田舎と言ってしまって差さし支つかえないかもです」

　そうか、海外か！　勤務先が海外のどこか、それも都会から離れた場所……どころか、先進国じゃなくて発展途上国の田舎なのかも。

　それなら今までの話も納得できる。

　広大なテーマパークを建設するために土地代の安い途上国の田舎を選んだということなんだろう。だから、とびきり時給がいいにも拘かかわらず応募者が殺到することもなかった、と。外国人労働者に混じって働くことになるから、彼らの視線が気にならないか、ということか。

　なるほど、なるほど。しかし、そうなると俺も、海外に出ていってしまっていいのか、という問題に直面するな。

　俺はテーブルの上の封筒に目を落とした。

　支度金に二十万をポンと払うような会社なら、タダ働きってことはないだろう。一人で海外に行って働くというのは少し心細いが、背に腹は代えられない。それに、海外の途上国で働いたなんてのは、戻ってきたときの自慢話にもなる。

「あのう、わたしは英語なら多少は話せる程度の語学力なんですが、それで問題はありませんか？」

「問題ありません。優秀な通訳を用意してありますので」

　なら大丈夫か。っていうか、その答え、勤務場所が海外で確定したも同然じゃんか。

　俺は内心で損そん得とく勘かん定じようを繰り返したが、切せつ羽ぱ詰つまったこの状況を打破するには海外だろうがどこだろうが、時給二万のバイトを断るなんて手はないという結論に至った。

「では、仮契約を」

　そう言って、イケメン採用担当は一通の書類を取り出し、テーブルの上に載せた。

「どうぞ、ご確認ください」

　仮契約書は一枚しかなく、ワープロ文字で書かれている内容は、先ほどまで聞いた話と同レベルのもので、目新しいことは何もない。労働時間も、最低で一日五時間となっている。

　まぁ妥当な数字だろう。

　五時間でも十万円だ。日給十万だぞ。採用期間は現地での相談次第となっているから、いちばん忙しい時期の一週間から半月くらいか？　もしかすると一カ月？　一ひと月つき働けば……休みが何日かあったとして、月収二百五十万だぞ、おい。

　それだけ稼げるなら、就職活動が中断するデメリットを遙はるかに上回るメリットがある。それに「支払いは日本円で」と書いてある。俺は大いに安心した。

　現地通貨での支払いだと、行ってるあいだにインフレが起こって現地通貨が急落なんて危険がある。円払いなら、気がつけば支払額が十分の一、二十分の一になっていたという最悪の事態は避けられるものな。

「仮契約を済ませたら、現地説明会を執とり行おこないたいと思います。そうですね、二日後では如何いかがでしょうか」

「二日後ですか？　パスポートもありますから大丈夫ですけど」

「あ～、パスポート。そうですねぇ、まぁ、あって困る物じゃないですし」

　などと、夕那氏は呟つぶやくように言う。

　んん？　どういうことだ？　ないと出国できないだろうに。

「問題がなければ、そのまま仕事に入っていただくことになるでしょう。しばらく自宅を空けるつもりでお出でください」

　海外なら、いちいち行ったり来たりもできないから当然か。逆に言えば、すぐバイト代を稼げるのはありがたい話ではある。俺は承知しましたと応えて、仮契約書にサインを入れ、押おう印いんした。

「ありがとうございます。これにて仮契約は成立いたしました。あとは現地にて本契約を結んでいただくだけです」

　俺から仮契約書を受け取ったイケメン採用担当は、満足そうにそう言った。

「現地まで持っていく物があれば、そのときまでにご用意を。ただ、あまり大きな物は運べないのですが。あと、仕事のための服装はこちらにてご用意いたしますので、当日は動きやすい服装でお出でください。それと、現地での生活費は、当方でご用意いたしますので、用意しなくてもけっこうです」

　マジか！　それはありがたい話だ。生活費が要いらない上に時給二万とか、俺はバイト長者になれるんじゃなかろうか。

「では守広好城さん、二日後の午前十時にまたここへ来ていただく、ということでよろしいでしょうか」

「承知しました」

　相手が立ち上がったので、俺も急いで立ち上がる。

「では、よろしくお願いします」

　イケメン採用担当、夕那氏が右手を差し出してきたので、俺も右手を伸ばし、ぎこちなくその手を握った。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　こうして面接は滞とどこおりなく終了し、俺は時給二万円のバイトに採用されたのだった。
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　そして二日後──。

　俺はジーンズとスポーツシャツに厚手のジャケットという身軽な出で立ちで、スポーツバッグを手に提げ、リュックを背負って、件くだんの事務所までやってきた。古城や廃城を巡っていたときはだいたいこんな感じだったから、もう慣れたものだ。

　持ってきたのは必要最低限の着替えと下着や靴下、何種類かのスナック菓子と文庫本が三冊、小型の電子辞書、それにポータブルゲーム機くらいだった。ポータブルゲーム機を持ってきたのは、現地でスマホは使えないだろうから、という理由からだ。いつも暇つぶしにやってるソシャゲは、きっと向こうではできない。

　急きゆう転てん直ちよつ下かの海かい外がい渡と航こうになったが、これも話のネタにはなる。

　階段を上り事務所のドアをノックすると、例の赤茶髪イケメン採用係、夕那氏がドアを開け、俺を中に招き入れてくれた。

　俺が挨あい拶さつをすると、夕那氏は上機嫌で笑いかけてきた。

「いやぁ、よく来てくださいました。わたしも怒られなくてすみます」

「え？　怒られる？」

「はい。わたしの上司が厳しい人間でして、バイトの採用者数が少ないと言って、よく責められるんです。なかなか選より取どり見み取どりとはいかないんですよ。応募者自体が少ないですしね」

　そんなに少ないのか？　こんなに時給がいいのに。

「あなたみたいに募集に気づいてくれる人が少ないといいますか」

　書店に置いてあるペーパーなんか見向きもされないってこと？　たしかに最近はどこでも人手不足で、いろんな職種で時給が上がってるとは聞くけど、時給二万のバイトに応募者が少ないなんてことがあるのか？　今一つ納得できない感は残るけど、おかげでこのバイトをゲットできたんだから、文句を言うのはお門かど違ちがいだろう。

「では、こちらへお出でください」

　俺は事務所の隅すみにあるロッカーの前に呼ばれた。

「とりあえず荷物を、そこのロッカーに入れてもらえますか」

　俺は言われるままにスチール製のロッカーの扉を開け、スポーツバッグを放ほうり込こむと、続けて背中のリュックを下ろした。

　スポーツバッグの上にリュックを載せると、俺は上体を引いて扉を閉めようとしたのだが、突然、強く背中を押された。

「はい、どうぞどうぞ」

「うわ？」

　俺は押されるままにロッカーの中に収まってしまった。

　直後、がしゃん、という鈍にぶい金属音と共にロッカーの扉が閉められ、辺りは暗くら闇やみに閉ざされてしまう。いや、通つう気きのためのスリットが空いているから正確には暗闇じゃないんだけど、明るい照明に慣れた俺の瞳ひとみは大きく開いていたから、一瞬、何も見えなくなったのだ。

「ちょぉお？　何するんですか!?　夕那さん！」

　焦った俺がイケメン採用担当者の名を呼ぶと。

「では、行ってらっしゃいませ」

　という呑のん気きそうな声が返ってきた。

「はぁあ？　行くってどこへ!?　というか、ここを開けてくださいと」

「いやですねぇ、現地説明会を催もよおすって申し上げたじゃないですか」

「だから、これから羽はね田だか成なり田たへ行って飛行機に乗るんでしょ!?　巫ふ山ざ戯けてないで開けてくださいったら」

「いえいえ、羽田や成田に行く必要はありません。現地には、そこから行けますから」

「はぁあぁ？　それはいったいどういうことですか!?」

　返事の代わりにロッカーの扉の向こうから、やれやれ、ようやくゲットできたわ～、という、いかにも安堵した声が漏もれ聞こえてきた。

「後ほどわたしも行く……というか戻る予定ですので、詳細はそのときに。では、現地でお会いしましょう～」

「え？　ちょっと夕那さん、さっぱり意味がわからないんですけど！」

　俺はなおも夕那氏に食い下がろうとしたが、直後に床が傾き、続けて空間がぐんにゃりと曲がる感覚に襲おそわれた。あまりの不快さに吐きそうになる。

「ぐ……これは……気持ち悪……」

　宙に浮いた体がぐるぐると回るような不快感に、俺は手で口を押さえ、必死に吐き気を我慢するが、そのうち気が遠くなってきた。その場に倒れ込みそうになった俺は必死に足を踏ん張ろうとした……のだが、床を踏んでいる感触が足裏にない。

「何……がどうなって……るんだ……これ」

　ついに俺は気を失ってしまった。

　気がついたとき、俺は……異世界帝てい国こく府ふにいた。
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　その時点では、そこが異世界だということも帝国府だということもわかっていないんだけど、二十一世紀の日本ではないどこかだということだけは直感的にわかった。

　体を動かそうとしたが、上手く力が入らない。視界はぼんやりと霞かすんでいる。

　俺が何度も目を瞬しばたたかせると、少しずつ視点が定まってきた。

　視線の先に何かの覆おおい？　がある。覆いは布製みたいだ。

　俺が顔を動かすと、全体像がわかった。

　ベッドじゃん、これ。

　ふかふかの敷しき布団ぶとんの上に、俺は仰あお向むけで横たわっているのだ。

　ってことは、あそこに見えるのは、天てん蓋がいってヤツか？

　どうやら俺は、歴史モノの洋画なんかでたまに見かける、天蓋付きの豪華なベッドに寝ているようだった。俺はもそもそと体を動かし、腹筋に力を込め、両手で支えて、なんとか上体を起こすことに成功した。

　まだ上手く力が入らないけど、とりあえず何がどうなっているのか確かめないと。

　天蓋付きベッドは俺の常識とはかけ離れた大きさだった。キングサイズのベッドなら、このくらいの大きさがあるんだろうか。これまでキングベッドに寝たことなんかないから、よくわからない。

　俺はベッドの端まで這はい寄よると、部屋を見回し、天井を見上げた。

　ベッドが豪華なら、部屋の造りも豪華だった。

　床には毛足の長い絨じゆう毯たんが敷かれている。端に腰掛け、足を下ろして感触を確かめると、体育の授業で使ったマットみたいな厚さだった。

　白っぽい壁には、光こう沢たくのある明るい色合いの布が張られていたり、額に嵌はまった大きな絵画が飾られていたりする。壁は光沢があって、斑はん紋もんが見られるから、もしかすると大理石製なのかもしれない。

　見上げた天井はやけに高く、ざっと五メートル以上はありそうだ。その天井一面に、極ごく彩さい色しきの絵が描えがかれている。フレスコ画っていうの？　バチカン宮殿のシスティーナ礼拝堂にあるような、あんな感じの絵。

　描かれているのは……何かの合戦図みたいな物だ。鎧よろいに身を固めた騎き兵へいが立ち並び、これまた鎧に身を包んだ歩ほ兵へいの集団が槍やりを掲げて突撃している。あちこちに倒れている兵士がいるが、彼らは血ち塗まみれだ。

　激戦が繰り広げられている平地の向こうに山があって、山上には城じよう塞さいが建っている。城塞の上、空には鎌を持った黒い影が浮かんでいるが、たぶん、あれは死神だな。

　反対側の空には女神らしきものが浮かんでいる。描かれた女神は小さな薄物を纏まとっているだけで、ほぼ裸だ。かなり写実的な絵で、歩兵や騎兵だけでなく裸の女神様も細部までしっかりと描かれている。

　俺は思わず裸の女神様に目を奪われてしまった。

　髪の毛だけじゃなく、陰毛まで金髪じゃないか。

　その手の画像はネットに転がっているから見たことがないわけじゃないけど、なんというか、格調高い絵画で拝むと、ありがたみが違うっていうか。

　いやいや、絵に見とれてる場合じゃないって。

　俺は絨毯に足裏を付けたまま上体を乗り出すようにして立ち上がった。

　いま気がついたけど、俺の着てる物って……。

　やけにすべすべしてて肌触りがいいけど、女性が着る丈たけの長いワンピースのスカートみたいな……これ、もしかして寝ね間ま着きか？

　ただ、寝間着（？）の下は俺が穿はいていたトランクスのままだったから、ちぐはぐ感が半端なかった。

　下半身がす～す～して、限りなく頼りない感じがする。女の人って、いつもこんな物を穿いてるのか？　凄すごいな。

　スカートもどきの寝間着（？）を着てることで、俺は妙なことに感心してしまうが、いや、そういう場合でもない。ここがどこなのか、そもそも俺はどうしてこんなところにいるのか。それを確認しないと。

　さて、思い出してみよう。

　そう、俺は時給二万円のバイトに応募して面接に行って、そこで採用を言い渡され、仮契約を済ませ、本契約は現地でしてねと言われて現地へ行くことになって、海外渡航のつもりで事務所に行ったら、面接したあの採用担当にロッカーに……押し込まれ……そうだよ！　そこで気分が悪くなって気を失ったんだ！

　で、気がつくと、あそこの天蓋付きのベッドの上にいたと。

　ここまでの一連の流れは思い出せたが、俺がどうしてこんなところにいるのか、その理由はさっぱりわからない。見ると、ベッド脇の床の上に俺のリュックが置かれていた。あのロッカーからここへ来たのでは、という俺の推すい察さつに間違いはないようだ。

「誰かを呼ぶべきか？　でも、ここがどこかわからないから、誰が出てくるかわからないし。日本語が通じるかどうかも怪しいし。不安しか感じないな」

　俺は、ふと壁に並んでいる大きな窓に目をやった。窓は頑丈そうな鉄枠でできていて、そこに透明のガラスが嵌まっているんだけど、俺がよく知っている透明ガラスよりは、なんというのだろう、濁っている？　透明度が低い感じだ。

　あそこから外を見て景色が確認できれば、自分がどこにいるのかを推理する一助にはなるかも。

　そう思った俺は、のろのろと窓のほうへ足を運んでいく。まだ少し頭がぼ～っとしていて、きびきびとは動けない。

　窓はまだ先だ。ホントに大きいな、この部屋。俺の借りてる２ＤＫの部屋のダイニングだったら、もう窓から外に出ちゃってるわ。

　俺はいったん立ち止まって、大きく息を吸った。

　体は怠だるいし、頭はぼんやりしてるし、体調は最悪だが、自分がどこにいるのかわからないと居ても立ってもいられない。俺が歯を食いしばって歩き出したその瞬間、不意に背後でドアが開く重々しい音がした。

　俺はぴたりと足を止め、恐る恐る振り返る。重厚そうな大きな扉が開いていて、そこに一人の女性が立っていた。

　女性だよな？　スカート穿いてるし。しかもミニスカだし。スタイルはかなりいい。足もすらりと長いし、金髪だし、顔も綺き麗れいだし、胸もそこそこある。まるでモデルか何かみたいだ。ただ、着てる物が軍服っぽいから色気はあまり感じられない。革製の書類ケースのような物を手にしている様は、仕事のできるＯＬか社長秘書かって感じ。

「△×※[image: ]◎○※＊＠」

　件の女性が口を開き、俺に向かって何かを呼びかけてきたが、なんて言ってるのか、さっぱりわからなかった。外見が日本人の容姿からかけ離れている時点で充分に予想できたことだから驚きはしないけど、コミュニケーションが取れないのは困る。

　彼女が話しているのは、少なくとも英語ではない。フランス語やドイツ語でないのもわかる。見た目は完全にヨーロピアンだから、そうなるとオランダ語とかポルトガル語とかイタリア語とか？　いや、ポルトガル語（スペイン語でも）とかイタリア語なら、なんとなくわかりそうなんだが。ロシア語も独特の語感があるからわかるだろうし。もちろん意味はわからないけど。

　何語を話しているのかはわからなかったが、ここは外国で、しかもたぶんヨーロッパのどこかで、ロッカーで気を失った俺は、自分でも知らないあいだにバイト先まで運ばれていた……ってことでいいのかな？

　その女性は、考え込んでいる俺の様子を窺うかがっていたが、やがて、ああ！　とばかりに頷いた。女性は書類ケースの中を探っていたが、やがて何かの紙片を取り出すと、それを右手で掲げたまま俺の下もとへ歩み寄ってきた。

「×▲☆←[image: ]……あ～、あ～、静かニシテくださイ。おちつイテ聞いてくだサイ」

　日本語だ。イントネーションとか発音とか、ちょっとアレだけど、それは確かに日本語だった。っていうか、俺、べつに騒いではいないけど？

「冷静ニ。冷静ニ。恐くアリまセン。おとなしくシテいレバ痛いこと、ないデス。すぐ気持ちよく、なりマス」

　……なに言ってんの、この人？

　酔っ払った女性を部屋に連れ込んで服を脱がせた飢うえた狼おおかみが言うような台詞を口にしている彼女を、俺が思いきり不審そうな目で見ていると、件の女性は俺の目の前までゆっくりと歩み寄ってきて左手を上下に動かした。そして膝ひざを曲げ、腰を沈めてみせた。
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「ひざ曲げてくだサイ」

　ああ、俺に姿勢を低くしろって言ってるのか。

　俺は女性の真ま似ねをして膝を曲げ、腰を落とすと、彼女はいきなり俺に第だい一いつ種しゆ接せつ近きん遭そう遇ぐうをしてきた。

　あ、なんか、すごくいい匂においがする。

　俺の目の前に端たん正せいな彼女の顔があって。

　うわ、目、青い。鼻、高い。唇くちびる、赤い。

　どぎまぎしてる俺にかまわず、彼女は顔を近づけてきて、そして。

　もしかしてキスされるのでは、なんて思ったが、そんなことはまったくなく。彼女は右手を上げると、手に持った紙片を俺の額に、ぱし、と叩きつけた。

「痛いたっ？」

　紙片が俺の額に貼はりついた感触があった。俺は慌てて両手を上げ、貼りついた紙片を取ろうとしたのだが。

「それを取ってはいけません。それは通訳札でして、それがあれば、あなたはわたしたちの言葉を理解できますし、わたしたちはあなたの言葉が理解できるのです」

　先ほどとは打って変わって流りゆう暢ちような日本語が聞こえてきた。聞こえてきたというか、頭の中に響く感じ？　というか、通訳……札!?

　そういえば、と俺は思い出す。

　面接官の夕那氏、現地には優秀な通訳を用意してあるからご安心を……とかなんとか言ってたような？　通訳……まさか、これのことか!?

　たしかに目の前に垂れ下がっている紙片には、何か文字のようなものが書き込まれている。距離が近すぎて焦点が合わないから何が書かれているのかわからないけど。焦点が合っても、外国語だと、結局、わからないんだけど。

　事ここに至ってようやく俺は、もしかするとここは外国なんかじゃないのではなかろうか、という可能性に思い至った。帝国府の皇帝というアルバイトも、新規オープンのテーマパークのそれではなく、つまりなんというか、本当の本物のそれなのではないかという可能性に思い至った。

　要するにここは並行世界における俺のいた世界とは別の世界、端的に言ってしまえば「異世界」ってヤツなのではないか？　あの募集ペーパーにあった「異世界」ナントカって語句、あれは会社名なんかじゃなくて、ここのこと、つまり本物の異世界のことを指していたんじゃないのか？

　そのとき、俺のそんな推察を裏付ける存在が現れた。

「どうも～、夕那迎瑠で～す。ご機嫌如何ですか～？」

　件の面接担当官だった。緊張感の欠片かけらもない登場。

「あのう、夕那さん、ちょっと確認させていただきたいのですが、ここって、僕の……わたしのいた世界のどこかなんかではなく、もしかしてもしかすると別の世界……」

「おお。ちゃんと頭も働いているようですね、重ちよう畳じよう重畳」

　夕那氏はにこやかな笑みを浮かべたまま近付いてきた。

「お疲れ様です、ユーナゲイル様」

「ご苦労様、グリナマルナ」

　ようやく俺は、女性の名前がグリナマルナだということを知った。そして夕那迎瑠氏の本名がユーナゲイルらしいということも。

　トゥーリオ→闘梨王説、当たってたじゃん！

「えっと、夕那さん？」

「あぁ、ごめんごめん。そうだね、まずは詳細を説明しておくべきだね。ここまで来てもらっちゃったんだから。その前に」

　夕那氏は俺の出で立ちに目をやると、傍かたわらのグリナマルナさんに顔を向けた。

「マルナ、彼を着替えさせて。あと、通訳札、おでこに貼ってると邪魔になるでしょう。あとでどこか目立たない場所に貼り直す必要がありますが、とりあえず後頭部に貼っておいてください」

「承知いたしました、ユーナゲイル様」

　グリナマルナさんが深々とお辞儀をした。呼び方も「ユーナゲイル様」だし、二人の関係で言うと、夕那氏＝ユーナゲイル氏がかなり格上のようだ。

「皇こう帝てい陛へい下かのお召めし物ものでよろしいでしょうか？」

　皇帝陛下？　ああ、そういえば俺は皇帝のバイトをしに来たんだった。つまり、コスプレをするってことかな。異世界まで来てコスプレする意味はわからないけど。

「そうだね……いや、まだ早いか。彼が着ていた物を出してあげて」

「承知いたしました」

　再び夕那氏に低頭した後、グリナマルナさんは俺に向かって手招きした。

「こちらへどうぞ」

　いつまでもロングスカートもどきの寝間着じゃ困るから、喜んで着替えさせてもらう。

　グリナマルナさんに招かれるままに天蓋付きベッドの脇まで行くと、そこに置かれている籠かごの中に俺が着ていた物が綺麗に畳たたまれて入っていた。

「まずは通訳札を貼り替えますので。失礼いたします」

　そう言って、グリナマルナさんは額の札を剝はがし、後頭部へ貼り直した。

　うん、視界がすっきりしたぞ。

「お召し物をお脱がせいたします」

「はい？」

　俺がきょとんとしていると、グリナマルナさんは俺の眼前まで進み出てきて、その場に片膝をついた。と思ったら、いきなり両手を伸ばして、俺のスカートもどきの寝間着を捲まくり上あげた。

「ちょ～～っっ!?　なっ何をするんですかっ!?」

　俺が素すっ頓とん狂きような声を上げると、彼女は手の動きを止め、俺を見上げた。

　いや、そこで手を止めないで！　そして見上げないで！　俺、かなり恥ずかしい格かつ好こうになっちゃってるから。

「いえ、ですからお召し物をお脱がしして……」

「あ～、マルナ、ちょっと待って」

「はい、ユーナゲイル様」

　スカート（っぽい寝間着）を捲り上げて、俺のパンモロショットを見上げていたグリナマルナさんが顔を夕那氏、というかユーナゲイル氏？　のほうへ向けてくれたので、俺は安堵の息を吐はいたのだが……どうせなら寝間着から手を離してくれないかな。

「守広さんはまだ皇帝業を始めていないので、今は一般人として扱ってさしあげて」

「承知いたしました」

　グリナマルナさんは、ようやく俺の寝間着の裾すそを手放してくれた。でも、そこから離れる気配はない。片膝をついたまま、俺の側そばで頭こうべを垂たれている。

　あっちへ行けと言うのもなんだし、仕方がない、手早く着替えてしまうか。

　俺はそそくさと寝間着を脱いで、自分の服を手に取ると、素早く着込んでいく。ジーンズを穿き、スポーツシャツを着てジャケットを羽は織おった俺は、またもや大きく安堵の息を吐く。ズボンがこれほどの安心感を与えてくれる物だとは思わなかった。

「えぇと、夕那さん、着替え終わりましたけど」

　俺が夕那氏に声をかけると、片膝をついていたグリナマルナさんが立ち上がった。

「では、詳細を説明しましょうか。こちらへどうぞ、守広さん」

　俺は夕那氏＝ユーナゲイル氏に誘われて寝室を出た。

　廊下も豪華な造りだった。寝室同様、廊下にも毛足の長い絨毯が敷かれ、シャンデリアが天井から吊つられていて、壁はやはり大理石製のようだ。

　人工大理石じゃないよな？　本物だよな、これ。

　廊下の左右には部屋の扉が幾いくつも並んでいる。扉と扉の距離が長い。部屋はかなりの広さだということが想像できる。廊下に窓はないが、シャンデリアで燃えている何十本もの蠟ろう燭そくの明かりが隅々まで照らしているから、薄暗さは感じない。

　廊下の壁には、やはり額がく縁ぶちに入れた絵が飾ってあった。静物画、人物画、自然画など、いろいろあったのだが、中に一つ、どう見てもラノベの挿さし絵えのようなキャラ絵があって俺の目を引いた。

　なんだ、あれ？　どうしてあんな絵が飾ってあるんだ？

「はい、こちらです、どうぞ」

　夕那氏の声が響いて、俺の思考は中断された。

「どうぞ入ってください」

　開いたドアの前で夕那氏が俺を手招いている。ちなみにドアを開けたのは彼ではなく、グリナマルナさんだった。

　っていうか、あの人、なんなんだろう。通訳ってわけでもないみたいだし。夕那氏の部下……なのかな。でも、ただの部下だったら「様」呼びまではしない気がするけど。

　ドアに手をかけ、開け放っているグリナマルナさんにちらっと目をやってから、俺は部屋に足を踏み入れた。

　そこは食堂……のような場所だった。
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　俺が借りているのは四十㎡ちょっとの２ＤＫだが、食堂と思われるその部屋は俺の２ＤＫが五、六個は入りそうなほどの広さがあった。端のほうなんか、双眼鏡でも覗のぞかないとよく見えないほどだ……というのは言い過ぎだけど、本当に広い。天井も高いし、置かれている物を取っ払えば、バレーボールだってできそうだ。

　広大な部屋の真ん中に黒光りする大きな、というか、恐ろしい長さの長方形のテーブルがあって。

　テーブルには純白のテーブルクロスが敷かれていて。

　座面が革張りの木製の椅子が十脚ずつ、合計二十脚、テーブルの長辺に並んでいて。

　ウエイトレスっぽい女性が部屋の片隅に三人ほど控えていて。

　なんなんだ、ここ。本当に昔の王おう侯こう貴き族ぞくの館やかたにでも迷い込んだ気分だな。

　内心で呆あきれ返かえっている俺に向かって、夕那氏は椅子の一つを指し示した。

「どうぞ、お座りください」

　示されたのはテーブルの向こう側の中程の椅子だったので、俺はひょろ長いテーブルを迂う回かいして向こう側に回った。

「では失礼して」

　俺が椅子を引こうとすると、いつの間にか横に立っていたグリナマルナさんが、俺が手をかけるより早く椅子に手をかけ、さっと引いてくれた。

「あ、どうも、ありがとう、ございます」

　俺はぎこちなく頭を下げると、椅子に腰を下ろそうとしたのだが、その瞬間、グリナマルナさんは椅子の位置を整えてくれた。

「す、すみません」

　俺がお礼を言うと、彼女はその場で深々とお辞儀をした。

「もったいないお言葉、かたじけのうございます」

　はいぃ？　俺みたいな失業者に向かって、かたじけのうございますって、言葉使い、おかしくない？

　でも、そんなことは言えないから、俺は黙だまって椅子に腰を下ろした。

　広大な部屋の長大なテーブルの前に一人で腰掛けていると、なんというか、とてつもない違和感に襲われる、対面に夕那氏が座ったが、グリナマルナさんは俺の背後に立ったままで、座る様子を見せなかった。ちらっと視線を走らせると直ちよく立りつ不ふ動どうの体勢で立ってるし。こんなふうに接されると、なんだか体がむず痒がゆくなる。でもまぁ、座ってくださいと俺が言うのも変だし。とにかく今は、夕那氏から詳くわしい話を聞いて、何がどうなっているのかを確認することが先決。そう思って夕那氏を正面から睨にらむように見み据すえたのだが、暖の簾れんに腕うで押おしというか、彼はこれまで同様、にこやかな表情を崩さず俺に呼びかけてきた。

「喉のどが渇かわいてたり、お腹なかが空すいてたりしませんか？」

　そういえば、起きてからまだ何も口に入れてないな。

「じゃ、マルナ、お茶とお菓子をお願いね」

　夕那氏が、俺の背後に控えているグリナマルナさんに声をかけた。

「承知いたしました」

　グリナマルナさんは足早にテーブルの横を歩いていって、部屋の隅に控えているウエイトレスっぽい女子に声をかけ、何事かを指示している。すぐに三人はグリナマルナさんに頭を下げると、隣室に通じているであろうドアを開け、そちらに姿を消した。

　どうでもいいけど、ウエイトレスの三人、メイド喫茶のメイドみたいな衣装だな。色は白黒ツートーンだからシックな印象だけど、スカート丈、けっこう短いし。おまけに三人とも、メイドクイーンコンテストに出場したら揃って入賞確実というくらい可愛かわいくてメイド衣装が似合っていた……いや、そんなコンテストがあるかどうか知らんけど。

　若い男子でミニスカメイドが嫌いな奴などいない。若い男子である俺も、だからこの手の衣装は大好きだ。正確には衣装を着た若くて綺麗なメイドさんが、だが。

「さて、では説明を始めましょうか」

　そんな夕那氏の声に、俺は慌てて顔を戻した。

「もうお気づきかもしれませんが、ここは守広さんがいた世界ではありません。ええ、あなた方の世界で言うところの異世界、ですね」

　やっぱりか。なんとなくそうじゃないかと思っていたから言われても驚きはしないが……いや、やっぱり驚くな。マジで異世界へ来ちゃったのか。でも、そうすると皇帝のバイトって、どういうことだ？

「で、わたしもこちらの人間なんですよ。本当の名前はユーナゲイル。ユーナゲイル・ユーグラテスというのがわたしの名前です。長くて呼びにくいでしょうから、今までどおり夕那でかまいませんよ」

「あ、そうですか？　では、夕那さん。ここが異世界だとして、どうしてあなたは現代日本で面接官などをやってらしたのですか？」

「ああ、それはですね、こちらの世界も今は人手不足でしてね、生きがよくてよく働く若人わこうどをつねに求めているのですよ」

「人手不足だとしても、わざわざ別の世界まで行って、ですか？　そもそも、どうやってわたしのいた世界へ来ているんです？　こことわたしのいた世界って、簡単に行き来ができるんですか？」

　どうも話し方が、面接の続きみたいになってるけど、まぁ仕方がない。夕那氏＝採用担当の面接官という意識が俺の中に刷すり込こまれちゃってるからな。

「その辺も含めて、これから説明いたしますが……」

　と夕那氏が言いかけたとき、いきなり食堂の扉が開いて一人の女性が駆け込んできた。

「仮皇帝陛下との打合せ中に失礼いたします、ユーナゲイル様」

　仮皇帝って呼び方……まぁ、そうなのかもしれないけど。

「おや？　どうしました、エレイライン？　何か緊急事態が？」

「はい。じつは帝てい国こく北ほく辺へん地ち域いきに蛮ばん族ぞくが侵しん攻こうしてきまして」

「！　では、宰さい相しよう殿は皇帝陛下の親しん征せいを要よう請せいしてきたのですね？」

「仰るとおりです」

　重おも々おもしく頷いた夕那氏は、俺のほうに顔を向けると、にっこりと笑ってみせた。

　なんだ、その笑顔!?　不安しか湧いてこないんだけど！

　夕那氏はにこやかな笑顔を俺に向け、いつもどおりの軽い調子で語りかけてきた。

「早速ですが、皇帝カッコ仮陛下」

　だから、その呼び方。

「緊急の事案が発生しました。すぐに仕事の準備を始めましょう」

「え？　え？　え？」

「帝国辺境に蛮族が侵入してきたので、皇帝カッコ仮陛下には、迎撃のため軍団を率いて遠征していただきます」

「えぇえぇぇえ～～っっ!?」
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　何がなんだかわからないまま新米皇こう帝てい、というか皇帝カッコ仮の俺は、六個軍団三万の軍ぐん勢ぜいを率ひきいて帝てい国こく北ほく辺へんまで遠征することになった。

　帝国としては、なんとしても蛮ばん族ぞくどもを領内から追い払わないとならないらしい。

　そりゃそうだ。国内に侵入してきた異民族を放っておいたら、いろいろ大変なことになるものな。

　帝国民が掠さらわれたり殺されたり、街や村が破壊されたり、畑が焼かれたり、収穫物が略りやく奪だつされたり。

　異民族、とくに騎き馬ば民みん族ぞくの場合、土地や人々を支配するという意識が希き薄はくだから始末が悪い。彼らが狙うのは、奴ど隷れいとして働かせる人間を捕らえ、自分たちが食べるための食しよく糧りようや家か畜ちくを奪うこと、それだけだ。街を支配しようとか人を支配しようとかはしないから、抗戦した部隊を鏖みなごろしにするなんてのはざらで、最悪、街の住民さえ鏖にする。

　それは俺のいた世界の歴史にもよくあったことなので、帝国首脳部が憂うれえるのも理解できる。

　騎馬民族に好き勝手を許せば、帝国の威い信しんは地に落ち、臣しん民みんの忠ちゆう誠せい心しんは薄れ、周辺の友好国が離り反はんしかねない。だから大軍を送り、戦ってでも異民族を領内から駆く逐ちくするという彼らの覚悟もわかる。重大な事案だから、遠征軍を指し揮きするのが皇帝だというのも、わからないでもない。

　けれど、そんな重大な仕事を異世界から来たばかりのカッコ仮皇帝、つまり俺なんだけど、俺にやれというのはどうなんだろう。

　というか、いきなりそんなこと無理でしょ！

　と言って、俺は駄だ々だをこねたんだけど、もう仮契約が済んでるから、皇帝（仮）陛へい下かに拒否する権利はないと来やがった。

　皇帝っていちばん偉いんじゃないの？　カッコ仮だからいいようにこき使われるわけなの!?

　そんな俺の追及にも夕ゆう那な氏は慌てず騒がず応えた。

「もちろん偉いんですが、偉い分、責任も重いわけですよ。高貴なる者の宿命ってヤツですね。いわゆるノブレス・オブリージュです」

「い、いや、でも、僕は高貴なる者じゃないし。単なる失業者だし」

「元はどうであれ、今は皇帝ですから。皇帝陛下ですから」

「うぅ。でも……まだ来たばかりだし、カッコ仮だし、遠征軍を率いて親しん征せいとか、どう考えても無理でしょう？」

「来たばかりだろうが、未経験者だろうが、仮契約を済ませている以上、皇帝陛下としての義務を果たしていただかないと困りますね」

「……あくまで嫌だって言ったら、どうなります？」

「違い約やく金きんを支払っていただきます」

「へ？　違約金!?」

「仮契約書の最後に書いてありましたよ？　違約金は支し度たく金きん二十万円の百倍、二千万円です」

「にっっ二千万!?」

　横から見ていたら、俺の目玉が三十センチくらい飛び出したのがわかっただろう。

「た……ただの失業者にそんなお金があるわけないでしょ」

　っていうか、あるんだったら、こんなバイトに応募してないわ。

「そもそも、そんな違約金条じよう項こう、読んだ覚えがないんですけど」

「ページの裏側に特記事項として書いてありましたってば」

「うそ……」

「噓うそなものですか」

　夕那氏は俺と交わした仮契約書を取り出し、契約書の裏側を見せてくれた。

　そこにはルーペが必要なレベルのちっさな文字で何かが書いてある。

　やられた。裏にも条文があるなんて知らなかったぞ。敢あえて黙だまってたな、夕那氏。

　どうやら相手のほうが一枚上手だったらしい。二千万円もの違約金を盾に迫られたら拒きよ否ひなんかできっこない。

「義務も果たさない、違約金も支払えないとなれば、守かみ広ひろさんは犯罪者として拘束されます。違約金分を強制労働で返していただくことになりますね。時給六百円として計算すると……」

　六百円!?　最低賃金保障はないのか!?

「一日十六時間労働で九千六百円」

　十六時間!?　労働基準法は!?

「一カ月で二十九日働くとして」

　二十九日!?　休日は月に一日だけってこと!?　どんなブラック企業より酷ひどい！

「まぁ、犯罪者ですから」

　にやりと笑って、夕那氏は言葉を継いだ。

「月に二十七万八千四百円。これなら六年もあれば返し終わりますね」

　死んでるよ！　返済が終わる前に過労死しちゃってるよ！

　俺はがっくりと肩を落としてうなだれ、わかりました、と弱々しい声で返事をした。

　夕那氏は薄っぺらな笑みを浮かべ、優しく俺の肩に手を置いて語りかけてきた。

「では、準備を急ぎましょう。遠征軍はまず四個軍団二万が進しん発ぱつします。カッコ仮陛下には後続の二個軍団一万を率いていただく形となりますので、二個軍団の進発までには支度を終えなくてはなりません」

　俺は夕那氏のその言葉を、死刑宣告を聞く罪人のような気持ちで聞いていた。

「と……ところで。親征するとして、具体的に僕は何をすればいいんですか？　軍隊を率ひきいたことなんかありませんよ？　というか、そもそも軍人の経験もないですし」

「それは……ああ、自分を『僕』呼びでは格好がつきませんね。こちらも『守弘さん』では困りますし」

　夕那氏は俺の頭の天辺から爪先までを睨ねめつけるように視線を動かしながら何かを考えている。

「僕がダメなら、わたし、ですか？」

「いえ、それも皇帝らしくはないです。前任者は『我わが輩はい』と言っていましたが」

　我が輩！　それは嫌だなぁ。

「なら、そうですね、『朕われ』でしょう。いかにも皇帝らしいですし」

　それもちょっと……というか、かなり嫌だな。

「贅ぜい沢たく者ものですねぇ」

　夕那氏は宙ちゆうを見上げて何かを考えていたが、やがて顔を戻して言った。

「では、名前を取ってカミヒィロ一いつ世せい陛下、でしょうか」

　ああ、こっちの言葉だと、そこにアクセントが来るのか。英語なんかとおんなじだな。でも、カミヒィロ一世って、なんというか、あまりぱっとしなくない？

「そんなことはないでしょう。そもそも皇帝は名前で呼ばれるのが普通ですから、守弘さんのことはカミヒィロ一世陛下とお呼びするしかありませんよね」

　そう言われちゃうと反論のしようがないんだけど。

「ぱっとしたかったら、ぱっとした名前になってください」

　無茶なこと言うな、この人。

　カッコ仮とはいえ、俺は皇帝なんだから夕那氏より偉いはずなのに、最初が「採用担当官←→バイト応募者」という関係だったもんだから、どうもこの人には面と向かって文句を言いづらい。まぁ、夕那氏もそれがわかっていてやってるんだろうな。

　俺はため息を吐つき、がっくりと肩を落とした。

「わかりました。じゃあ、カミヒロ一世……カミヒィロ一世？　でいいですけど。自称はどうすればいいですか？　朕われとか朕ちんとか、嫌ですよ？」

「う～ん、そうですねぇ、守弘さん、いえ、カミヒィロ一世陛下は，自分のことをどう称したいですか？」

「わたしとか僕がダメなら……俺？　とか？」

「俺様、ですか？」

「いえいえ、様がない、ただの俺で。僕やわたしより少しは強そうな感じになるかなと思ったんですけど」

「ふぅん……ま、いいでしょう。こちらの言葉だと、俺もわたしも僕も、あんまり変わらないんですけどね」

　あ、やっぱりそうなんだ。

「ただ、俺、と自称すれば、通訳札が訳すとき、全体の文意が少し強まったりもしますから、それで行きましょうか」

　よかった。「俺」なら自然に自称できそうだ。「カミヒィロ一世」のほうは頑張らないと名乗れないけど。でも、そちらは俺が名乗るんじゃなくて、他人の呼び方だから、ま、いいか。

「じゃあ、少し練習しましょうか。マルナ」

　え？　練習!?

「はい、ユーナゲイル様」

「カッコ仮陛下に呼びかけてみて。で、カッコ仮陛下はそれに応えてください」

　改まって受け答えすると、やっぱり気恥ずかしいな。

「では、失礼いたしまして」

　グリナマルナさんは一つ咳せき払ばらいした後、俺に向かって恭しく頭を下げた。

「カミヒィロ一世陛下、よろしゅうございますか」

「あ……えっと、ぼ……俺に何か用かな？」

「もう少し堂々と応えていただきたいのですが、まぁ、初心者ですから、そんなものでしょうか」

　夕那氏はニヤニヤ笑いを浮かべながら、無責任にそんなことを言う。

　絶対、遊んでるだろ、この人。

「堂々と受け答えするなんて、俺みたいな若造にはハードル高いですよぉ」

「ははは、大丈夫ですって。慣れてくれば自然な応対ができるようになりますから」

　だといいんだけど。でも、大学出たばかりで編集部でもいちばん下したっ端ぱだった俺に、三万もの軍勢を率いて遠征することが本当にできるのかな。

「では、わたしは宰さい相しよう殿との打合せをしなくてはなりませんので、いったん失礼します。遠征にはわたしも同道する予定ですので、ご心配なく。あとはよろしくね、マルナ」

「承知いたしました、ユーナゲイル様」

　夕那氏は、そそくさと食堂を出ていった。

　宰相とやらのところへ行ったのだろうな。宰相って言えば、国家運営の責任者だろ。そんな人と気軽に打合せをするなんて、やっぱり夕那氏、かなり偉い人なんだな。とてもそうは見えないけど。でも、夕那氏が来てくれるなら、やはり心強い。現代人の俺と異世界の人たちの橋渡しは、双方の世界を知ってる彼にしかできないことだものな。

　そして食堂には俺とグリナマルナさんが残された。

「あの、グリナマルナさん」

「グリナマルナとお呼びください。略称で、マルナ、でもけっこうです、陛下」

「あ、うん、えぇと、グリナマルナ」

「なんでございましょう、カミヒィロ一世陛下」

　敬語を使われると、むしろ緊張する。あと一世陛下って呼ばれるとむず痒がゆい。

「遠征の準備、俺は具体的に何をすればいいんだろうか」

「準備はわたくしたちで進めますので、陛下がとくに何かをされる必要はございません。大船に乗ったつもりで構えていらしてください」

　そんなこと言われたって。侵攻してきた蛮族を追い払うために三万の兵を率いて戦場へ赴おもむくんだろ？　大船どころか、泥船に乗ったような不安しか感じないんだけど。

　不安に苛さいなまれる俺を余よ所そに、皇帝親征の準備はどんどん進んだ。

　俺は準備が終わるまでのあいだにグリナマルナから「親征」に関する簡単なレクチャーを受けた。彼女によれば、皇帝は現地でもとくに何かする必要はないらしい。

「要するに景気づけといいますか、兵士の士気を高めるのが最大の目的でございます。陛下が戦場で指揮を執とる必要もございませんし、前線に立つ必要もございません。ですから、ご安心くださいませ」

　う～ん、だったらなんとかなる……かな。

　それから二日間をかけて、兵士たちの前での立たち居い振ふる舞まいとか、帝国の兵制とか、帝国周辺に割かつ拠きよする異民族のこととか、いろいろな知識をグリナマルナから叩き込まれたのだが、その間に皇帝親征の準備は滞とどこおりなく調ととのってしまったのだった。
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　すでに先行部隊の四個軍団二万は、昨日の早朝に進発していた。

　いま、巨大な城じよう郭かく都と市しである帝都の中の大きな広場に第二陣の二個軍団一万が勢揃いしている。

　騎兵が三千に、歩兵が七千だ。輜し重ちよう、つまり兵ひよう糧ろうは辺境の都市に集積されている物で足りるという話なので、輜重部隊は付いていない。

　しかし、煌きらびやかな鎧に身を包んで集結した一万の将しよう兵へいって、壮そう観かんな眺ながめだな。馬でさえ煌びやかな装そう飾しよくを付けてるし。もっとも、いざ実戦となれば、あんな装飾品は取っ払ってしまうんだろうけど。というか。

　俺は居並ぶ一万の将兵の前を、侍じ従じゆう兵へいを従えて歩きつつ、考えた。

　俺が身に着けているのも煌びやかで華やかで装飾過多な、まるで美術工芸品のような鎧だった。とてもこんな物じゃ戦えないだろうと思うが、そもそも皇帝が戦場に立つことなどないから、これでいいらしい。

　グリナマルナ曰いわく、

「陛下は、煌びやかな鎧を着て目立ち、兵士たちから注目を浴びるのがお仕事」

　となるらしい。

　その兵士たちは皆、神しん妙みような顔つきで、あるいは闘とう志しを漲みなぎらせ、直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢で整然と立ち並んでいる。

　この兵士たち、これから騎馬民族と戦いに行くんだよな。つまりそれって、殺したり殺されたりするってことだろ？　恐くないのか。いや、やっぱり現代の日本から来た俺なんかとでは、死し生せい観かんとか使し命めい感かんとか、ぜんぜん違うんだろうな。

　とはいえ、戦場では指揮官の優劣が勝敗に直結すると聞く。負けたほうは多大な犠ぎ牲せいを出すことになるわけで、いくらお飾りの皇帝、お飾りの最高司令官とはいえ、犠牲者が増えたら俺にも責任がのしかかるんじゃないだろうか。

　そんなことを考えると、肩が重くなる。少し息苦しくなる。

　あぁ、なるほど。これが時給二万円ものバイト代を受け取るための代だい償しようか。いくら時給がよくても、この仕事は大変だぞ。

　俺は緊張に身が引き締まる思いだった。

　俺は足の震えをなんとか抑えて、無事に閲えつ兵ぺい式しきを終えることができた。これも、侍従兵と共に俺の側そばを歩きながら、あれこれとアドバイスをくれたグリナマルナのおかげだ。俺は彼女の献けん身しんに感謝の念を捧ささげつつ、閲兵式が行われた広場から帝てい国こく府ふの建物へと戻っていった。

　部隊の進発は明日の早朝で、兵士たちは今夜は街の外に出て野営をするという。一方、俺は帝国府の寝室で寝て、夜明けに起きて夜営地へ向かうと、そういう手て筈はずだった。

　兵士が地面に敷いた硬いマットで寝るのに、俺はふかふかのベッドで寝る。そう思うと、なんとなく後ろめたい気がするが、俺は今では皇帝なのだから、そういうものだと開き直るしかない。

　俺は一いつ旦たん、帝国府の皇帝用寝室へ戻り、湯ゆ浴あみをして食事を摂とり、早々にベッドに入った。緊張で寝付けないかもと思ったが、割とすんなり眠ることができた。俺って、もしかして自分で思っているより図太い人間なのかもしれない。

　そして翌朝。

　皇帝カミヒィロ一世の初仕事が始まる日だ。

　夜明けと共に起こされた俺は、侍従兵の助けを借りながら鎧を装着し、さすがに少しばかり緊張に震えながら帝国府をあとにした。向かうのは帝国領北辺地域にあるハンザグルトの街で、そこが騎馬民族に対する防衛拠点になるらしい。

　俺は緊張を押し隠し、美び麗れいに飾り立てられた六頭だての大きな馬車に乗り込んだ。

　馬車には俺の緊張を解きほぐしてくれる存在がいた。

　実はこの親征に際して秘書官が増員されていて、馬車には新しい秘書官が乗り込んでいたのだ。それがスクレィニとフリエフリュエで、グリナマルナと合わせて三人が皇帝秘書官として親征に随ずい伴はんすることになっていた。

　スクレィニ、フリエフリュエと俺はすでに顔合わせを終えていたから、二人が馬車に乗っていても驚きはしなかった。

　スクレィニは銀髪でフリエフリュエは赤毛だったから、そこはグリナマルナと違うのだが、軍ぐん務む服ふくに身を包んだ姿は目を瞠みはるほど凜り々りしく美しい、という点では、グリナマルナと同じだった。

　美人秘書官三人にあれこれと世話を焼かれ、なんとなく世間話なんかもしたりして、俺の緊張はずいぶんと和やわらいだ。

　で、肝心の夕那氏は、一日、二日、遅れてくると言う。相変わらず適当な人だ。

　皇帝座ざ乗じようの馬車はそれほど急ぐこともなく進み、七日間かけて北辺の拠点都市、ハンザグルトの街に到着したのだった。
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　船を使えればもっと早く着けるらしいけど、生あい憎にくと今回は、皇帝専用の大型船が遡そ航こうできるような川がないということで、道中はずっと馬車に乗ったままだった。おかげで少しお尻が痛くなったが、グリナマルナの配はい慮りよで頻ひん繁ぱんに休きゆう憩けいを取れたから、疲労という面ではそれほどでもなかった。夜行バスに乗ったり、朝から晩まで鈍行列車に乗ったりしていた俺の経験が物を言ったのかもしれない。

　そして七日後。

　皇帝直じき率そつの二個軍団は、先行していた四個軍団と合流して街の郊外に陣じんを構えた。

　俺はというと、そのまま北辺方面軍司令部が置かれているハンザグルトの街に入り、軍ぐん議ぎに出席することになった。
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　催もよおされた軍議の出席者は、以下の面々だった。

　北辺方面軍司令官のバルイスク将軍と副官、そして司令官付の秘書官。

　遠征軍司令官のツェルクーバ将軍と副官、そして司令官付の秘書官。

　各軍団長（遠征軍が六個で、北辺方面軍団が五個だから、十一人だ）。

　そして俺、カミヒィロ一世と皇帝付秘書官一名（三人を代表してグリナマルナ）。

　それらの面々が、方面軍司令部の石造りの建物の大きな会議室に集結した。

　遠征軍指令のツェルクーバ将軍や遠征軍の軍団長たちとはすでに顔かお馴な染じみだが、バルイスク将軍や彼の部下の軍団長とは初顔合わせとなる。

　俺みたいな現代人からすると帝国軍人は顔も体も厳いかつくてちょっと恐い人が多いんだけど、バルイスク将軍や彼の部下の軍団長は全員がその典型で、俺はヒグマに取り囲まれて会議をしているような息苦しさを感じてしまった。

　ただ、出席している秘書官三人は、いずれも若くて綺麗な女性なので、こう言っては将軍や軍団長に失礼だが、掃はき溜だめに鶴つるという印象だ。おかげで、軍人たちが発散する闘とう気き──というか殺さつ気きというか──が緩かん和わされ、俺としては大助かりだった。

　皇帝はこの手の軍議に出席しても、自ら発はつ案あんする必要はないという。軍の首脳が立案した作戦を上じよう申しんしてくるので、基本的に皇帝は、それに対して「よきに計はからえ」でいいらしい。

　ということを事前にグリナマルナからレクチャーされていたので、俺は何か訊きかれる度に、それでいいと思う、的なことを答えていた。もっとも、何か作戦を考えろと言われても、俺は軍事に関しては素人しろうとだから無理な話なんだけど……いや。そんな俺だけど考えていることはあったんだ。

　軍議が進むにつれ、首脳がどういう方針で戦いに臨もうとしているのかが明らかになってきた。

　基本的に彼らは、守備に徹てつするつもりらしい。

　当然と言えば当然だ。

　侵入してきた騎馬民族はすべて騎兵で、機動力に優れている。帝国軍にも騎兵がいるにはいるが、全兵力の二、三割でしかない。

　帝国領の北辺域に集結している騎馬民族は二万から二万五千前後だという。今でも数を増やしつつあるから、最終的には三万を超えるかもしれない。そんな報告が物もの見みの兵から入っていた。どこまで増えるかは不明だが、最悪、五万くらいまで増えるかもしれないそうだ。

　一方、帝国軍は北辺方面軍が五個軍団二万五千で、遠征軍が六個軍団三万。合わせて五万五千と兵力的には互角以上だが、騎兵の数で言うと一万五千程度だから、平原での会戦になれば、相手のほうが圧倒的に有利だ。

　帝国軍の重じゆう装そう歩ほ兵へいは強力だけど、縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回る敵の騎兵にはついていけない。気がつけば戦場から遠く取り残されていた、なんてことになりかねない。帝国軍歩兵は連発式の弩いしゆみなど、強力な武器を持ってはいるけど、猛烈な速度で駆け抜けていく騎兵を狙って当てるのはとても難しい。だから帝国軍首脳が守備的に戦おうと考えたのも無理のない話ではあった。

　いま集結している兵力を討伐しようとしても、帝国軍は開けた丘きゆう陵りよう地ち帯たいを抜けていかなくてはならない。移動の最中に襲われたら、悲惨なことになる。

　実際、これまでも帝国軍は、移動中を騎馬民族に急きゆう襲しゆうされ大損害を出したことがあったそうだ。

　丘陵地帯に堅けん固ごな陣を敷き、そこで待ち構えて迎げい撃げきできれば、敵の騎兵団に大打撃を与えられるかもしれない。でも、わざわざ陣に籠もっている帝国軍を騎馬民族が攻撃しに来るとは思えない。彼らの目的は帝国軍を討うち破やぶることではなく、略奪することだ。連中にしてみれば、帝国軍が陣を構えて待っているなら、そんな場所に行かず、手薄になった地域を襲えばいいだけの話だから。

　ということを踏まえ、軍の首脳は大軍をハンザグルトの周辺に集めて、蛮族どもに、それ以上侵攻してくるなら容よう赦しやしないぞ、という姿勢を見せることを選んだのである。逆に言うとそれは、ハンザグルトの街近くまで進出してこなければ、多少の略奪は仕方ないと認めるようなものだった。

　つまりそれは、北辺にある小さな村そん邑ゆうを見捨てる代わりに、帝国という大きなものを守ろうという姿勢だ。

　もちろん村邑の住民を切り捨てたりはしない。可能な限り近くの城郭都市へ収容する。しかし、小さな村邑を守るための守備兵は割かない。そういうことだ。

　合理的な考え方なのかもしれない。小を犠牲にして大を守れればそれでよし。そんな考え方も、たしかにあるだろう。けれど俺の心には、それでいいのかという疑問が湧いていた。言い換えると、現代世界の住人である俺は、小を捨てて大を取るという思考法に慣れていなかった、ということになるわけだけど。

　俺は堪たまらず、敵が領内を荒らし回るのを許してしまっていいのか？　と訊いていた。

　将軍や軍団長は驚きの目を俺に向けてきた。グリナマルナも目を瞠っている。

　だけど俺は知りたかったんだ。彼らがその点についてどう思っているのかを。

　俺の疑問に対して、北辺方面軍指令のバルイスク将軍が答えてくれた。

「蛮族どもはいずれ引き揚げていくのです。多少の手て土産みやげを渡してやれば、引き揚げる時期が早くなります。人的被害は最小限に抑えられますし、これがもっとも有効な方法かと思います。略奪を始めて四、五日も黙って見ていれば、奴らはそれなりに満足して引き揚げていくでしょう」

　黙って見ているだけなら、なんのためにここまで遠征してきたのか。

　それは、帝国臣民に対するパフォーマンスだという。要するに、帝国軍は敵の侵攻があれば必ず出撃しますよ、異民族の好き勝手にはさせませんよ、という喧けん伝でんの意味合いしかないのだ。

　そうか。だから出発も移動も、あまり急いでいなかったんだな。最初から本気で騎馬民族と戦うつもりはなかったんだ。もっとも、騎馬民族のほうも集結に時間がかかっているみたいだから、焦って急行軍しなくても大丈夫という読みもあったんだろうけど。

　でも、だからといって、それでいいのか？

　目の前の危機を恐がるあまり弱よわ腰ごしの対応を繰り返していると、相手がつけあがるのではないだろうか。ヨーロッパ諸国がナチスドイツとの戦争を避けられなかったのは、英仏を筆頭とする首脳たちがヒットラーの無茶な要求に弱腰外交で応じてしまったからではなかったか。将来への禍か根こんを残さないためにも、もう少し毅き然ぜんとした対応が必要なのではないのか。

　それで平和が保てるならいいではないか、という意見もあるだろうが、そのやり方で保てる平和は、しょせん、一年、二年の単位だろ。五年、十年、三十年、五十年という長期的なスパンでものを見れば、そのやり方で平和が保てないのは、すでに歴史が実証してるじゃないか。

　俺は軍事は素人だけど、彼らにはない歴史的な知識がある。そんな俺には、騎馬民族に手土産を持たせて早々にお引き取り願おうという軍首脳の基本方針が、どうも危ういものに感じられてならなかった。

　そのことを遠回しに言うと、軍首脳の顔に困惑が広がった。

　またもやバルイスク将軍が丁寧に説明してくれた。

「ですが陛下、蛮族とまともに戦えば、たとえ追い払えたとしても、こちらにも多大な犠牲が出ます。兵に多数の犠牲者が出たとなると、帝国臣民が不満を抱きます。欠員を補充しようとすれば、臣民の不満はさらに大きくなります。かといって、欠員を抱えたままでは帝国軍は弱体化してしまいます。現状、これ以外の策は採とりようがないと勘かん案あんいたしますが」

「ということは、こちらの兵に犠牲が出なければ問題はないんだね？」

「ええ、もちろん。ですが……」

　バルイスク将軍の困惑はいっそう高まってしまったようだ。

「兵に犠牲を出さず、四日も五日も敵の略奪を黙って見ていない策を一つ思いついたんだけど、聞いてくれないかな」

　将軍や軍団長の顔に、はっきりとした驚きの色が浮かんだ。中には、あからさまに疑わしそうな顔を向けてきた者もいる。

　バルイスク将軍から説明を求められた俺は、野や戦せん築ちく城じようを提案した。

　俺の頭にあったのは、設楽原したらがはらで武たけ田だ勝かつ頼より率いる武田軍を壊滅させた織お田だ信のぶ長ながの戦い方だった。もっとも、武田騎馬隊を相手に勝利した信長の置かれた状況が今回と同じだから、というわけではない。当時の武田軍に「武田騎馬軍団」などという兵種が存在しないのは、歴史オタクれきオタである俺にとっては常識だった。

　ちなみに。

　鉄砲三千丁による三段撃ちという有名な信長の戦法は、実は小お瀬せ甫ほ庵あんの創作で、実際には行われなかったというのが、今では常識だった。だいたい鉄砲の数が三千あったというのも『信しん長ちよう公こう記き』には書かれていないのだ。

　という歴史オタクれきオタ談義はさておき。

　当時の馬は今の馬（サラブレッド）より圧倒的に小さいから、競走馬が競馬場のターフを走るようなイメージとはほど遠いのが実情だ。要するに走る速度が遅いんだ、戦国時代の馬は。

　とはいえ人が走るよりは速い。だから信長は、馬ば防ぼう柵さくを用意して鉄砲の射撃で騎馬や歩兵を撃ち倒すことにした（火ひ縄なわ銃じゆうが発する轟ごう音おんで馬が暴れたり転倒したりすることを期待した、という意見もある）。同時に土ど塁るいや石いし垣がきも築きずいて、敵の突撃から味方の兵を守ろうとした。俺が見習おうとしたのは、その部分だ。

　騎馬民族が駆かる馬は、サラブレッドほどではないにせよ、戦国時代の日本で使われていた馬よりは大きくて速そうだ。そんな馬に乗った三万、四万の騎兵を平原で迎え撃つのはやはり得策じゃない。

　ハンザグルトの街の北にはなだらかな丘陵地帯が広がっている。ここで騎馬民族の騎兵と衝突するのは、明らかに帝国軍にとって不利だ。何しろ騎兵の数が倍ほども違う。けれど拠よるべき城じよう塞さいがあればどうだろう？　鉄砲は存在していない世界だが、帝国軍は強力な連発式の弩を持っている。急造であっても籠もるべき城塞さえあれば、帝国軍の歩兵は充分に騎兵に対抗できるはず。そこで丘陵地帯の真ん中に兵が籠もるべき城塞を造るのだ。

　それでは、陣を敷いて敵を待ち構えるのと同じではないか。

　蛮族どもが攻めて来ないなら、迎撃できないではないか。

　軍団長からそんな意見が出たが、俺の考えは少し違う。

　攻めてこないなら、それでいいんだ。大事なのは平原の真ん中に城塞があるってこと。そこに騎兵を待機させておけば、騎馬民族が千、二千の単位で各地の村を略奪に向かったとき、襲撃現場に駆けつけることができるじゃないか。

　そう、敵は三万、四万いても、全軍総出で一つの村を襲うことはない。そんな効率の悪いことをするはずがないんだ。小さな村邑を襲うなら、千、二千という集団で、というのが妥当なところだろう。

　そこを確認したところ、実際、今までの侵攻時ではそうだったという。ならば今回も同じだろう。千、二千の単位で同時に各地の村邑を襲撃し、略奪する。

　風のように現れて風のように去っていく騎馬軍団を叩こうにも、歩兵が主力の帝国軍では捉つかまえきれない。城郭都市を出撃した帝国の軍団が村々に近付く頃、騎馬の群れは疾とうに姿を消し去っているのが常だった。

　小部隊と追いかけっこをしていても始まらない。ならば本隊を叩こうという話になるのだが、騎馬民族が集まるのは平原やなだらかな丘陵地帯だ。帝国軍が決戦を挑むには、あまり具合がよくない。

　本来、重装歩兵だって平地の戦闘が得意なんだけど、騎馬はそれ以上に得意だから。縦横無尽に駆ける騎馬隊に翻ほん弄ろうされているうちに、重装歩兵は疲労で動けなくなってしまうのだ。とにかく身に着けている鎧が重いから。

　軽装歩兵ならそこまで酷くならないが、装甲が薄くて小さい分、敵の騎き射しやで損害を出してしまう。重装歩兵なら跳ね返せるような矢でも、軽装歩兵には致命傷になる。

　頼みの綱の帝国軍騎兵も、敵に比べて数が少ない。大軍で押し包まれてしまうと全滅の危険がある。何より帝国の騎兵は、歩兵との連携を前提に作戦行動をしているから、騎兵単独での戦闘はあまり経験がないのだった。

　という様々な理由で、これまで帝国軍は領域を侵おかす騎馬民族に対して決定的な打撃を与えられないでいた。敵もそれは重々承知で、機動力を活いかしてあちこちを荒らし回り、帝国軍が主力を差し向けてくると、さっさと移動してしまうの繰り返しだ。

　敵を捕捉しようと帝国軍が小部隊で走れば、逃げていった敵の騎兵が戻ってきて攻撃をしてくるから始末に負えない。馬が走れない険けん阻そな地形、あるいは身を隠す木々がある森や林ならともかく、平原での戦いになれば圧倒的に騎馬民族のほうが有利だった。

　これまでさんざん煮え湯を飲まされてきた帝国軍は、積極的に騎馬民族を討つという方針を転換し、被害を拡大させないことを第一に考えるようになったというわけだ。

　まぁ、その辺の事情もざっとグリナマルナに聞いていたので、俺はここに来るまで、ずっと考えていたんだ。味方の兵に犠牲者を出さず、なおかつ帝国領に住む人々が損害を蒙こうむらないで、そして騎馬民族を追い返す方法を。

　異世界の人たちは、そんな上手い方法があるわけないと言うかもしれないけど、俺はこっちの人たちの知らない歴史を知っているからな、なんとかなるかもしれないと思ってしまったんだ。で、必死に考えて思いついたのが長なが篠しのの戦い……というか、設楽原の戦いだったわけ。

　俺の説明を聞いた軍の首脳陣は、眉まゆ根ねを寄よせて何事かを考え始めた。きっと野戦築城案を様々な角度から検討しているのだろう。

　下手するとにべもなく撥はねつけられるか、あるいは余計なことを言うなと怒られるかと思ったが、そんなことはなかった。やはりこれは、仮であっても俺が皇帝だからだろうか。いや、もう（仮）は取れて、晴れて皇帝カミヒィロ一世になってるんだけど。

　少しして、バルイスク将軍が顔を上げた。

「なるほど、平原の真ん中に城塞を築いてしまえば、蛮族どもの機動にも即応できるようになるでしょう。逆に蛮族どもが我らの部隊を殲せん滅めつしようと主力を差し向けてくれば、全軍で城塞に籠もって敵を迎え撃つ。となれば、今度は蛮族どもが苦手としている攻城戦に引きずり込めるわけですか」

　さすが将軍、俺の考えをバッチリ理解してくれている。伊だ達てに方面軍司令官をやっているわけじゃないな。

　しかし、そこまで読んでおきながら、将軍は渋い表情を崩さない。

　あらら？　何か別のところに問題が？

「問題と言いますか……そうですね、問題が。それは一万、二万の部隊が籠もれるような城塞を短期間で築くのは至難の業わざということです。石垣を築こうにも、近くに岩場はありませんから、遠方から石を運ばなくてはなりません。蛮族ども、さすがに石の運うん搬ぱんは見逃してくれないでしょう」

　それはそうだ。でも。

「石垣は無理でも、土塁と木もく柵さくでなんとかならないですか？　街の近くに森がありましたよね？　あそこから木を伐きり出だせば、木柵や櫓やぐらなら建てられると思うんですけど」

　将軍が少し驚いたような顔を向けてきた。

　俺の指摘に驚いたのかと思ったけど、あとでグリナマルナに訊いたら、

「陛下の言葉使いが丁寧だったのに少し驚かれたようです」

　ってことだった。

　いやまぁ、俺にしたら相手はだいたい年上だから、自然と丁寧な言葉使いになっちゃうんだけど。あと、顔が恐いし。

「もっとぞんざいなほうがいい？」

「いえ、丁寧な話し方が悪いことはございません。陛下は今のままでよろしいかと」

　だったら、今後も自然体で行こう。

　というのはさておき、話を今に戻そう。





　　　　４






「しばらくお待ちください」

　将軍はそう言うと、もう一人の将軍や副官たちと小声で相談を始めた。

　俺からの、つまり皇帝からの、ということだが、意外な提案に彼らが驚いているのは間違いない。軍団長たちは軍団長たちで、ひそひそ話をしているし。

　さて、結果はどうなるかな。却下なら却下で仕方がない。現場のことを何も知らない俺の思いつき、というレベルの策だから。

　それよりも俺は、余計なことを言ったと、あとでグリナマルナから叱しかられないかと、そちらが気になったので、ちらっと彼女に視線を向けたんだけど。

　意外にも彼女は真剣な顔で頷いてくれた。

　おお。どうやら「余計なことを言った」わけではなさそうなので一安心だ。

　そのうち将軍たちの密みつ談だんが終わり、彼らは俺のほうへと向き直った。

　軍団長もひそひそ話を止め、背筋を伸ばしている。

「カミヒィロ一世陛下のご提案、試してみようかと思います」

「マジ!?」

「……まじ？」

「あ、いや、本気なのかなってこと」

　俺は右の上じよう腕わんに貼りつけてある通訳札を左手でそっと撫なでた。

　皇帝としての正装に身を包んだり軍務服を着たりする場合、おでこや後頭部にこれが貼ってあるのはまずいだろうということになった。

　夕那氏が、

「外からは見えず、かつ、いちばん影響が少ない箇か所しよに貼りましょう」

　と言ったので、あちこち試してみたのだ。

　お腹や背中は違和感が強くて俺が断った。だいいち背中に貼っていては、いざというとき自分で貼り直せない。そこで上腕部に貼ることになったのだった。俺が頼りにする優秀な通訳札だけど、現代世界の俗ぞく語ごまでは翻ほん訳やくしてくれないようだから、以後、少し気をつけよう。

　それはさておき。

「もちろん本気でございますとも。たしかに城塞を築くのは並大抵のことではございませんが、完成できればその効果は大きいと判断いたしました。何より今回だけではなく、今後も継続的に使用できるのが大きい。費ひ用よう対たい効こう果かで考えれば、造る価値があるだろうという結論になりました」

　おお、やったね。

　俺は以前に勤めていた編集部の企画会議で自分の案が採用されたときのことを思い出していた。なんであれ、自分の提案が採用されるというのは嬉うれしいものだ。

　けれど、心配な点もある。

「いちばん心配なのは、工期を短くしたとしても、築城の最中に騎馬民族に襲われたりしないか、ということだけど、その辺は大丈夫かな？」

「たしかにそこは懸け念ねん材ざい料りようでございます。陛下に何かお考えはございますか？」

　……ん？　もしかして俺、試されてる？　とはいえ、これだという打開策を持ち合わせてるわけじゃないし。

「全軍を出して、半分で工事、残り半分で守備をする、というのが妥当なのかな。その程度しか思いつかないけど」

「ご謙けん遜そんを。我々の結論もまた、それと同じようなものでございます」

　おお、またまたやったね！

「さすがに全軍を向けるのは無む謀ぼうかと思われますので、一万をここに残し、残りの四万五千で築城をする。それで行こうと存じます。予め防ぼう御ぎよ陣じん形けいを組んで待ち構えていれば、蛮族の三万、四万が襲ってきたとしても跳ね返せましょう。最初に馬防柵を組んでしまえば、防御力はさらに高まりますし」

　そうそう、そうだよね。

　無能な司令官のおかげで現場の将兵が多大な苦労を強しいられる、なんてことが歴史にはありがちだけど、少なくともこの人は無能じゃない。おそらく他の人たちも。たぶん守りの思考に慣れてしまっただけなんだ。守りというか、内向きの姿勢というか。

　無理もないことだ、とは思う。

　あのローマ帝国だって、ある程度のところからは拡大策を止め、現状維持を図ろうとしたんだもんな。この帝国も同じで、拡大ではなく現状維持の時代に入っているんだ、きっと。ただ、それだけではジリ貧になりかねないと、過去のいろんな歴史を知っている俺なんかは思うわけだ。だから、そうだな、余計なお世話にならない程度に、いろんなことを提案してみるのもアリかもな。

　ともあれ、今回は俺の提案──野戦築城をして騎馬民族の略奪を防ごう──が採用されたことで皇帝としての面メン子ツは立った……だろうか。将軍たちも、それなりに評価してくれたみたいだし。

　とはいえ、この策が成功するかどうかで、俺の評価は一変する。

　野戦築城に失敗して将兵に多数の犠牲者が出たりすれば、俺は「余計なことを言ってしゃしゃり出た間抜けな皇帝」になってしまう。

　どうか上手く行きますように。

　俺は具体策を練ねり上あげている将軍や副官たちを横目に、内心で成功を祈っていた。

　何かにこれほど真剣に祈るなんて、大学受験の時、近所の神社に合格祈願に行ったとき以来だろうか。

　ともあれ方針は決まり結論は下された。もう俺の出番はない。あとは将兵の頑張りに懸かかっている。俺がやれることと言えば、野戦築城に赴く兵たちに頑張れと声をかけることくらいだ。

　もっとも、グリナマルナに言わせると、そこが大事らしいんだけど。

　まぁ、そのくらいのことならいくらでも。

　翌日から俺は、近くの森で木を伐り出す兵士たちに声をかけて回り、野戦築城のために出撃する部隊を城外に出て見送った。
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　さて、野戦築城の成否はというと。

　丘陵地帯の只ただ中なかに急いで造った城塞は予想以上の効果を発揮して、三万を超え、なおも増えつつあった騎馬民族どもを見事に追い払うことができたのだった。

　簡単に経過を記しておこう。

　最初、騎馬民族は四万五千もの大軍がハンザグルトの街を出てきたので、大いに警戒して様子を見ていた。同時に、帝国軍が攻撃を仕掛けてくるようなら返り討ちにしてやるとばかりに戦闘の準備も始めていた。

　しかし、帝国軍はある地点で留まったまま一向に攻めてこない。

　二日ほど様子を見ていた騎馬民族は、何をしているのか確かめてこいと、五千ほどの部隊を送り込んでちょっかいを出してきた。

　しかし、その頃にはすでに縄張りに従って馬防柵が巡らされており、寄せてきた五千の騎兵は、待ち構えていた帝国軍歩兵に弓や弩で狙い撃ちされ、かなりの犠牲を出してすごすごと退却していった。

　帝国軍が城塞を造っているらしいということを知った騎馬民族は、だったらそっちは放っておけばいい、いつもどおり、近隣の村を襲って食糧を略奪しようと考えたようだ。当然といえば当然の判断だ。

　ところが。

　千、二千といった数で無人となった村邑に向かった異民族の集団の一つを、築城中の城塞に控えていた騎兵部隊一万が出撃して襲った。

　敵よりも数の少ない騎兵を分散させるのは得策ではないから、敵の部隊一つに狙いを定めて急襲したのだ。

　帝国軍騎兵は、それまでと違って歩兵を伴ともなっていなかった。

　騎兵だけで構成された部隊だから、機動力はこれまでとは比べものにならない。

　とはいっても、帝国軍の騎兵は鎧を着用しているから、騎馬民族ほど身軽ではない。騎乗の腕もあちらが上だ。追いかけっこになったら敵わないが、帝国軍としては村邑の略奪を阻止できればそれでいいのだ。騎馬民族を攻撃して追い払ったことを帝国内外に喧伝できる。

　ところが、騎馬民族は逆襲に転じてきた。これまでの経験から、帝国軍など恐るるに足らずと思ったのだろう。いざ逃げようと思えば、いつでも逃げ切れると、自分たちの快足ぶりにも自信を持っていたのだろう。

　しかし、やってきた帝国軍は騎兵だけで構成されていた。帝国歩兵が相手なら存分に威力を発揮する得意の機動戦も、騎兵だけが相手となると、そこまでの効果は発揮できなかった。おまけに、せっかく奪った物資を持ち帰るために荷物を守って戦わなくてはならない。しかも、まだ略奪が終わっていないから、部隊の半分くらいは村内に残っていた。住居や倉庫などが建っている村内では、騎馬民族の機動力は制約を受ける。速度も走るコースも限定されてしまうと、武装した帝国軍騎兵のほうが有利に戦えた。

　いろいろな理由が重なって、略奪部隊の二千は半数ほどが討ち取られるほどの大打撃を受けて逃走していった。

　帝国軍の騎兵部隊は村内の食糧を集めると、持てるだけを持って城塞まで帰還した。作戦の開始から終了まで半日もかからないという早はや業わざだった。

　それまでは、追えば逃げるし退しりぞけば出てくるといった有様で、なかなか効果的な打撃を与えられなかった相手に対して初めて大きなポイントを稼げたことになる。帝国軍の意気はいや増しに増した。

　その後、略奪に来た騎馬民族の部隊を各個撃破するという作戦が二度繰り返された。敵はその度に千近い犠牲者を出して退却する羽は目めになったが、一方、帝国軍側の犠牲は微々たるものだった。

　もちろん他の村では食糧や牛馬、羊などを略奪されてしまったのだが、三箇所の村を守れたという結果は大きかった。

　それだけではない。

　予想外の犠牲を出した騎馬民族側は、さらに犠牲が増えるのを嫌って早々に帝国領外へと引き揚げていったのだ。野戦築城策は大成功を収めたと言っていいだろう。

　自分が提案した策が上々の戦果を挙げ、俺は胸を撫で下ろし、安あん堵どの息を吐はいた。

「いやぁ、カミヒィロ一世は、カッコ仮が取れたというだけでなく、名実ともに皇帝になりましたね。お見事でした」

　ハンザグルトの街で催された勝利の宴うたげの席で、そんなことを言って夕那氏が俺を冷やかしてきた。

「やめてくださいよ。一歩間違えれば無能なカス皇帝呼ばわりされてたかもしれないんですから。ホント、もう冷や冷やでしたよ」

「いや～、織田信長の長篠の戦いを応用した……んでしたっけ。さすがに僕も気づかなかったなぁ。大したものですよ」

「こういうのを芸は身を助けるって言うんですかね。いや、芸というよりも無駄なオタ知識が、かな」

　などと自じ虐ぎやくネタを言いつつ、でも俺は内心、少し誇らしく思っていた。

　歴史なんか調べて覚えて何が面白いのとか、古城巡りなんかして何が楽しいのとか、学生時代にさんざん趣味を揶や揄ゆされたり馬鹿にされたりした俺だが、こうして歴史の知識が役に立ったんだから、古城巡りや歴史本に費やしたお金や時間は無駄じゃなかったと思える。

「この調子で頑張って、帝国の内外にカミヒィロ一世の名を轟とどろかせてくださいよ」

　などと夕那氏は俺をそそのかすようなことを言う。

「いやいや、こんな心臓に悪いこと、そう何度もしたくないですって。帝都に戻ったら、おとなしく書類仕事に精を出します」

「あぁ、まぁ、そうですねぇ。そちらが陛下の本業……みたいなものですからね。でも、本当に守弘さんを採用できて、こちらに連れてこられてよかったと僕は思っているんです。これは本音ですからね」

「あ……ありがとうございます。そう言っていただけると、俺も嬉しいです」

「僕だけじゃありません。マルナもそう思ってますよ。ねえ、マルナ」

「あ、はい」

　遠慮がちに俺の近くに控えていたグリナマルナは、夕那氏の呼びかけに驚いたように応えた。

　今夜の彼女は、いつもの軍務服風の仕事着ではなく、薄くて光沢のある絹製の赤いドレスを着ていて、とても艶あでやかだ。見とれてしまいそう。

「カミヒィロ一世陛下なら、帝国史に名を残すような名めい君くんになれると、わたくしは確信しております」

　やめて。全身がむず痒くなるからやめて。あと、期待が大きくなると責任に押おし潰つぶされそうだから困る。

　でも……そんなふうに人から期待されるのは悪い気分ではないけど。うん、全然悪くない。むしろ嬉しいかも。

　思えば、今までの人生で誰かから期待されたなんて経験、ほとんどないものなぁ。

　いきなり異世界に連れてこられて。

　いきなり皇帝をやれと言われて。

　いきなり戦場まで遠征させられて。

　いったいどうしたらいいんだ、もう現代世界に帰りたい、などと後ろ向きになっていた俺だけど、今は少し、いや、だいぶ前向きになれた気がする。

　頑張ればこんなふうに報われるんだったら、頑張ってやろうじゃないか。

　そんな俺を、グリナマルナが尊敬を込めた眼まな差ざしで見ているのが、俺には少しばかり眩まぶしかった。
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　いきなりの皇こう帝てい親しん征せいを無事に成なし遂とげて帝都へ戻った俺は、祝しゆく勝しよう会かいを終えると、翌日から皇帝の通常業務を始めることになった。

　が、その前に本契約である。

　夕ゆう那な氏が持ってきた契約書に目を通し、自筆のサインをする。

　前回は用紙の裏に小さく書かれていた条文を見落として痛い目に遭あったので、今回は目を皿のようにして契約書の裏までしっかり目を通した。

　さすがに仮解約のときみたいなトリックはないと思う。たぶん。

　いくらなんでも炙あぶり出だしみたいに条文が隠されていたり、魔法の呪文を唱えると文字が浮き出てきたりとか、そんな詐さ欺ぎまがいのことはないと思う。たぶん。

　ただ、気になることが一つあった。それは契約期間で、条文には「不定期（次に時じ空くう穴けつが開いて現代世界とこの世界が繋つながるときまで）」となっていた。

　どういうことかと夕那氏に訊きいたところ。

「こちらの世界と守かみ弘ひろさんのいた現代世界を行き来するには、開いた時空穴を通るしかないんですが、その時空穴がいつ開くかは事前に知ることができないんですよ」

「え？　そうだったんですか!?」

「そうなんです。開く間かん隔かくは不定期なんです。僕も向こうにいたときは、いつこちらの世界に戻れるかわからないし、こちらの世界に戻ったときは、いつ現代世界に行けるかわからないんです」

「じゃ、じゃあ、最悪、俺は還かえれないなんてことも!?」

「大丈夫です、それはありません。いつ開くかはわかりませんが、通常なら二、三カ月に一度は開きます。早いときは次の月に。もっとも、今までにいちばん時間がかかったときは一年半に亘わたって開かなかったですけど」

　それは困る。一年以上もこっちにいたら、再就職の機会を逃しちゃうじゃないか。

「それは最長の場合ですから。普通は二、三カ月で開きますから」

「そのくらいなら、まぁ」

　などと俺は少し不満そうに言ったが、二カ月も三カ月もいたら、俺はバイト代だけで五百万くらい稼げちゃうんじゃないだろうか。一年いたら……軽く一千万以上。

　いやいや、金に目が眩くらんだらダメだ。今までの最長が一年半だったからといって、このあともその期間で必ず開くとは限らないだろ。何しろ、いつ開くのかわからないのが時空穴、なんだからな。

「そんな理由で、アルバイトの契約期間も不定期にならざるを得ないわけです。ご理解いただけましたか？」

「はぁ、まぁ、だいたいは」

「そんな不安そうな顔をしないでくださいよ。時空穴がいつ開くかはわかりませんが、開く予よ兆ちようは確実に摑つかめますし、開くときは数日間に亘って開きますから、往おう来らいの機会を逃す危険はありません。開きそうになったら、すぐにお知らせしますので」

「お願いします」

　というやり取りがあって，俺は正式な契約書にサインをしたのだった。

「さて、契約も済みましたし」

　契約書を受け取った夕那氏は，満足そうな顔で頷うなずいた。

「では、皇帝陛下には通常業務に入っていただきましょうか」
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　皇帝の通常業務。それは書類仕事である。

　通常業務を熟こなすと同時に、グリナマルナによる「帝国の歴史とこの世界の常識」なる講座を受けることになった。

　まぁ当然だ。俺は皇帝のくせに、この国の歴史とか、この世界の常識とか、ほとんど知らないんだから、このままではいずれ不都合が生じる。訪れた他国の首脳や外がい交こう官かんを謁えつ見けんするとき、俺のいた世界での常識で行動していると、彼らの常識から外れる場合があるだろうし。

　ＶＩＰとの会食にしたって同じだ。こちらの晩ばん餐さん会かいでの正式なマナーなんか知るわけないから、その辺は手取り足取り、一からお勉強だ。もっとも、手を取ったり足を取ったりして教えてくれるのが皇帝秘書官のグリナマルナだったりフリエフリュエだったりスクレィニだったりするから、そこはむしろウェルカムだったんだけど。

　しかし、マナーって面倒くさいんだな。俺は自分の世界でも格式高いフランス料理店なんか行ったことないし、覚えるだけで一苦労だわ。ま、俺が異い世せ界かい（こちらの人から見れば俺のいた現代世界が異世界になる）から召しよう喚かんされた皇帝ということは、知ってる人なら知ってるので、ちょっとした間違い程度なら大目に見てもらえるだろう。でも、あまり下へ手たなことはできないから、どうしたって緊張してしまう。

　朝は早くに起こされ、朝食を摂とり終えると、すぐに書類仕事開始。

　昼食もそこそこに、午後の書類仕事再開。

　ときどき他国の外交官や要よう人じんを謁見したり、あるいは会談したり。

　夕方から夜は、他国の、あるいは国内の要人などと会食して。

　夜遅くに解放され、ようやく俺自身のプライベートタイムとなるわけだが。

　することがない。

　スマホもなければ、パソコンをネットに繋ぐこともできない。テレビもない。読書をしようにも、持ってきた本は文庫本三冊だけ。すぐに読み終えてしまった。

　帝てい国こく府ふの蔵ぞう書しよ館かんには様々な本がある。街に出れば、もっと下げ賤せんな本も売ってるという。けれど、悲しいかな帝国語を話せない俺は、当然、帝国の言葉で書かれた本を読むことだってできない。

　通訳札を貼はりつけたまま文面を睨にらんでいると、なんとなく意味するところは頭に流れ込んでくるというか、浮かんでくるんだけど、なんだろう、映画のダイジェスト版を早送りで見せられてる感じとても言えばいいだろうか。少なくとも本を読んでいるわくわく感はまったくしない。

　俺は早そう々そうに夜のプライベートタイムを楽しむことは諦あきらめ、早めに寝ることにした。

　何しろ朝が早いからね。

　皇帝だから優ゆう雅がに昼まで寝てるとか、そんなことは許されない。むしろ、皇帝だから誰よりも早く起きろ的な勢いで、毎朝、グリナマルナに起こされる。いや、毎朝、俺を起こしに来るグリナマルナこそ、どんだけ早起きなんだよって話だけど。

　昼はずっと書類仕事を手伝ってくれるし、謁見や会食の場ではずっと後ろに控ひかえてて、俺が戸と惑まどったり立たち往おう生じようしそうになったりすると、すぐに助け船を出してくれる。彼女の勤きん勉べんさには、ホント、頭が下がる。おかげで俺も大助かりだ。

　それはグリナマルナだけでなく、スクレィニやフリエフリュエも同様で、朝早くから夜遅くまで俺の側そばに控えていて、あれこれと手助けしてくれる。自分の時間なんかこれっぽっちもないだろうに。なのに三人とも、不満そうな態度や表情なんか微み塵じんも見せないんだよな。俺が皇帝だから無理やり不満を抑えつけてるってわけでもなさそうだし。

　会社の時間は会社の時間、自分の時間は自分の時間。そうやって仕事とプライベートを分けて考えてきた俺には、彼女たちの仕事っぷりが少し不思議で少し驚きだった。

　が、それはそれとして、プライベートタイムの楽しみがまったくない俺は、別の楽しみを創り出そうと企んでいた。

　今日も書類仕事の合あい間まに、グリナマルナによる「帝国の歴史とこの世界の常識」講座が始まったので、早速、俺は彼女に一つ、提案をしてみた。
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「はい？　講義を行うときはこの格かつ好こうで、でございますか？」

　俺が紙に描かいたラフスケッチを、グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエが覗のぞき込こむ。

　俺は絵を描くのが割と好きで、高校のときの美術の成績は「８」だった。もちろん10点満点で、だ。まぁ、美術部や漫研に入るほどではなかったし、歴史が好きだったから歴史研究会に入ったんだけど、古城巡りをするときにはスケッチブックを抱えていって、城の素そ描びようなんかもしたくらいだ。

　大学時代には、コミケに同どう人じん誌しを出す友人の漫画原稿を手伝って、ベタを塗ぬったりトーンを貼ったりした。たまにモブを描いたこともある。

　だから、下手くそだけどイメージする衣い装しようデザインをスケッチするくらいはなんとかなるんだ。そこで俺は、グリナマルナやスクレィニ、フリエフリュエにコスプレをしてもらって無ぶ聊りようを慰なぐさめようとしたんだな、これが。

　なんて邪よこしまな！　と非難されるかもしれないけど、敢あえてその非難には甘んじようじゃないか。だって、ホントに楽しみが少ないんだよ、異世界には。

　スマホやネットが使えないだけで、これほど退たい屈くつになるとは思わなかった。テレビやビデオゲームがないだけで、これほど暇ひまを持てあますとは思わなかった。これが、なくして初めてわかる親のありがたみというヤツだな。いや、俺の親、まだ生きてるけど。そしてスマホと親を同列に扱うなという指し摘てきもあるけど。

　趣しゆ味みの古城巡りをしようにも、皇帝にそんな時間的余裕はない。俺にあるのは「仕事の時間」と「何もすることがない時間」の二種類だけだった。となると、仕事の時間を少しでも楽しくしたいじゃないか。そして俺は皇帝陛下だ。ある程度の我わが儘ままは聞いてもらえる身分なんだから。

　ということで、俺はグリナマルナやスクレィニ、フリエフリュエにコスプレしてもらって目の保ほ養ようにしようと考えた次第。だって、ほら、三人とも軍ぐん務む服ふくみたいなのを着たっきりだから、見ていてあまり楽しくないし。

　俺のスケッチを覗き込んでいたグリナマルナが顔を上げて俺を見た。少し困こん惑わくしているようだが、嫌けん悪お感かんは感じられない。

　よかった。

　このヘンタイ！　などと言われ蔑さげすみの目を向けられたらどうしようと、内心ビクビクものだったんだけど、考えたら、この異世界にはコスプレとかオタクとかヘンタイとか、そういう概がい念ねんはないんだから、大丈夫だよな。

　グリナマルナはあくまで真ま面じ目めな顔で、俺の顔とスケッチブックに描かれた衣装のラフデザインを見比べながら言った。

「この衣装を仕立てて、わたくしが着ればよろしいのですか？」

　俺が描いたラフデザインは、薄手のブラウスにジャケットを羽は織おり、タイトなミニスカートを穿はいて眼鏡めがねをかけた、女じよ教きよう師しのテンプレとも言える、そんな絵だった。

　夕那氏以外に現世を知ってる人間なんかいないだろうから、スク水を着た女子のラフ絵を描いて、これが俺のいた世界の女教師の制服とかって言い張ることもできるんだろうけど、さすがにそこまで神経が図太くはなかった。

「ああ、うん、ほら、講義中、グリナマルナは俺にとって先生なわけだから。俺のいた世界だと、女の先生、女教師ってのは、こういう格好をするものなの。言わば女教師の制服ってわけだな、これが」

　……こんな噓うそを平気でつけるんだから、そこそこ図太いかも？

　夕那氏がいたら大笑いされるか呆あきれられるか、それとも蔑まれるか。けれど、幸い、ここに彼はいない。べつに裸で講義しろと言ってるわけじゃなし、楽しみが少ない俺の可愛い遊びなんだから、多少は大目に見てくれるだろう。

「なるほど。たしかに陛下に講義をさせていただくわけでございますから、陛下の世界の教師の格好をすべきだというご意見、正論かと思います。承うけたまわりましてございます」

　あ、いや、そんな畏かしこまった話じゃないんだけど、ね。

「で、わたくしが女教師、でございますか、その出いで立たちになるのはわかりましたが、フリエフリュエとスクレィニのこの格好は？　何か意味があるのでございましょうか」

　二人の衣装はメイド服だった。というか、ミニスカメイド服だった。

「二人は、講師役のグリナマルナと生徒役の俺を助けてくれる立場だろ。これまでも、講義中にお茶やお菓子を出してくれたり、筆記用具を用意してくれたり、講義室を掃除してくれたりしてたじゃないか。そういう役割の女子は、俺のいた世界だと、こういう衣装を着るのがお約束なんだ」

　そんな約束、聞いたことないけど、ここはそういうことにしておく。

「なるほど。この手の衣装を着た給食人ウエイトラは帝国府にもおります。あれは、昔にこちらへやって来た異界の料理人が持ち込んだという言い伝えが残っておりまして、本当かどうかと疑っていたのですが、本当だったのですね」

　え？　そうだったんだ？　そう言われると、食堂にいたウエイトレスっぽい女の子の格好、どう見てもメイド服だったもんな。あれって、前に現代から来た人の趣味だったのか。同好の士はどこにでもいるんだな。というより、男なら誰でもそういうのが好きなんだ、ということかな。

「承知いたしました」

　俺の適当な言い分を疑うこともせず、グリナマルナは低てい頭とうした。

　……ホントに善いい人だな。

「フリエフリュエもスクレィニも、いいですか」

「「承知いたしました」」

　二人は二人で凄くやる気になってるし。俺は罪悪感で、少し心が苦しくなった。

「では、急ぎ、服ふく飾しよく仕し立たて人にんを呼んで作らせるといたしましょう。ですが、今日、注文したとしても、出来上がりは数日後になると思います。よろしゅうございますか？」

「もちろん、それでかまわないよ」

「スクレィニ」

「はい、マルナさん」

「午後一で仕立て人を呼んでおいてもらえますか」

「承知しました」

　仕立て人を帝国府へ召めし出だすために、スクレィニが講義室を出ていった。

「では陛下、わたくしどもは今日の講義を始めるといたしましょうか」

「うん、よろしく頼むわ」
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「本日の講義でございますが、帝国の起源と歴史をざっと駆け足で見ていただき、そのあと、こちらの世界と陛下のいらした世界、現代世界でございますか、両者の関わり方なども知っていただこうと思います」

「よろしくお願いしま～す」

　俺は椅子に座ったまま思わず頭を下げてしまった。とたんにグリナマルナが困ったような顔になる。

「たしかに今は、わたくしが教える側で陛下は教わる側でございますが、そのように頭を下げられてしまいますと、恐れ多くて講義ができません」

　え～～、そうなの……かな。

「さようでございます。陛下は、しっかり教えろよ、くらいの感じで、ど～んと構えていただいたほうがよろしいかと」

　そんなものなのかな。まぁ、相手が嫌がってるのに頭を下げても仕方がない。俺は少し背中を反そらせ胸を張り、

「じゃあ、始めてもらおうか、な」

　と言った。

「お願いいたします」

　グリナマルナが腰を折り頭を下げるのに合わせて、俺もまた頭を下げそうになったが、慌あわてて自分を押し止めた。

「さて、帝国の皇帝家の血けつ統とうでございますが」

　講義を始めたグリナマルナによると、皇帝家の血統が途と絶だえてすでに五十年以上になるんだそうな。その間どうしていたかというと、空くう位いのまま官かん僚りよう群ぐんが帝国を支えていたらしい。

　それ以前に、もう百年くらい前から、皇帝は多民族国家である帝国の一体感を保つための象しよう徴ちようという存在に過ぎなくなっていたらしい。

　君くん臨りんすれども統治せず、ってヤツか。

　とはいえ、本来いるはずの存在がいなくなれば不都合は出る。だから当初は、新しい皇帝を立てようとしたそうだ。まぁ、当然だ。ところが、皇こう位い継けい承しようを巡ってお定まりの権力闘争が始まってしまったわけだ。

　第二十代皇帝が身み罷まかった後、皇帝の座を争って有ゆう力りよく諸しよ侯こうが真っ二つに割れ、帝国の礎いしずえが根底から揺ゆらぐような内戦が始まってしまったのだ。

　内戦は十年近くも続いたが、最後には双方が共倒れに終わり、勝者のないまま帝国は疲ひ弊へいし、有力諸侯の多くは力を失った。帝国が疲弊し、その軍事力が揺らぐと、周辺にいた異民族が勢力を伸しん張ちようさせ、帝国は版はん図とを削られることになった。

　もはや内うち輪わで争っている場合ではない。

　有力諸侯が力をなくした結果、新しん興こう勢せい力りよくを代表する議員や帝国運営に直接携たずさわることになった官僚たちは、そう結論づけた。帝国は自分たちが運営する。皇帝陛下は帝国が一枚岩であることを示すための象徴として存在していただこうと、そういうわけだ。

　そこで期間限定の皇帝制度ができあがることになる。

　今までの血統に囚とらわれず、専せん従じゆう期き間かんを区切って有能で野心のない人物を皇帝に据すえ、帝国としてのまとまりを維持していく。次代の皇帝は先代に関係ないところから選ぶ。それが「期間限定皇帝制度」だ。

　言い方を変えれば、帝国議会や官僚の傀かい儡らい、ということになる。

　この制度が始まったのが四十年ほど前で、以来、帝国はそれなりに安定し、異民族の侵攻も最小限に食い止めているそうだ。

　で、ここから俺に直接、関係のある話になるわけだが。

　十数年前に「時空穴」と呼ばれる時空の穴が見つかり、現代世界とこの世界が繋がることが発見されたそうな。

　いつの時代、どこの世界にも溢あふれる冒険者魂だましいを持った勇者はいるもので、一人の魔法士が時空穴を潜くぐって、現代世界、つまり俺のいた世界へと旅立った。

　ちなみに、この世界の魔法は、俺たちがイメージする魔法とはだいぶ異なっている。

　ここの魔法は、自然に働きかける力、といった程度のもので、例えば、雨が降るタイミングを早める（遅める）とか、強風を抑えるとか、逆に無風状態の時に風を吹かせるとか、植物の生長を早めるとか、固い土ど壌じようを鍬くわが通りやすいように柔らかくするとか、そういう類たぐいのものらしい。炎の塊かたまりを敵にぶつけたり、冷気で敵を凍こおらせたり、溢れる水で敵を押し流したり、敵国に隕いん石せきを降らせたり。ファンタジー小説や漫画、ゲームでお馴な染じみのそんな魔法は存在していない。

　すでにあるものに働きかけるのが魔法で、無から有を生み出すようなものではないのだそうな。

　ケガを治す魔法もあるにはあるが、それだって全治にかかる時間を多少は短縮できるだけで、その場で全回復など無理な話だというから、魔法＝万能で便利、というイメージにはほど遠い。

　時空穴にしても、魔法で二つの世界を連結させているわけではなく、魔法はたまたま開いた時空の穴を利用して二つの世界を行き来するための技術、なのだそうだ。

　もっとも、そのレベルの魔法になると、帝国中を捜さがしても、使える魔法士は数人しかいないらしい。いま現在、その貴重な一人が夕那氏＝ユーナゲイル氏、というわけだ。

　少し脇わき道みちに逸それたかも。話を元に戻そう。

　冒険者魂を持ったパイオニアたるその魔法士は、時空穴を通り抜けて無事に現代世界へ着いた。ところが、着いたはいいが、戻ることができなかった。時空穴が開くのは不定期で、しかも、いつ開くかわからないからだ。現代世界へと渡った魔法士は、そこで暮らしていくしかなかった。

　その魔法士こそ、夕那氏の師匠に当たる人物だった。

　そこまで聞かされ、俺はようやく全体像が見えてきた気がした。

「つまり、どうせ血統に関係ない一代限りの皇帝を選ぶなら、別の世界の、具体的には俺のいた現代世界の人間を選んだほうが、特定の組織や人物との利害関係もないから、より好ましいということか」

　グリナマルナは端たん正せいな顔を俺に向け、恭うやうやしく頭を下げた。

「さすがカミヒィロ一世陛下、ご明めい察さつでございます」

　グリナマルナみたいな美女にそんなこと言われると悪い気はしないけど、褒ほめられることに慣れていない俺としては、なんかむず痒い。

　というか、そのくらいのこと、普通の思考力があれば考えられるからね？

　いや、まぁ、それはさておき、だ。

　現代世界に留まったその師匠は、その後、再び開いた時空穴を通って無事に異世界へ戻ったという。戻れないかもしれないというリスクより好奇心が勝ったようで、その後も彼は時空穴を使って現代世界と異世界を行き来したそうだ。

　現代世界の科学力や社会組織、そこで暮らす人々の知識や思考力などに大いに感心した師匠は、現代世界人を異世界へ連れて行こうと何度も試みた。ところが、これがなかなか上手くいかなかったという。

　どうやら現代人は時空穴を通れないようだ。その魔法士は、そう結論づけた。

　そこで師匠は方向転換を図り、現代世界の製品を異世界へ持ち込もうとした。

　その試みは一度だけ成功したらしい。けれど、二度目はなかった。以降、どうやっても製品の持ち込みはできなかった。成功したときの条件も絞しぼり込こめないままだった。

　仮に現代製品を自由に持ち込めたとしても、電気がないから電化製品は使えない。製品を作るだけの技術や原材料がないから、一から作るのも無理。件くだんの魔法士も、結局、現代製品を時空穴経由で運ぶのは諦めたという。

　異世界から現代世界へ渡れる人間も彼以外に出現しなかったから、二つの世界の関係性はひじょうに限定的だったが、後に、その魔法士の弟子の一人、夕那氏＝ユーナゲイル氏が現代世界へ渡れる資質を持っていることが実じつ証しようされた。

　喜んだ師匠は、ユーナゲイル氏に、

「現代世界へ留まって、二つの世界の繋がりがどうなっているのか、現代世界人を連れ帰れないのか、現代世界の製品を持ち帰れないのか、調査を続けよ」

　と言い渡して、彼を現代世界に駐ちゆう留りゆうさせることにしたのだった。

　たった一人、現代世界に残された夕那氏は苦労したんだろうなぁ、とは思う。

　その辺のことをちらっと訊いてみたこともあるんだけど、彼は、

「苦労はしましたけど、楽しみや驚きのほうが大きかったから、あまり苦労を苦労とは感じませんでしたねぇ」

　などと言って笑ってたっけ。

　彼の楽天的な性格は、なるほど、別の世界の駐ちゆう在ざい人にんに相応ふさわしいのかもしれない。師匠の人を見る目は確かだったということか。

　その後、現代世界で研究と実じつ地ち検けん証しようを地道に積み重ねた夕那氏は、とうとう現代人を連れ帰ることに成功した。同時に、現代人が携えていれば、現代世界の製品を異世界に持ち込めることも確認した。もっとも、大きな物はどうやっても運べないことも確認できてしまったのだったが。

　ちょうど皇帝が空位だったため、試しに夕那氏は連れ帰った現代人を皇帝に据えてみたら、これが意外に上手くいったのだそうな。

　帝国皇帝という地位に感激し、満足した彼かの人物は、官僚たちに言われるがまま、皇帝としてしゃにむに働き、望ぼう外がいの報ほう酬しゆうを得て現代世界へ還ったという。

　その人物は、一日二十四時間働けますよ！　と豪ごう語ごしてたそうだから、日本に猛もう烈れつサラリーマンが満ち溢れていた時代の生き残りだったんだろうか。

　夕那氏は、その人物が自分が書いた魔法文字を読めたのが異世界まで行けた決め手だと見抜いた。そこで夕那氏は、魔法文字で細さい工くしたチラシやパンフレットを作り、現代社会でばらまいたのだそうだ。

　最近ではネットにも募集を載のせようとしたけど、コンピュータ上では魔法文字が効果を発はつ揮きしなかったので、ネットでの募集は諦めたらしい。

　魔法文字の募集に気づく応募者はなかなか現れなかったが、その後、何度か応募があって、夕那氏は採用した人物を異世界へ連れていき、皇帝などに据えた。

　俺の前任者も皇帝としてしっかり働き、実じつ績せきを残し、高額の報酬を得て現代へ還ったそうだ。

　現代世界から連れていった人物を皇帝に据えると、例外なく帝国が上手く治まった。だから夕那氏は、ああして現代世界で、次に連れていく人物をずっと捜していたのだという。

　そして今回、それに引っかかったのが、かく言うこの俺、守広好よし城きだったわけだ。

　それはさておき。

　グリナマルナにあれこれ説明してもらってわかったことがもう一つある。現代と異世界を行き来するときは時差のようなものが発生するのだ。ただし、発生するのは「時差」ではなく「月差」といったほうがいいくらい大きなものらしい。

　例えば日本からヨーロッパに瞬間移動したとしよう。そうするとヨーロッパに着いたとき、日本時間より七時間前になるわけだ。これが現代日本から異世界に移動した場合だと三カ月くらい前になるらしい。現代日本は九月の下旬だったから、異世界は六月の下旬、ということになる。

　もっとも、過ごした日数は両方の世界を移動しても変わらないそうだから、浦うら島しま太た郎ろうになる心配はしなくてもよさそうだ。
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　ということを話し終えたグリナマルナは、おわかりいただけたでしょうか、という顔で俺を見やった。

「なるほど。謎なぞはすべて解けた！」

　俺は思わずそう叫んでしまったが、ただし。

　この世界における帝国の歴史や現状、俺がこの世界へ来ることになった経緯なんかはわかったけど、ここで俺は皇帝として何をすればいいのかは、まだよくわからないな。いきなり親征とかしたけど、あれはイレギュラーな事柄だろうし。とりあえず書類仕事を熟してはいるけど、それだけでいいのかどうか。

　謁見や会食も皇帝の仕事なんだろうけど、その手のことに慣れていない俺としては、あまり仕事をした気にはなれない。

　何しろこちらはぺーぺーの新人編集者だった経験があるだけだ。打合せは会社の会議室で缶コーヒーを飲みながらだし。執筆者のところへ出向いたときは、最寄りの喫茶店で打合せすることもあったけど、それだってコーヒー一杯飲むだけだ。

　豪ごう華か絢けん爛らんたる夕食を食べながら打合せって言われても、ホントにこれでいいのか感が拭ぬぐえない……俺も貧乏性だな。

　まぁ、皇帝業に関しては、追い追い理解して実践して慣れていけばいいのかな。

　現代世界から連れてこられた先輩方が無事にお勤めを果たして戻っていったのだから、皇帝業のハードル、そこまで高くはないはずだ。

　というところで、次の講義は「皇帝の具体的な仕事」ってことになるのか。

「いえ。陛下のお仕事に関しましては、実際にやりながら覚えていただくのがいちばん手っ取り早くて確実な方法だろうと愚考いたしますので、ここでお教えすることはいたしません」

　あ、そうなの。たしかに、俺はもう書類仕事を熟しているものな。となると、じゃあ次の講義は。

「講義といいますか、皇帝陛下の息抜き法などを実践してみようかと考えております」

「へ？　息抜き法？」

「さようでございます。ユーナゲイル様に言われておりまして」

「どういうこと？」

「ユーナゲイル様曰いわく、『現代世界の人がこちらに来ると、向こうで使っていた遊び道具とか、一切使えなくなるからね。だから、仕事の合間の息抜きが上手くできなくなるんだ。ここではここなりの息抜き法を考えてあげないとダメなんだよね』ということでございまして」

　あ～、そう言われると、たしかにそのとおりだけど。

　今日の仕事はだいたい終わったけど、どうせ部屋に戻ってもすることないし暇だし、もう少し働いていくか？　な～んて思っちゃうんだよな。この思考法から立派な社しや畜ちくが出来上がっていくわけだ。いや、俺の場合、会社勤めじゃないけどさ。敢えて言うなら……国こく畜ちく？　いずれにせよ、スマホもテレビもないこの世界での面白い遊び、というか息抜き法があれば、教えてほしいとは思うよな。

「ユーナゲイル様が仰おつしやるところの、すまほ、とか、そしゃげ、とか、ねっと、とか、ぱそこぉん、とか、えろげ、とかをご用意するのは無理でございますが」

　最後の！　いや、俺も、あればやっちゃうほうだけど。しっかし夕那氏、現代世界でそんなモノまで集めてるのか。

「こちらで陛下の無聊を慰めるべき息抜き法はユーナゲイル様から幾つか教わっております。今夜は珍しく会食が入っておりません。その時間を使って息抜き法を試してみては如何いかがでしょうか」

　あ～、いいかも。ＶＩＰとの食事って、美お味いしい物を食べてても、なんか気疲れするっていうか、楽しめないものな。

「で？　夕那氏に教わった息抜き法っていうのは、どんな？」

「確実に殿との方がたが楽しめる遊ゆう戯ぎ、だそうでございます」

　へぇぇ。どんな息抜きを用意してくれたんだろ。

「ユーナゲイル様いちばんのお薦めは野や球きゆう拳けんでございます」

　俺は飲みかけのお茶を盛大に噴ふいてしまった。

　え？　なんだって？　俺の聞き間違い……じゃないよな？

「もっとも野球というものがどんなものかは、わたくし、知らないのでございますが、ユーナゲイル様は知らなくても平気と仰っておりましたから、問題はないかと存じます。陛下、如何でございましょう、野球拳」

　聞き間違いじゃなかった。

「現代世界の殿方なら、貴き賤せんを問わず、老ろう若にやくを問わず、誰もが熱中しているという遊戯だそうでございますね。陛下も、よく遊ばれていらっしゃいましたか？」

　いや。いやいやいや。そんな遊び、したことないけど？　っていうか、今どき野球拳なんか、キャバクラにでも行かなきゃ経験できないよね？　なんて大噓を教えてるんだ、夕那氏は。

「あれ？　違いましたか？」

　グリナマルナは首を捻ひねりながら言葉を継いだ。

「では、野球拳では陛下にお楽しみいただくことはできないのですね。となりますと」

　い、いや、楽しめる。充分に楽しめるとは思う。というか、楽しみたい。でも。

「あの、グリナマルナはいいの？」

「はい？　いいのか、とはなんのことでございますか？」

　あ、そうか。その手の女性を雇やとって、ってことか。この世界のこの時代だと、ふつうに娼しよう婦ふとかいるというし。高こう貴きな人を相手にする高級娼婦ともなると、貴族も顔負けのいい暮らしをしてるとも聞くし。

　尾び籠ろうな言い方をすれば、キャバクラ嬢的な女性を雇ってきて俺の相手をさせようと、そういうことなんだな。

「いいえ？　陛下のお相手を、そんな、氏うじ素す姓じようも知れない女に務めさせるわけにはまいりません」

「はい？　えっと……じゃあ、誰が相手をしてくれるの？」

「言うまでもございません。わたくしやスクレィニ、フリエフリュエが務めさせていただきます」

　言うまでもないことなのか、それは！

　だがしかし。

　こういうとき、俺はどう反応すればいいんだろう。

　わ～い、やったね！　と素直に喜ぶべきなんだろうか。でも、いくらなんでも、それは下心丸出しすぎだよね。

　グリナマルナたちにそんな真ま似ねはさせられないと断るべきだろうか。でも、それはもったいないというか、あまりにも惜しいというか。本音を言えば、大歓迎なんだよな。でも、皇帝命令でそんなことやらせたら、百パー、セクハラじゃん。

「いえ？　陛下に命令されたわけではございません。わたくしどもが陛下の無聊を慰めるためにご提案しているのですから、無理やりではございませんので。そもそも、せくはら、とはどのようなものでございましょうか？」

　この世界のこの時代の人にセクハラを説明するのは難しそうだから、それは後回しにするとして。

　俺はどうしたらいいんだ～～っっ!?

　頭を抱えて俺が身み悶もだえていると。

「そうでございますよね。わたくしどものような、女性としての魅み力りよくに乏とぼしい者が相手では、陛下もお楽しみにはなれませんよね」

　グリナマルナの背はい後ごには、何やらどんよりとした空気が漂ただよっている。

　スクレィニとフリエフリュエも、がっかりとした顔でうなだれた。

　えぇえ？　俺って三人の自じ尊そん心しんを傷つけちゃったの!?　女性としての尊そん厳げんを踏ふみ躙にじっちゃったの？　野球拳をやれと命じたから、じゃなくて、野球拳を断ったから？

　なるほど、現代世界の知識と常識では推おし量はかれない、謎と深しん淵えんに満ちたところだな、異世界は。

　とか言って感心してる場合じゃないわ。

「わかった。やる。やりたい。グリナマルナやフリエフリュエ、スクレィニと、野球拳をして遊びたい！」

　俺がそう言うと、あからさまに三人の顔が輝いたのがわかった。

　マジか。三人とも本気で喜んでるよ。皇帝が相手だから？　でも、俺は現代世界……別の世界から来た、ぽっと出の新米皇帝に過ぎないんだぞ？　一定期間が過ぎたら還るんだし。

「陛下をお慰めするのも皇帝秘書官の務めにございますれば」

　グリナマルナは、悪びれることなく、嫌がることなく、胸を張ってそう言い切った。

　仕事に対する責任感、凄いな。でも、まぁ。

　そうまで言うなら、相手をしてもらうか？　正直な話、本音を言うと、ぶっちゃけ、俺だってグリナマルナやフリエフリュエ、スクレィニと野球拳をして遊んだら、それはもう楽しいだろうなぁと思ってはいるんだ。

　これは四人の利り害がいが一いつ致ちしたってことでいいんだよな。よな？

　誰に訊いてるんだ、俺は。

　と自分ツッコミしたものの、心のどこかから、いいんだよ、という返事が聞こえてきたので、俺も覚悟を決めた。というか、開き直った。

「よし、じゃあ、やろう、野球拳」

　俺がそう言うと、三人は勢いよく頭を下げた。

「ありがとうございます」

　野球拳やろうって言って、相手の女性から感謝されたの、人類史上で俺ぐらいじゃないか？

「必ずや陛下にお楽しみいただけますよう、精一杯、努力いたします」

　野球拳で精一杯努力って、どうする気だろう、グリナマルナは。

　そんな俺の疑問を余よ所そに、グリナマルナたちはてきぱきと侍じ臣しんや使用人たちに命じて、皇帝の寝室に「野球拳会場」を作ってしまったのだった。
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　そして夕食後、俺とグリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエの四人による大野球拳大会が始まろうとしていた。

　広々とした皇帝用寝室の一角に設しつらえられたステージ上で、だ。

　どうしてこんな仰々しい物を作ったのか訊いてみたんだけど。

　スクレィニ曰く、

「このほうが雰ふん囲い気きが出ると思いまして。雰囲気が出れば、気分が乗るかと思いまして。余計なお世話だったでしょうか」

　だそうだ。

　たしかに気分は乗るかもしれないけど。

　でも、ステージ脇に控えてる楽団員はどうなの？　さすがに要らないんじゃないかな。なんだか見み世せ物もの小ご屋やの道化にでもなった気分だ。

「楽団員まで要る？　っていうか、下手すると脱がされるんだよ？　平気なの？」

「楽団員は自動演奏装置のような物と思えば、さほど気にはなりません」

　そういうものなのかなぁ。

　たしかに昔の王侯貴族の女性なんか、召使いの前でも平気で着替えた……というか、召使いに着替えさせていたらしいけど。それって、でも、召使いを人間だと思ってなかったってことだよね。俺なんか、他人をそんなふうに扱うことのほうが気になるけど。でもまぁ、郷ごうに入いっては郷に従したがえって諺ことわざもあるし、何よりグリナマルナたち本人がそれでいいと言ってるんだから、ここは敢えて異いを唱となえないでおこう。

　そのとき、寝室の扉が開いて、こんなイベントをすることになった元凶が駆け込んで来た。

「やぁやぁ、陛下がとても楽しいことをしてるって聞いたので、見物に来ましたぁ」

　この場合、俺は夕那氏に「大噓ついてグリナマルナたちを騙だましやがって」と怒るべきなのか、それとも「あんたの大噓のおかげで俺は楽しい思いができそうだ」と礼を言うべきなのか……悩む。

「これはユーナゲイル様」

　上司の登場に、グリナマルナたちのやる気は、さらに燃え上がったようだ。

「これからカミヒィロ一世陛下を全ぜん裸らに剝むいてご覧に入れます。どうかご鑑かん賞しようくださいませ」

「僕は陛下の裸を鑑賞する気なんか、これっぽっちもないけどね」

「では、わたくしどもの裸を？」

「うん、まぁ、そちらは鑑賞したい気がするけど、それより、僕としては、カミヒィロ一世陛下が楽しんで遊んでくれるかどうかのほうが気になるんだよ。陛下は、あちらの世界では会社を馘くびになって独ひとりぼっちだったし、こちらの世界に来ても孤こ高こうな独りぼっちだから、少し心配なんだよね。グリナマルナもスクレィニもフリエフリュエも、力の限り、ぼっち陛下を楽しませてね」

　ぼっちぼっち言うな。だいいち俺は会社を馘になったわけじゃないぞ。会社が潰れたから失業しただけだ。

　俺の内心のツッコミなど知らぬまま、三人の美人秘書官は眦まなじりを決して夕那氏に最敬礼した。

「「「最大限の努力をいたします！」」」

　最大限の努力でする野球拳って、どんなだろう。っていうか、グリナマルナたちも、努力の方向を間違えてる気がするんだけど、でも、三人は真面目に言ってるんだから、俺が茶ちや化かすようなことを言ったらダメなんだろうな。ここは三人につき合って、真剣に野球拳をして遊ぶべきなんだ……っていうのはただの言い訳か？

　理由はどうであれ、動機がどうであれ、やる以上、遊びに集中して、しっかりグリナマルナたちを脱がせてやらなくては。

　といっても、しょせんジャンケンだから、技術とか集中力とか気合いとか、あんまり関係ないんだよな。

　数名の楽団員が、太たい鼓こを叩き、喇叭らつぱを吹き鳴らした。

　グリナマルナが右手を振り上げ音おん頭どを取る。

「やぁきゅうぅすぅるなら、こういうぐあいにしやしゃんせ、あうと、せぇふ、よよいのよぉい！」

「よよいのよい！」

　俺がグー、グリナマルナがチョキ、スクレィニがグー、フリエフリュエもグー。

　なんということだ、いきなりグリナマルナが一人で負けてるぞ。

　自分が出したチョキを見つめていたグリナマルナだが、やがて意を決したように上着に手をかけた。

「まだ一枚脱いだだけでございます。次こそは負けません」

　その心意気は見上げたものだった。ものだったが。

　どうやらグリナマルナはジャンケンにすこぶる弱いらしく、さらに続けて二回、一人で負けた。

　上着を脱いだグリナマルナは、続けてスカートを留めていたベルトを外し、ブラウスを脱ぐことになってしまった。白くて薄い絹製のブラウスを脱ぐと、その下にあるのはチューブトップブラみたいな物だけだった。

　うわぁお。グリナマルナの軍務服（っぽい衣装）を脱がせていく背はい徳とく感かん、すげぇヤバいぃ。

　三回連続で負けたときは、さすがの彼女も呆ぼう然ぜんとしていたが、すぐに自分の責務を思い出したようで、

「うわぁ、負けてしまいましたぁ、このままではわたくしが全裸一番乗りに」

　などと大げさに言った。

　その場を盛り上げようという心づもりか。俺はグリナマルナの仕事に対する責任感に涙が出そうになる。ここは彼女の思いに応えるためにも、俺がしっかり最後まで脱がせてやらなくっちゃならないな。

「陛下、ジャンケンにお強いのですね！」

　いや、俺が強いんじゃなくて、グリナマルナが弱いだけだと思うんだけど。

「では、今度こそ！　やぁきゅうぅすぅるなら」

　大声で音頭を取るグリナマルナに合わせ、俺もスクレィニもフリエフリュエも拳こぶしを振り上げた。そして。

「よよいのよぉい！」

　グリナマルナとスクレィニが負けた。

　スクレィニは上着を脱ぐだけだが、グリナマルナは。

　あぁ、まだ靴下が残ってるから、あと一回は負けられるな。

　と思ったのだが、彼女は自分の足下を見向きもせずに右手を高々と上げた。

「グリナマルナ、スカートを脱ぎます！」

　グリナマルナはすぐに右手を下ろすと、スカートを留めていたボタンを外し始めた。

　あれ？　いきなりスカートに行くの？　いや、俺としてはそのほうが嬉しいけど。

　すとん、と彼女のスカートが床に落ちた。

　うぉぉお！

　リアル女性の下着姿を眼前で拝むことなんて、リアルじゃ経験できないことだ。

　俺の体の奥に、ずきゅん！　とした熱くて鈍い衝しよう撃げきが走る。

　下着だけのグリナマルナ、恐ろしく色っぺ～～。

　彼女が身に着けているのは、俺たちの世界の物とは少し……いや、かなり？　違っている下着だった。さっきも言ったけど、上はチューブトップブラみたいな物を胸に巻きつけていて、下は両サイドを紐ひもで縛しばるスキャンティみたいな物を穿いていた。

　大人の女性の下着姿をこんな間近で見たのなんて初めてだ。

　俺はまだ服を脱いでいない状態だったからよかったけど、もしズボンを脱いでいたら、興こう奮ふんで勃たってしまったナニを誤ご魔ま化かすために、変な姿勢を取るしかなかっただろう。

　というか、今でも少し腰が引け気味なんだけど。

　でも、さすがにこれ以上グリナマルナを脱がせたら具合が悪いんじゃないか？　まだ両足の靴下が残っているけど、彼女のジャンケンの弱さを見ていると、そんな物、履はいてないも同然だろ。べつにフェミニストを自認してるわけじゃないけど、俺の世界だと、これはセクハラ認定されてしまうんじゃないかと思う。

　ということで、俺はグリナマルナに声をかけてみた。

「そろそろ降参したら、グリナマルナ。いま降参すれば、そこで許してあげるけど？」
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　なのにグリナマルナは、半裸になった体を隠そうともせず、血ち走ばしった目を俺に向けてきた。

「何を仰いますか、陛下。わたくし、陛下を全裸にするまでは、決して降参などいたしません」

　それって、ギャンブルで財産をなくす奴の主張。

　すると横から夕那氏が口出ししてきた。

「本人がああ言ってるんですから大丈夫です。遠慮なくマルナを剝いてしまっていいんですよ、陛下。丸剝きにしてあげましょう」

　いや、丸剝きって。そんなこと言われてもなぁ。

「勝ち逃げは許されませんよ、陛下」

　それ、麻雀マージヤンで身ぐるみ剝がされる奴の言い草。

　ここぞとばかりに楽団員が勇ゆう壮そうな曲を演奏し。

　グリナマルナが右腕を振り上げた。

「陛下を全裸に！」

　いや、あんた、あとブラとパンツと靴下で全裸なんだけど。俺は十枚くらいは脱げるんだけど。っていうか、スカート下ろしたのに、靴下には手をかけないんだな。それはそれでマニアックな背徳感があって色っぺ～よな。

　俺もスクレィニもフリエフリュエも、ほぼ無む傷きず（？）だし。

　始める前に、誰かが全部脱がされた時点でお終しまいという取り決めをしてあったから、たぶん、グリナマルナが全部脱がされて終わりだと思うんだけどな。

「やぁきゅうぅぅすぅるならぁ」

　楽団が奏かなでる勇壮な曲に負けないようなグリナマルナの大きなかけ声が響いた。

　その後も野球拳は続いたが。

　案の定、グリナマルナが全裸になって決着がついた。

　気き丈じように頑張っていたグリナマルナだが、全部を脱いで俺と夕那氏に裸を晒さらした時点で恥ずかしさに耐えきれなくなったようで、手で体を覆おおい隠かくすようにしてしゃがみ込んでしまった。

　髪の毛が金色の人は、やっぱ陰いん毛もうも金色なんだな。

　俺は、あの天井に描かれていたフレスコ画を見たときと同じようなしょうもない感想を抱いてしまう。ただ、そのインパクトは絵を見たときとは比較にならないくらい大きかったけど。

　それにしても、リアル女子の全裸を見るなんて初めての経験だ。まぁ下着姿が初めてだって時点で、当然なんだけど。母親や妹のなら見たことはあるけど、それは俺が子供の頃の話だからな。大人になってから見たのは初めてだ。

　俺はいま猛烈に感動している。

　そして顔も体も茹ゆで蛸だこのように真っ赤になってるグリナマルナ、可愛い。

「グリナマルナが全裸となりましたので、第一回野球拳大会は、これにて終了といたしたいと思います」

　右手を上げて、スクレィニがそう言った。

　スクレィニも何度か負けていて、残っているのは下着くらいだけど、彼女も恥ずかしがることなく、堂々と立ったまま胸を張っている。

　なんだろう、羞しゆう恥ち心しんの基準が俺のいた世界の女性のそれとは違っているんだろうか。

　俺も肌着とパンツと靴下一枚を残すだけだったから割と際きわどかったけど。あとの一人、フリエフリュエはどういうわけか、やたらジャンケンに強く、まだスカートすら脱いでいなかった。

「よろしゅうございますか、陛下。それとも、わたくしとフリエフリュエも全裸にするまでお続けになりますか？」

　それはもの凄く魅力的な提案だけど。

　俺はチラッとグリナマルナに視線を走らせた。

　しゃがみ込んだまま、彼女は顔を真っ赤にして唇くちびるを嚙かみ肩を震わせ、恥ずかしさに耐えている……ように見えた。

　いやぁ、スクレィニやフリエフリュエにまで、あんな思いをさせるわけにはいかないよな。というか。

「やめておこう。フリエフリュエには勝てる気がしないよ」

　俺はそう応えて、野球拳を終了させることにした。

　ところが、両りよう膝ひざをついた体勢で真っ赤に染まった顔をこちらに向け、左手で両胸を隠しつつ、グリナマルナが必死の形ぎよう相そうで訴えてきた。

「陛下、このままでは終われません。何とぞ、このグリナマルナにもう一度、チャンスをお与えください。次こそ勝ってご覧に入れます。陛下を全裸にしてみせます」

　なに言ってんの、この人。え？　恥ずかしくて震えてたんじゃないの？　もしかして悔しくて震えてたの？　負けず嫌いか。

「いやいや、だってグリナマルナはもう脱ぐ物がないでしょ」

「ま、負けたら全裸で逆立ちをします。それを担たん保ぽに、あと一勝負！」

　大丈夫か、グリナマルナ？　完全にギャンブル依い存そん症しようの人みたいになってるぞ。俺的には全裸逆立ちは歓迎するけどさ。

「それだけでは足りませんか？　では」

　グリナマルナはごくりと唾つばを呑のみ、一気に言葉を吐はき出した。

「全ぜん裸ら開かい脚きやく倒とう立りつで如何でしょう？」

　俺はすぐさま首を縦に振りそうになった。

　が、すんでのところで思い留まった。

　ここで飛びついたら、皇帝の威い厳げんもくそもないだろ。それにフリエフリュエならともかく、グリナマルナが相手じゃ、やる前から勝負は見えている。たとえグリナマルナがもう一勝負！　と申し出た結果だとしても、全裸のグリナマルナに開脚倒立なんかさせたら、誰が見たって俺が皇帝の威い光こうを笠かさに着て嫌がる彼女に無理やりさせた、みたいになってしまうだろ。

　周りからそんなふうな目で見られるのは嫌だ。

　男としては断だん腸ちようの思いだけど、俺はグリナマルナの申し出を却きやつ下かした。

　グリナマルナは意外そうな顔で俺を見上げている。

　スクレィニやフリエフリュエも、不思議そうな顔になってる。

　あれ？　俺、なんか変なこと言った？

　すると、横から夕那氏がしゃしゃり出てきた。

「陛下は見た目とは違って紳士なんですねぇ」

　俺はどんな見た目なんだよ！

「かなりのむっつりスケベかと思ってましたが」

　いや、まぁ、スケベはスケベだよ。若い男子だし。でも、嫌がる相手に無理やりとか、そういうのは嫌いなんだよ。

「べつに嫌がってはいないと思いますけど？　むしろ、グリナマルナたちのほうが積極的じゃないですか」

　そうかもしれないけど。でも、なんというか、長年培つちかった俺の常識というか道どう徳とく規き範はんというか、そういうものが邪魔をするんだよな。皇帝になったからって、そういうものがすぐに取っ払えるわけじゃないんだ。

「しんし……？」

　グリナマルナやスクレィニ、フリエフリュエは、夕那氏が発した言葉の意味がわからないらしく、小首を傾かしげていた。

　なるほど、「紳士」なんていう概念がないんだな、この世界には。概念的に存在しないものは通訳札も通訳できない……んだったな。

　いや、俺が紳士かどうかはおいといて。

「ともかく、今夜の遊びはこれで終わりにしよう。俺も少し疲れたし」

「あの……お楽しみいただけなかったのでしょうか」

　グリナマルナやスクレィニ、フリエフリュエが不安そうな顔になったのがわかった。

「あ、そんなことはないから。肉体的な疲労は抜けないけど、精神的な疲労は解消された気がする。楽しかったよ、ありがとう」

　俺がそんな労ねぎらいの言葉をかけると、三人の顔がぱっと輝いた。

　勢いよく立ち上がったグリナマルナは、両腕を体側に揃そろえ、ぴしりと背筋を伸ばし、気をつけの姿勢を取った。

　わぁお。美しく盛り上がった形のよいおっぱいと、その頂点に載ってる桜色の可愛らしい乳首が丸見えだ。当然、金色に煙けむる股こ間かんの陰毛も。

　ヤバい。反応してしまう。俺は慌てて腰を引いた。

　俺の焦りを知ってか知らずか、グリナマルナ以下が恭しく頭を下げてきた。

「では、本日はこれにて終了ということで。陛下、お疲れ様でございました」

「「お疲れ様でございました」」

　俺は腰が引けた体勢のまま曖あい昧まいに頷いた。

「ああ、うん、お疲れ、様」

　そんな俺の様子を、夕那氏がニヤニヤ笑いを浮かべて見やっている。

　もう、ホント、この人、ヤな人だな。

「で、陛下」

「あ？　何かな、グリナマルナ？」

「第二回の野球拳は、いつ実施いたしましょう？」

　はい？　まだやるの？　まだやる気なの!?　もしかして脱がされたい病びようにでも冒おかされているの、グリナマルナは？

「進んで脱がされたいわけではございませんが、陛下を脱がせたいとは思っております。脱がせて全裸にして差し上げたいと」

　スクレィニとフリエフリュエが、こくこくと首を縦に振っている。

　君たち、もしかして肉食系女子って奴なの？

「はっはっはっ、遠えん慮りよすることはありませんよ、陛下」

　夕那氏は乾いた笑い声を上げてそう言った。

「マルナたちも楽しんでいるのですし、陛下も楽しんでいる。だから、遠慮せずに思う存分、遊べばいいんです」

「そんなものですかね」

「そんなものですよ。うっふっふっ」

　この人はこの人で、俺で遊んでるだろ。

「ああ、そうだ。こうしたらどうかな、マルナ」

　夕那氏は、いかにもいいことを思いついた然ぜんとした顔で、うんうんと頷いた。

「カミヒィロ一世陛下は、突然こちらの世界に飛んできて、皇帝業を始めたと思ったら、いきなり帝国軍を率いて北辺まで遠征、戻ったら連日、朝から晩まで書類仕事と講義と謁見と会食。どこかで少しまとまった休日を入れないと倒れてしまわれるかもしれない。そこで、次の旬日辺りに休きゆう暇かを取って離り宮きゆうに遊びに行ったらどうかな。温泉に浸つかり、山さん海かいの珍ちん味みに舌した鼓つづみを打ち、疲労した心身の回復を図りつつ、第二回野球拳大会を催もよおす、なんてのは」

「素晴らしいお考えです、ユーナゲイル様」

　温泉、という言葉に、俺はピクリと反応した。

　大学時代、古城や廃城を巡って日本各地を旅したときは、鄙ひなびた温泉宿によく泊まったんだよな。もちろん安宿ばかりだったけど。勤めてからは古城巡りにすら行けてなかったから、温泉に浸かれるのは願ったり叶ったりだ。

　夕那氏は意味ありげな顔を俺に向けてきた。

「陛下はご存じないと思いますけど、こちらの世界には、男風呂、とか、女風呂、とかの区別はありません。基本、混浴です」

　なんですと!?

　俺は知らず、目を輝かせてしまったようだ。

　夕那氏は俺を見たままニヤニヤと笑っている。

「ですから、マルナたちが陛下のお背中を流すために一緒に入浴したとしても、それはこちらの世界ではごく自然で、あまりにも当然で、なんの不都合もないことなのです。そして、こちらの世界でも入浴時にバスタオルを体に巻くなんてのは御ご法はつ度とです」

　マジすか。

「どころか、皇帝陛下の御ご前ぜんで体を隠すとか、そんな不ふ敬けいは許されません。それはもう隠すことなく余すことなく揺らぐことなく全裸全開フルオープンです」

　うおい！

　イカン、想像しただけで俺の股間はフルボッコ……じゃなくてフルボッ○だわ。

「じゃあ、第二回野球拳大会は、休暇で温泉に行ったときに、ってことで！」

　思わず俺はそんなことを言ってしまった。

「「「承知いたしました」」」

　グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエの三人が勢いよく頭を下げた。

　……本当にいいんだろうか。

　そんな考えが頭を過よぎったが。仕事を離れて温泉に浸かり美味しい物を食べる。しかも温泉は混浴だ。そんな薔ば薇ら色いろの未来に俺の煩ぼん悩のうは全ぜん速そく前ぜん進しんの有あり様さまだった。

「ようし、明日からも精一杯、働くぞ。書類も講義も会食も、どんと来いだ」

　やる気が漲みなぎってきた。疲れなんか吹っ飛んだような気がする。まぁ、たぶん気がするだけで、体は疲れていると思うんだけど、心の持ちようで変わってくるからなぁ。

　離宮で温泉に浸かって美食を堪たん能のうする。そんな休暇を心の支えに、翌日から十日間、俺はしゃにむに働いたのだった。





　　　　７






　そして！　明日から休暇！　一泊二日で離宮へ行って！　仕事忘れて！　美味しい物食べて！　温泉入って！　しかも混浴！

　俺の心は悦えつ楽らくに対する期待感でバーストしそうだった。

　心だけじゃない♪　股間もエクスパンション♪　最上のエクストラパッション♪　俺の心のビーストが♪　ファーストなスピードでバースト♪

　なんてことをラップで口ずさんでしまうほど俺は浮かれていた。

　休暇のための打合せをする度、グリナマルナやスクレィニ、フリエフリュエが、混浴混浴大混浴♪　とか煽あおってくるし。

　いや、大混浴ってなんのことだ？

　そんなこんなで、俺のウキウキは留まるところを知らない感じでうなぎ登りの赤丸急上昇中になっていた。すでに今日の仕事は終えたから、あとは夕食を摂って風呂に入って寝るだけ、明日はいよいよ休暇だ万ばん歳ざい、という状態だった俺の下もとを夕那氏が訪れた。

　前日の夕刻に来るということは、夕那氏、浮かれた俺にブレーキをかけようとしているのか、それともアクセルを踏み込もうとしているのか。

　しかし、入室してきた彼の顔に、いつものいい加減そうな笑みが浮かんでいないのに気づいて、俺は、ん？　と首を傾げた。

「どうかしました？」

「申し訳ありません、陛下。緊きん急きゆう事じ態たいが発生いたしました」

「はい？　それはどんな……」

「また辺へん境きよう域いきに蛮ばん族ぞくが侵しん攻こうしてきたそうでして」

「えぇえっっ!?」

「今回は前回の比ではないようです。すでに数万の騎馬が領域に侵入しておりますが、さらに二十万近い騎馬が集結しつつあると、物もの見みから報告があったそうでして」

　俺の浮かれた心は氷水をかけられた……どころではなく、液えき体たい窒ちつ素そでもぶっかけられたように急速冷凍された。

「にっっ、二十万!?　何かの間違いじゃ？」

「わたしも最初はそう思いましたが、伝でん令れいの話を聞く限り、複数の物見部隊が確認しておりますから、どうやら間違いではなさそうです」

「ちょ、ちょっと待って。ということは、また？」

　俺が絶望に打ちひしがれて夕那氏を見やると、彼は重々しく、ええ、と頷いた。

「陛下には再び親征をお願いしたいと、宰相殿から強い要請が来ております」

　帝国運営の実質的な最高責任者、宰相とは、親征から戻ったあと、何度も顔合わせをしているけど、あの人、強面こわもてだし、どうも苦手なんだよな。皇帝の俺にも、ずけずけといろんな要求や要請をしてくるし、いい加減なことを言うと怒り出すし、皇帝としての責任と自覚をお持ちくださいと口うるさいし。

「そう仰らずに。ああ見えて宰相殿も、前回、皇帝親征を見事に成功させた陛下のことを高く評価しているのです」

　そうかなぁ。

「というわけで、皇帝親征、よろしくお願いします」

「お願いしますって、どうせ俺に拒否権はないんでしょ？」

　夕那氏は頭を上げ、にやりと笑った。

「もちろんです」

　俺はがっくりと肩を落とした。

「だったら、やるしかないですけど。でも、温泉に浸かって美味しい物食べてリフレッシュする計画はどうなるんです？」

「延期ですね」

「そんなぁぁ」

　凍った俺の心は粉々に砕け散った。

　俺は足下の大地が崩れ落ちるような絶望感に包まれてしまう。

「楽しみにしてたのに。楽しみにしてたのに。死ぬほど楽しみにしてたのに」

「大丈夫ですよ。延期であって中止ではありません。温泉も美食も逃げやしませんから、蛮族を追い払って凱がい旋せんしたあとに堂々と行けばいいだけですよ。そのときは一泊二日と言わず、五日でも六日でも逗とう留りゆうできるように取とり計はからいますので」

　砕け散った俺の心は少し蘇よみがえったかもしれない。

「グリナマルナ、フリエフリュエ、スクレィニと一緒に朝から晩まで温泉三ざん昧まいしてかまいませんから」

　萎しおれきった俺の体に少し生せい気きが戻ってきた。

「三人が心を込めて丁てい寧ねいに優しく陛下の体を洗ってくださいますよ」

　俺はかなりやる気を取り戻していた。

「それだけじゃありません。全裸になった三人の体を、陛下が隅すみ々ずみまで、優しく丁寧に、にゅるにゅると、徹底的に、これでもかと洗ってあげるのも有りですよ」

　うおぉお──っ、俺は完全に復活したぁぁっ！

「それでこそカミヒィロ一世陛下です。皆、期待しておりますよ。わたしもね」

　夕那氏に上手いよう乗せられた気がしないでもないけど、でもまぁ、やるしかないんなら、やるしかないよね。おまけに、期待してるなんて言われたら頑張らないわけにはいかないじゃない。

　後うしろ髪がみ引かれる思いではあったけど、俺は二回目の皇帝親征に出ることを了承した。というか、どのみち断ろうにも断れないんだけど。

　連絡を受けて駆けつけてきたグリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエも残念がってくれたのがせめてもの慰めだ。もしも彼女たちが、やれやれ助かった、みたいな顔をしたら、俺は立ち直れなかっただろう。

　とはいえ、う～ん、二十万か。前回とは桁けたが違うぞ。大丈夫なのか？

　帝国軍も前回以上の兵力を集めると言ってるみたいだけど、どうも不安だなぁ。

　俺はその日の夜、期待感ではなく大きな不安感を抱いて眠ることになったのだった。
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　今度の相手は、騎き馬ば二十万。

　前回の三、四万でも大軍だと驚いたのに、今度は二十万。

　いくらなんでも多すぎだろ。

　帝国の首脳陣も驚いていたから、俺が驚くのも当然だ。彼らの場合、ただ驚いていたというより、驚きよう愕がくした上に恐怖していた、と言ったほうがいいかもしれない。

　もちろん俺も恐怖していた。

　前回はたまたま上手く行ったけど、下手をすると味方に何千もの死者が出ていたかもしれないんだ。二十万なんていう大軍を相手に戦闘すれば、死者の数は数千じゃ済まないかも。

　そう思うと、自然に足が震えてくる。

　けれど、今回も俺は親しん征せいする必要がある。前回以上にある。

　前回は兵士の景気づけ程度の意味合いしかなかった親征だが、今回は違う。侵しん入にゆうしてきた異民族との戦いに負けると帝国の屋や台たい骨ぼねが揺ゆらぎかねない。そんな危機的状況だ。俺も呑のん気きなことは言ってられない。

　とはいえ。

　俺はバイト皇帝だぞ。おまけに軍事に関しては、まるっきりの素人しろうとだし。

　前回は、たまたま歴史の知識を活いかして上手く行ったけど、今回はそうも……いや、今回もそれで行くしかないのか？

　たしかに、素人の俺にアドバンテージがあるとすれば、そこしかないものな。

　まさか高校、大学時代に入れ込んでいた趣味が、こんなふうに人生を左右する場面で活きてくるとは思わなかった。まさに、芸は身を助たすく、ってヤツだな。

　とはいえ、歴史の知識を活かそうにも、状況が把は握あくできないと活かしようがないしな。軍議に出席した俺は、まずは状況の把握に努つとめようと集中していた。
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　軍議の主な出席者は以下のとおりだ。

　帝国政府の責任者、宰さい相しようのヴァイマイス・ヘリオダイス。

　外交通商大臣のグンゴン・ガナーシュ。

　財務大臣のヴィトマップ・グレミンダナン。

　内務交通大臣のギリエッレ・マクセシス。

　軍務大臣にして陸りく軍ぐん元げん帥すいのバガゼッド・ドゥルーン。

　その他、帝国軍の代表者が三名。

　参さん謀ぼう部ぶ長ちようのゼルヴァイ・シギット。

　陸軍の上将軍であるゲヴェーレン・ナハト。

　水軍の上将軍であるジュレンレ・オイモノイ。

　どうでもいいけど、名前、覚えにくいな。

　グリナマルナに言わせると、

「実質的に帝国を支えているお偉えら方がたが一いち堂どうに会してございます」

　となるらしい。

　そりゃそうだ。集結した二十万もの異民族が、帝国に侵入しようとして、虎こ視し眈たん々たんとこちらの様子を窺うかがっているとなれば、帝国首脳は危機感で一杯だろう。

　ちなみに、「海軍」ではなく「水軍」と呼ぶのは、大河や湖までが作戦行動の範囲に含まれているためらしい。

　今回は途中まで水軍の船でカンゼヴァ川を遡そ上じようして部隊を運ぶことになるらしいから、それで水軍の長ちよう、オイモノイ将軍が呼ばれたのだそうだ。

　各大臣は、政務秘書を一名と高級官僚を二名、伴ともなっている。軍の将軍も秘書官を伴っていて、大臣秘書も将校秘書も全員が女性なので、重苦しい雰ふん囲い気きは彼女たちの存在によって多少は緩かん和わされていた。

　とはいえ秘書官は、大臣秘書でさえ軍ぐん務む服ふくみたいな地味な服装だから、華やかな雰囲気にはほど遠い。派手なのは俺が連れてきたグリナマルナだけだ。

　俺は講義に際してグリナマルナに着せていた「女じよ教きよう師しの制服」のまま、彼女を軍議の席に同行させたのだ。言うまでもなくミニスカで、しかもスカート丈たけはかなり短い。

　皇帝の命令ならなんでも聞くという態度のグリナマルナも、さすがにその格好で帝国政府のお偉方が居並ぶ会議に出るのは尻込みしたけど、俺が彼女を説得して（騙だまして）連れてきた。

　俺の主張はこうだ。

　皇帝は一代限りだろ？　だったら、皇帝秘書官もそれに合わせるべきだ。皇帝秘書官の服装は、皇帝位に即ついた者がその都度、決めればいいんだよ。在位中は、その皇帝が決めた服装を着る。退位すれば、その服装もそこで終わり。それでいいじゃないか。

　我ながら支し離り滅めつ裂れつな論理だとは思ったけど、俺の勢いに当てられたのか、グリナマルナは曖あい昧まいな表情で、そういうものでございましょうかと首を傾かしげたから、駄目押しする好こう機きだと見た俺は、止とどめの一撃を放った。

「俺の秘書官なんだから、俺の好きな服装でいいだろ！　ってこと。誰かが文句を言ったら、俺が撥はねつけてやる」

「陛へい下かがそこまで仰おつしやるのでしたら……承知いたしました。女教師の格好で軍議に出席させていただきます」

　そうして今に至るわけだけど。

　いやぁ、グリナマルナってば、目立つ目立つ。

　将軍も官僚も秘書官も、出席者は全員、黒とかダークグレーとか茶色とかの、暗くて地味な服を着ている、そんな中で、彼女だけ、光沢のある白いブラウスにレモンイエローの上着と臙えん脂じのミニスカだから、無理もない。

　グリナマルナ当人も、あまりに場違いな服装に困り果てたのか、消え入りそうな体ていで思いきり縮こまっている。

　その様を見て、俺は苦笑し、内心でこう声をかけた。

　頑張れ、グリナマルナ。その頑張りはちゃんと査定に反映してやるから。

　そう、グリナマルナとスクレィニ、フリエフリュエに関しては、俺がその働きを査定するってことになっていたのだ。

　バイト皇帝に査定させていいのかよ、と思わないでもないけど、皇帝秘書官ともなると俺にべったりだから、他に査定する者がいない。バイトだろうが臨時だろうが、俺が査定するしかないのだと夕ゆう那な氏が言うから、しかたなく引き受けた。

　もっとも俺の場合、三人の働きにはとても満足しているから、評価はいつも最大限のプラス査定だけどね。

　それはさておき、いよいよ軍議が始まり、俺の緊張も高まった。

　とはいえ、出席者の発言すべてを追いかけていては、読むほうも大変だ。俺が軍議の要点をまとめ、記すことにしよう。
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　今回、騎馬民族が侵入してこようとしているのは、前回とは違う地域だった。

　前回の場所から東に行くと──七、八百キロメートルほども離れているらしい──バルゼルアイン州がある。

　州の北側には三千メートル級の山々が連なるアルバス山脈が聳そびえていて、その山脈が帝国の内外を分けているんだ。

　山脈の北側には広大な高原地帯が広がっているのだが、そこに二十万近い騎馬民族が集結していて、すでにその一部は、アルバス山脈に幾いくつかある鞍あん部ぶを抜け、バルゼルアイン州側へと南下しているという。

　アルバス山脈を越える峠とうげ道みちはどこも細くて険けん阻そな道だから、騎馬民族といえど、大軍で一気に、というわけにはいかない。数百単位での移動になるから、最初のうちは現地に駐ちゆう留りゆうする帝国軍団が、南下を阻はばみ、押し返したりしていたらしい。

　けれど、そのうちに越えてくる騎馬の数がどんどん増えてきた。

　千、二千という騎馬が峠を越えてしまうと、簡単には押し返せなくなる。かといって峠まで登って通せんぼするわけにもいかない。現地の軍団を峠に張りつけてしまうと、他の場所の守りが疎おろそかになる。そもそも峠には五千もの兵を置いておくような空間的な広がりはないし、大した防ぼう御ぎよ施し設せつもなかった。

　それに峠は一つだけじゃない。限りのある兵力を二つ、三つと分けて使うのは愚ぐ策さく。

　軍団長はそう判断し、街の近くまで引き返して、帝国府に増ぞう援えんを要よう請せいしたのである。

　すでに三つの峠を越えた騎兵の数は一万前後に増えているらしい。

　まだ本格的な略奪行動にこそ出ていないが、国境付近の幾つかの村が襲われたという報告も入っていた。

　今回の侵入者は、前回の部族とは別系統の部族らしいが、その辺は、まだ詳くわしいことがわかっていない。

　去年の冬は寒さが厳しく、高原台地では積雪も多かった上、春の訪れも遅く、雪ゆき融どけも遅れていたというから、今回の侵入は、

「草木の生長が悪かったり、寒さで家畜が死んだりして、食べる物に困った蛮ばん族ぞくどもが食しよく糧りようを求めて南下してきたのだろう」

　というのが、軍や政府高官の見解だった。

「食糧に困っている蛮族どもには同情もしますが、かといって、我が国土を荒らされたまま黙って見ているわけにもいきませんのでね。ここはなんとしても撃げき退たいしておく必要があります」

　宰相のヴァイマイス・ヘリオダイスは断だん固ことした口調でそう言った。

「多少の援えん助じよでお引き取り願うわけにはいかんのですか？」

　財務大臣はそう尋ねたが。

「相手は二十万ですぞ。そのすべてが食えるだけの糧りよう秣まつを渡すことなど、できない相談でしょう。仮に渡したとして、それで奴らが引き揚げてくれたとして、今度は我が国が食糧不足に陥おちいってしまいます」

　と応えたのは、内務交通大臣のギリエッレ・マクセシスだ。

　宰相以下も同意見らしく、皆が頷うなずいている。

「そうですな。できれば穏おん便びんに済ませたいところですが、そうもいきませんな」

　財務大臣も頷いて、力尽くで侵入者を追い払う、という方向性が確認された。

　そのため帝国は、常じよう備び軍ぐんとして保持している三十個軍団すべてを動員するつもりだという。つまり十五万人もの兵士を動員するということだ。

　何しろ相手は二十万という大軍だ、十五万でも心こころ許もとないと思った首脳陣は、予よ備び役えきにも招集をかけ、さらに十個軍団を編へん制せいするという。

　合計で四十個軍団二十万人。

　とはいえ、そのすべてを対異民族戦に投入することはできない。

　帝国周辺には、その他にも不安定な地域があるから、そこを見張り、抑えるための兵力をある程度まで残しておかなくてはならないし、国内の巡じゆん回かいや国内にある都市の治ち安あん維い持じにも兵力は必要だ。もっとも、国内の治安維持は予備役で構成される臨りん時じの軍団でなんとかしようという算さん段だんらしいけど。

　ということで、今回、対異民族戦に投入される総兵力は最大で二十五個軍団（十二万五千人）ということになる。

　そのことを具ぐ申しんされた俺は、皇帝として「是ぜ」と応えるしかなかった。

「では、皇帝陛下の裁さい可かも戴いただきましたので、至急、軍団の再編と動員計画を進めなくてはなりません」

　宰相がそう言うと、シギット参謀部長が頭を下げた。

「お任せください。臨時軍団の編制と正規軍団の再配置、及び作戦計画の立案を、急ぎ進めることといたします」

「今回も陛下の親征となりますので、親衛隊も動かさなくてはなりませんな」

　と言って、軍務大臣のドゥルーン元帥が俺のほうを見た。

　その視線からは、俺のことを嫌っているとか、邪魔に感じているとか、そういうマイナスの評価は感じられなかった。帝国軍のトップから嫌われたら仕事がやりにくくなるので、皇帝としては一安心だ。

　事前にグリナマルナから、

「軍の陛下に対する評価は、概おおむね好意的です」

　と聞いていたが、実際に自分の目で確かめられて安あん堵どする。

　とはいえ、「概ね」ってことは、好意的ではない人物もいるってことだから、その辺は気を引き締めていかないと。

　皇帝親衛隊は五千いる。俺が親征するとなると、その親衛隊を丸ごと引き連れていくことになるわけだけど、親衛隊は通常、戦力にはカウントされない慣わしのようなので、遠征軍の総兵力は十二万五千のままだ。

　今回は敵が大軍で、味方の動員兵力も大きく、戦争の勝敗が帝国の未来を左右するかもしれない。言わば帝国の未来を占う重じゆう大だい局きよく面めんなわけで、そのため新たに統合作戦本部が設立されることとなった。

　要するに、陸軍と水軍、それに皇帝親衛隊を、効率的かつ機能的に運用、機動したいということだ。

　そこで俺は一つ、提案をしてみた。軍団の上位存在としての部隊を創設したらどうだろうという提案だ。本来なら、大だい隊たい→連れん隊たい→旅りよ団だん→師し団だんとなるんだろうけど、そもそも兵へい制せいが違うし、細かいところは無視するしかない。

　説明を求められた俺は、手元のメモを見ながら徐おもむろに口を開いた。

「仮に四個軍団をまとめて師し団だんとします。各師団は独立した作戦本部や輜し重ちよう部ぶ隊たいを持つことになります。そうすれば、現場で何か突発的な事態が発生しても、いちいち統合作戦本部に指示を仰いで、その命令を待つ、という余分な時間を省略できます」

　俺は、かつて見た映画のワンシーンを思い出したんだ。

　そこでは、現場の指揮を任された某ぼう中ちゆう佐さが、

「戦争は地図の上で起きているんじゃない。戦場で起きているんだ」

　と叫んで、後方から出てこない将軍を詰なじっていたっけ。

　俺はあのとき、ああ、この中佐に決定権を与えておけば、あの戦線であそこまで惨ざん敗ぱいすることはなかったのに、と思ったものだ。

　今回、そのシーンを思い出したから、こんな提案をしてみたんだが。

　軍の代表者たちが顔を見合わせている。少なくとも、考こう慮りよに値あたいせず、ということではないらしい。

　俺は畳たたみかけるように言葉を継いだ。

「師団を指揮する者を師団長として、軍団長の上に立てます。四個いる軍団の軍団長の誰かを師団長にするのが現実的だと思いますが、軍団長同士に序列をつけるのがまずいという場合は、別に師団長を立てる必要が出てきますね。五個師団を編制するとなると五人の師団長が必要になります。この忙しいときに、そんな面倒なことをやってる時間なんかないわ、という場合は、遠慮なく俺の意見を却下してください」
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　そこで俺が言葉を切ると、軍務大臣のドゥルーン元帥が、ふぅむ、と小さく唸うなって、出席者を見回した。

「いえ、今回のような大々的な作戦規模であれば、軍団の上位部隊があったほうが確かに効率的かもしれません。その、師団とやら、一考に値するのではないですかな。どうだろう、シギット部長」

「そうですね。最近の帝国軍は、二十五個もの軍団を動かしたことなどありませんから、効率的な運用という面では少し不安があります。師団を作る案、いいかもしれません。ただ、蛮族どもはすでに侵入しつつありますから、あまり時間がないのも確かでして。蛮族どもへの対応という面では、なるべく早く軍団を現地に派は遣けんしたいところです」

「すぐに動かせる軍団は何個あるかね？」

「六個、でしょうか」

「では、そのうちの四個を一師団として再編し、師団本部を設置しよう。以降は、師団として動かす。残りの二個軍団は、現地が用意できる二個軍団と合わせて師団としよう。あとは、そうだな、準備が間に合わないようなら、軍団単位で現地へ派遣するしかないだろうな。もし準備が間に合うようなら、あと一つか二つ、師団で行動させればいい。どうだろうか、ナハト上将軍」

「よろしいのではありませんか」

「では、その方向で」

　軍務大臣にして元帥のバガゼッド・ドゥルーンがそう断を下した。

「統合作戦本部の総帥は陛下に務めていただくことになるが、本部司令官には君に就ついてもらわねばならんぞ、ナハト上将軍。新設の師団を上手く運用機動して、蛮族どもを追い払ってくれ」

「拙せつ官かんには身に余る重じゆう責せきですが、全力を尽くす所存です」

「期待している」

　ナハト上将軍に向かって重々しく頷いた軍務大臣は、ゆっくりと首を巡らせ、シギット参謀部長を見やった。

「ということだ、シギット部長。その方向で頼む」

「承知いたしました。すぐに作戦計画を立案いたします」

　俺の提案は割とすんなり採用された。軍の根こん幹かんにも関わるような大事なのに。案外と帝国軍幹部も、部隊の効率的な運用という面での新しん機き軸じくを求めていたのかもしれない。

　そんな一面があったとしても、俺の提案をすんなりと聞いてもらえたのは、俺に前回の実績があったからこそ、なんだろうな。

　一つの仕事が成功しても、あるいは失敗しても、そこで全部が終わったわけじゃない。一つの仕事は必ず次の仕事に繋つながっているんだ。

　なんてことを、俺は先輩編集者に言われたことがあった。

　そのときは、なんのことか具体的にイメージできなかったんだけど、なるほど、こういうことだったんだな。

　と今になって腑ふに落ちた。というか、納得できた。

　俺の最初の大仕事が認められて次に繋がったというのなら、ついでだから、もう一つここで調子に乗ってしまおうか。

「軍務大臣」

　と俺が声を上げると、ドゥルーン元帥が驚いたような顔を向けてきた。

「何かございますか、陛下」

「今回の作戦はカバーする範囲も広いし、従事する部隊も多い。情報と作戦命令の素早く正確な伝達こそ大事だと思うんだけど」

「仰るとおりでございますな」

「そこで、皇帝親衛隊の半数くらいを伝令部隊として使ってもらったらいいんじゃないかと思うんだけど、どうだろう」

「たしかに各軍団がそれぞれ伝令要員を送るより、伝令専門として一括運用できる部隊があったほうが、事は円えん滑かつに運びますな」

「しかし、それを皇帝親衛隊にやらせるというのは、どうなのでしょう。外聞が悪くはありませんか」

　と言ったのはシギット参謀部長だ。

　それに対して水軍の上将軍、ジュレンレ・オイモノイが、

「いや、ものは考えようだろう」

　と応えた。

「陛下がこの戦いくさをどれほど重要に考えておられるか、ということの証あかしになるのではないだろうか」

「オイモノイ上将軍の言うとおりだ。陛下がこの戦を重要視しているということを帝国民や他国の首脳に喧けん伝でんすることができる。悪くないな」

　軍務大臣ドゥルーンは、またしても俺の提案を採用してくれた。

「では、陛下、親衛隊の半数、二千五百を伝令部隊としてお借りいたします」

「俺の周りにただ置いておくより、そっちのほうが有効だよね」

「なるほど、それがユーナゲイルの言う、『合理的思考』というものなのですかな」

　ドゥルーンは、いかにも感心したという顔で頷いた。

「あやつの言うとおり、現代世界とやらの人々は、我々にはないものを持っているようですな」

　褒ほめてもらって嬉うれしいけど、俺自身には特別な何かを持っている自覚なんてまったくないんだよな。生まれたときから合理的思考に囲まれて生きてきたし、社会人になったら効率的な仕事の進め方を繰り返し言われるわけだし。まぁでも、だからこそ夕那氏は現代日本に居い座すわって、こちらで働ける誰かを釣ろうと頑張って活動しているんだろう。

　というのはさておき。

　動員兵力が決まり、運用方法も決まったとなると、あとは戦争にかかる費用の問題になるんだけど、そちらはさすがに俺が口を出すことじゃないし。財務大臣や内務大臣、宰相たちの管かん轄かつだ。

　話を横で聞いている俺は、今回の戦争のために臨りん時じ徴ちよう税ぜいが行われないことを知って、安堵の息を吐はいた。

　俺がこの世界に来て皇帝になったとたん、臨時徴税なんかされたら、帝国民の不満が俺に向いてしまうかもしれないじゃないか。

　敵が二十万いても、こちらの動員兵力が多くても、相手は騎馬民族、一年、二年にも亘わたって戦争が継続することはないから、今の予算内でなんとかなるということらしい。

　さて、予算の目め処どが立ち、軍団の再編も決まり、あとはいつ現地へ進発するか、という問題だけど。

　最初の師団はなるべく急いで送りたいということで、進発は三日後に決まった。

　それはそうだろう。すでに騎馬民族の一部は帝国領内に侵入してきているのだから、悠長なことは言っていられない。

　一個師団に現地の二個軍団を合わせれば、三万になる。隣りん州しゆうからの援軍、二個軍団もすぐに来るはずで、当初は一個師団と四個軍団の四万で相手に対処することになる。

　ならば、俺と親衛隊も最初の師団の進発に合わせて三日後に現地へ向かおうと、俺はドゥルーン軍務大臣に提案した。

　またもや彼は、俺に驚きの目を向けてきた。

「よろしいのですか？」

「俺がこの戦いを重視していることを内外に見せたほうがいいんだよね」

「それは、ええ、そうでございます」

「なら、最初に動くよ」

　ドゥルーン元帥は傍かたわらのオイモノイ上将軍やナハト上将軍と視線を交わし、頷き合っていたが、やがて三人揃そろって俺のほうに顔を向けた。

「ありがたきお言葉」

　三人の帝国軍最高幹部が深々と低てい頭とうしてきたので、俺は全身がむず痒がゆくなる。

「当たり前のことだから、そんなに恐きよう縮しゆくしなくてもいいんだ」

　と俺が言っても、三人は、いや、参謀部長のシギットも含めた四人は、驚きと感謝と不思議さの入り交じった複雑な感情を面おもてに浮かべながら、もう一度、俺に向かって頭を下げた。

「陛下のご配慮、ありがたく頂ちよう戴だいいたします」

「兵どもも、陛下のお言葉を知りましたら、感激するでありましょう」

「陛下が率そつ先せんして現地に入ってくだされば、兵たちの士気は天を衝つかんばかりに高まるのは間違いございません」

　いやいや、褒めすぎでしょ。そんなに褒めても何も出ないけど？　俺なんか、軍事的知識がほとんどないから、大したアドバイスもできないし。軍ミ事リオタの人なら、もっとマシなアドバイスもできるんだろうけど。でも、前任者って何もアドバイスしなかったのかな。

　ということが気になったので、あとから夕那氏にそっと訊きいてみたら、俺の前に来て皇帝業を務めた人は、軍事面にはまるっきり興味がない人だったらしい。

「その代わり、経済面ではかなりの手しゆ腕わんを振ふるっていかれましたけどね。帝国の疲ひ弊へいした経済が持ち直すきっかけを作ってくださったのがあの方だった、と言えますね」

　へえ。前任者は経けい済ざい畑ばたけの人だったんだ。俺には軍事だけじゃなくて経済の専門的知識もないものなぁ。俺にあるのは編集の技術と知識くらいで、でも、そういうのはあんまり役に立ちそうにないし。つまり俺は、俺の得意な武器で戦うしかないんだよな。歴史の知識で。

　なんてことに思し案あんを巡らせているうちに、軍議は終わりを告げた。

　さて、俺は急いで進発の支し度たくをしなくちゃならない……んだけど、ぶっちゃけ、そういう細こま々ごまとしたことは、グリナマルナとスクレィニ、フリエフリュエが万ばん事じ、滞とどこおりなく手配してくれるので、俺が何かをする必要はまったくなかった。

　俺もだいぶ慣れてきていて、三人の仕事の邪魔にならないようにおとなしく見守る、というスタンスを取って支度が済むのを待った。

　異民族、再さい度ど襲しゆう来らい！

　その一いつ報ぽうを聞いたとき、すでに宰相は、もう一度皇帝親征を、と考えたようで、俺に話を持ってくる前に、それとなく親衛隊の幹部と話していたらしい。そのとき、皇帝も内ない諾だくしている、みたいなことを仄ほのめかしたっぽく、親衛隊は極秘で移動の準備を進めていた。おかげで皇帝親征が正式に決まると、あっという間に準備は調ととのい、俺と親衛隊は予定どおり、軍議の三日後には船上の人となっていた。

　前回は大型船が遡そ航こうできるような川や運河がなかったため、しかたなく馬車で街道を進んだわけだが、今回は大河を船で途中まで遡さかのぼっていけるということだった。

　船酔いするかも、と少し恐れた俺だが、よほど天候が荒れない限り、川船が波で揺られることはないとグリナマルナに言われたので、そこは一安心だ。

　一個師団に加え親衛隊五千を乗せるには大量の船が必要になるのだが、帝国では大量の人や物資を移送する手段として船が定着しているので、さほど苦労せずに船を集められるらしい。

　というか、そのための水軍なんだよな。

　俺と親衛隊は水軍の大型艦に分乗してカンゼヴァ川という大河に乗り出した。グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエも、俺と共にいちばん大きな船に乗っている。

　俺は甲かん板ぱんの右う舷げんに立ち、見るともなしに川の左岸と、その向こうに広がる丘きゆう陵りよう地ち帯たいを眺めていた。丘陵には見渡す限り畑が広がっている。たぶん、小麦とジャガイモや人にん参じんなどの野菜の畑だろう。

　見た感じは北海道の十と勝かち地ち方ほうに似ているかな。

　グリナマルナによると、ブドウ畑も多いらしい。とくに、これから向かうバルゼルアイン州はブドウの産地で、葡ぶ萄どう酒しゆが一大産業になっているらしいから、そんなところも北海道に似ている。

　俺は、以前に釧路くしろや根ね室むろに点てん在ざいするアイヌのチャシ跡あとを訪ね歩いたときに見た北海道の風景を連想していた。

　ちなみに、チャシとはアイヌ語で「砦とりでや柵さくによる囲い」というような意味らしい。

　チャシの跡から見た太平洋も綺き麗れいだったけど、帰りに立ち寄った池いけ田だ町ちようのワイン城で飲んだワインは実に美お味いしかった……いや、話を戻そう。

　いくら似ていても、ここと現代とは気き候こうが違えば農業のレベルも違う。

　似ているのは自然の風景だけで、農業は別物なんだろうな、と俺は思った。
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　この世界の文明レベルをどう言えばいいだろうか。

　俺の感覚だと、中世末期から近世初頭、くらいに思えるんだけど、一概にそうとは言えない面もあって、一言で言い表すのは難しい。

　とはいえ、ルネッサンスの三大発明と言われる、羅ら針しん盤ばん、印刷機、火薬は、そのどれもが存在していないし、当然、蒸気機関もなければ電気もない。だから中世末期という見方は妥だ当とうな気もするんだけど、ここには自然に関与できる魔法というものが存在している。そのおかげだろう、農業や林業は、たぶん俺たちの世界の中世よりも発達してるみたいだ。作さく付つけ面めん積せき当たりの収穫量で比較すれば、たぶん俺の世界の中世よりもずっと多い。だから、人々が飢うえに苦しむということはあまりないらしい。

　衛えい生せい面めんも俺たちの世界の中世～近世初頭よりはずっとマシっぽい。

　あの豪ごう華かなベルサイユ宮殿でさえ、至る所で野糞、立ち小便がされていたっていう話だけど、少なくとも、ここ、帝国府には立派なトイレが設しつらえてある。しかも、水洗だ。もっとも汚水は、そのまま近くの川に垂れ流しらしいから、川で洗濯したり、水を飲んだりしないほうがいいとグリナマルナに注意されたけど。

　しないよ？　いちおう皇帝だからね、俺。というか、現代から来た俺にしてみたら、恐くて川の水なんか飲めないし。

　飲み水に関しては上じよう水すい道どうが整備されているから現代人の俺も安心だ。

　上下水道完備というレベルなら、俺の世界でもローマ帝国時代からすでに行われていたわけだし、べつに威い張ばれるようなことではないんだけど。

　ただ、俺のいた世界だと、ローマ帝国の絶頂期に比べたら、それ以降は、文化的には退歩してるみたいなところがあるからな。「中世＝暗黒時代」みたいなイメージが。

　歴史家のジャック・ル・ゴフに言わせると「中世は全然、暗黒なんかじゃない」ってことになるらしいんだけど、俺もその辺は詳しくないので、割かつ愛あい。

　話を本題に戻そう。

　蒸気機関なんかないから、俺と親衛隊が乗った船は、風力と人力を頼りに川を遡行していった、ということだ。それでも道を歩くよりはずっと速かった。

　馬が駆かけるならともかく、部隊単位で歩くとなると普通に人が歩く速度とあまり変わらない。兵の一人一人が大きな荷物を持ってたりすると、むしろ遅いくらいだ。それに、歩けば兵が疲弊する。

　急いで長距離を移動すると、現場に着いたはいいが疲労で兵が戦えなかった、なんて洒落しやれにならないような事態もあり得るのだという。だから、船が使える場合は船を使う、というのがこの時代、この世界の常識だった。

　大量の人や荷物を移送する手段は、船しかない世界なのだ、ここは。

　船で人や物資の移送をするのが普通だから、航行に不都合がないように、あちこちの河川の流れを変えたり、浅あさ瀬せを浚しゆん渫せつしたり運河を開かい削さくしたりして、帝国各地に船で行き来できるようになっている。

　向かい風だと漕こぎ手てが大変そうだけど、波の高い海で船を漕ぐよりは楽だろう。

　今回は西風や南風が吹くことが多く、船は予定よりも順調に川を遡行した。天候にも恵まれ、波で船が揺れることもなかったから、俺が船酔いに悩まされることもなかった。

　そうして二日後に、俺は船を下りた。

　下りてからは馬車に乗ることになる。皇帝用の、大きくて立派な八頭立ての馬車だ。付き従う親衛隊も煌きらびやかな衣装で着飾っているから、必然的に人目を引く。

　縦じゆう隊たいになった親衛隊が、俺の馬車の前後を守りながら街道を進んでいく。

　馬車の小窓からそっと外を覗のぞくと、沿えん道どうに立ち並んだ人たちが手を振ってくれているのが目に入ってきた。

「あれは動員された臣しん民みんではございません。自然に集まってきた人々です」

　とグリナマルナが言ったから、とりあえず俺は帝国の人々に嫌われたりはしていないようで、少し安心できた。

　もっとも、今回の親征に失敗したら、誰も手を振ってくれなくなるかもしれない。

　そう思うと、肩にのしかかる責任がまた重くなる気がする。

　親衛隊が移動しているあいだにも現地から次々と報告がもたらされた。

　すでに帝国内には二万近い騎馬が侵入していて、アルバス山脈の向こうに集結しつつある騎馬の数は十二、三万に増えていると言うではないか。

　そして増えつつある騎馬は、まだ打ち止めではないらしい。最終的には、やはり二十万前後にまで増えるかもしれない。

　そんな内容の報告を聞いて、俺の気分はさらに重くなった。

　俺は重い気分を引きずったまま馬車に揺られ、今回、作戦司令部が置かれるバルゼルアイン州の州しゆう都と、ベインズレィの街近くまでやって来た。

　すでに先発した一個師団（四個軍団）は街の郊外に陣を敷しいており、そこにはバルゼルアイン州に駐留している二個軍団と、隣州からの援軍一個軍団もいた。

　合計すると三万五千。

　後続の三個軍団も二、三日のうちには到着するらしいので、それで五万。

　一方、騎馬民族も、この時点で三万近くが帝国領内に侵入してきたという。

　今なら追い返せるのでは？　と思うが、今回はさらに後ろに十五万以上が控えている。こちらが三万を出して敵の三万を追い返せたとしても、後ろの十五万以上が本ほん拠きよ地ちまで引き揚げてくれるとは限らない。もし追い返すのに手間取れば、侵入する敵の数が五万、十万と増えてしまうかもしれない。

　そうなれば、逆にこちらの三万が撤てつ収しゆうを余よ儀ぎなくされる。街に籠こもって、後こう続ぞくの増ぞう援えん部隊がすべて到着するまで待つしかない。騎馬民族は攻城戦が不得手らしいから、街に籠もれば相手も手出しはしてこないだろう……いや。

　本当にそうだろうか。

　騎馬民族は二十万もの兵を集めて帝国領に侵入してくる。

　二十万だぞ。

　国境近辺の村そん邑ゆうを襲ったくらいじゃ元が取れないだろ。

　騎馬民族は遊びに来るわけじゃ。

　帝国民を殺しに来るわけでもない。

　戦いになれば敵を、つまり帝国兵を殺そうとするが、そして抵抗されれば村人も殺そうとするだろうが、それを目的に来てるわけじゃないんだ。

　かといって、土地を占せん領りようしに来るわけでもない。

　彼らの目的は一つ、食糧の調達だ。

　けれど二十万もの兵を食わせるだけの食糧を、幾つかの村を襲った程度で調達できるわけないじゃないか。

　つまり、今回の騎馬民族は……。

　俺は嫌な可能性に思い至り、どっと冷や汗が噴き出した。

　そうだよ。どうして気がつかなかったんだ。俺は軍事の素人だから仕方ないとしても、帝国軍のお偉いさんなら、気づいてもよさそうなのに。

　今回、連中は帝国の城じよう郭かく都と市しを陥おとすつもりなんだ。

　街になら数万の人間が十日や二十日は食えるだけの食糧が備び蓄ちくしてあるはず。州都ともなれば、十万くらいの将兵や住民が、数カ月に亘って食えるだけの大量の備蓄があるんじゃないか？

　州都は防御力が高いから騎馬民族も手出ししてこないかもしれない。けれど、バルゼルアイン州に幾つかある他の城郭都市は、州都ほど防御力が高くない。それらを次々に陥として備蓄してある食糧を根ね刮こそぎ奪っていけば、連中が抱える食糧不足という懸けん案あんを解決する一助にはなるだろう。

　もし街が陥とされれば、物資と共に、街の住人も戦利品として持ち去られてしまうに違いない。男は働き手として、女は慰なぐさみ者ものにするために。そして、働き手とはならない老人や子供は殺される……。

　俺は自分の想像に寒気がした。

「如何いかがされましたか、陛下」

「お顔の色が優れないようですが」

「馬車酔いにでもなられたのでしょうか」

　グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエが俺の様子に気づいたようだ。

　さすがに目め敏ざといな。

　馬車に揺られながら、俺は思いついた恐ろしい想像を三人に話した。

　話を聞いているうちに、三人の顔色も変わった。

「たしかに陛下の仰るとおりです。蛮族どもが伊だ達てや酔すい狂きようで二十万もの兵を集めるはずがございません」

　グリナマルナが呻うめくようにそう言うと、フリエフリュエが、

「ですが、そうなると、こちらの戦略が根底から覆くつがえってしまうのではありませんか」

　と不安そうな顔で俺に訊いてきた。

　そう、今回の帝国の戦略は、「可能な限りの兵を動員して、騎馬民族に帝国の本気を見せつけ、相手から戦う意欲を奪う」ってものだ。けれど、相手が最初から本気で奪いに来てるとしたら、帝国軍が十万いようが十五万いようが、街を攻めてくるだろう。

　十万以上の帝国軍が集結したとしても、それらが一緒に作戦行動を取れるわけじゃない。村邑から人や物資を退避させるための部隊、街の守備を担になう部隊、敵の部隊を牽けん制せいする部隊など、幾つもの部隊に分かれて行動することになる。各街の守備など、せいぜい一個軍団か二個軍団だろう。

　そこへ十万の敵が襲いかかったら。

　いくら城郭都市だといっても、そして騎馬民族が攻城戦が得意ではないといっても、保もち堪こたえられるだろうか。

　街が襲われれば別の街から援軍を送ることになるけど、移動中の援軍が敵の残り十万に襲撃されたら、包ほう囲いされて殲せん滅めつという憂うき目めに遭いそうだ。

　前にも言ったけど、帝国軍の軍団は歩兵が主力だ。全員が騎兵という騎馬民族と野や戦せんになると分が悪い。

　かといって騎兵だけを援軍に送っても、数が少なすぎて効こう果か薄うすだ。一個軍団に騎兵は千とか千五百しかいないんだから、五個軍団の騎兵すべてを集めても一万に満たない。その数では、街を攻撃している十万の騎兵を押し返すことなどできっこない。

　しかも、帝国軍はまだすべてが集結していないのだ。

　もし騎馬民族の侵入数が、こちらの想定より早いペースで増え続けると、敵は帝国の増援軍が州都に近付くのを阻そ止しするという戦術に出るかもしれない。後方と遮しや断だんされてしまうと、バルゼルアイン州に集結した五万が孤こ立りつしてしまう。それを嫌って増援軍が強行突破を図れば、十万近い騎兵と野戦をすることになる。

　増援軍は用意できた軍団から五月雨さみだれ式しきに送られてくるから、強行突破を図るにしても、兵力は二個軍団、三個軍団しか投入できないことになる。

　それで野戦を挑むのは無む謀ぼうだな。けれどカンゼヴァ川を離れれば、どういうルートを取ろうが、バルゼルアイン州まで陸路を歩くしかないんだ。

　敵に街道を遮断されたら、進軍ができなくなる。

　進軍したければ、敵と一戦交えなくてはならない。

　そうなると数の少ない帝国軍が圧倒的に不利になる。

　全軍が集まるのを待っていたら、バルゼルアイン州の街が幾つも陥とされる。

　二につ進ちも三さつ進ちもいかないとはこのことか。

　現状、帝国軍の動員速度が騎馬民族の侵入速度に追いついていないのが大問題だな。でも、それは今からどうこうできることじゃない。今すべきなのは……。

　俺はいろいろと思案を巡らせてみるが、これといった解決策が思い浮かばなかった。

　戦車が数両と戦闘爆撃機が数機あれば解決してしまうんだが、それこそ無い物ねだりってもんだしな。とにかく俺一人で考えていてもどうしようもない。専門家の意見も聞いてみないと。

　俺はグリナマルナに、

「ベインズレィの街に着いたら、急いで軍議を行いたいと、作戦本部にいるナハト上将軍に伝令を送ってくれないか」

　と頼んだ。

「承知いたしました、陛下」

　俺に頭を下げたグリナマルナは、馭ぎよ者しやに声をかけて馬車を停めると、伝令を送り出すために馬車を下りていった。

　グリナマルナは例によって例の如ごとく女教師の衣装を着ていて、きびきびとした彼女の仕事ぶりは、その出で立ちに相応ふさわしいものだった。いつもの俺ならグリナマルナの動きと衣装に見とれてしまうところだが、今回ばかりはそんな余裕もなかった。

　あちらを立てればこちらが立たずというこの状況を、どう打開すればいいのか。そもそも打だ開かい策さくなんかあるのか。

　こういうときは歴史上の名軍師、名めい参さん謀ぼうにあやかるのが吉。

　となると、真っ先に思いつくのが『三さん国ごく志し演えん義ぎ』に登場する諸しよ[image: ]かつ亮りよう（字あざなは孔こう明めい）なんだけど、何かあったかな。

　ちなみに『三国志演義』と『三国志』はまったくの別物で、正史『三国志』を元ネタにして書かれた小説フイクシヨンが『三国志演義』だ。だから『三国志演義』に出てくる孔明無む双そうなエピソードは、話半分に聞いておかないと騙される。

　もう一つ、ちなみに。

　俺たち歴史マニア、というか歴オタというか、のあいだでは、諸[image: ]亮孔明と言わないのがお約束だ。向こうの人は本名と字を同時に名乗ったりしないそうなので。

　日本の戦国時代に、織お田だ信のぶ長ながが同どう盟めい者しや徳とく川がわ家いえ康やすのことを「家康殿」と呼んだりしないのと同じことだな。戦国時代は官かん職しよくで呼んだりすることが多い。でなければ出身地で呼ぶか。なので信長は家康のことを「三み河かわ殿」と呼んだりするわけだ。

　まぁ、歴史好き以外にはどうでもいいトリビアだけどね。

　それより、今は諸[image: ]亮だ。

　彼の事じ績せきに何かあったような……ん、あった！

　俺の頭に「空くう城じようの計けい」が閃ひらめいた。

　孔明が、わざと城を空にして押し寄せてきた敵軍を騙したというアレだ。アレは使えるんじゃないだろうか。

　いや、でも、アレだけじゃダメか。今回の場合、敵の数が多すぎる。

　空にした街に敵を誘おびき寄よせても、敵は一つの街に入りきらないかもしれない。入ったとしても、城を包囲するほどの兵がこちらにはない。仮に包囲できたとしても、外に残った敵が押し寄せてきたら、包囲している帝国軍が背後を襲おそわれる形になってしまう。

　他の何かと組み合わせなくては意味をなさないな。合わせ技一本になるような、何かいいアイディアはないものか。

　俺は必死になって考えた。考え続けた。

　けれど、苦く境きようを打開するようなアイディアは、そう簡単には出てこなかった。

　俺がうんうんと唸っているあいだに馬車はベインズレィの街に着き、俺は先着していたナハト上将軍以下の出迎えを受け、街の軍ぐん庁ちよう舎しやに向かったのだった。
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　軍議の席で、出席者は一様に俺の話に驚いていた。

「国境に近い場所に点在する村の住人を手近の街まで避難させていますが、陛下の仰るとおりだとすれば、いえ、仰るとおりだという蓋がい然ぜん性せいが高いと思われます。そうなると、避難させた意味がなくなってしまいます」

　そう、ナハト上将軍の言うとおり。

　騎馬民族が国境に近い寒かん村そんなど相手にせず、最初から街を狙っているなら、村人を街に避難させても意味はない。むしろ、帝国自ら鴨かもにネギを背負わせるようなものだ。

　かといって、そのまま村に留まっていろとも言えない。

　騎馬民族の狙いは街だといっても、無防備な村があって、村人が残っていれば、行きがけの駄だ賃ちんとばかりに村を襲って人を狩るだろう。抵抗すれば鏖みなごろしだ。しなくても、男は捕まり奴ど隷れいとして連れていかれる。女はその場で犯されたあと、やはり奴隷として連れていかれる。使い道のない年寄りや子供は、運がよければ放り出されるかもしれないけど、運が悪ければその場で殺される。

　ならば、全員を州都まで避難させるか？

　そんな長距離を村人が走れるか、大いに疑問だ。かといって、のんびり歩いていたら、追いかけてくる騎馬民族の格好の餌え食じき。千や二千の護衛を付けたところで、万を超える騎兵相手では足止めにすらならないだろうし。

　ならば、こちらも万を超える兵を用意すれば？

　いやいや、百人、二百人の村人のために軍団を二個も用意するのは効率が悪すぎる。というか、それじゃ避難させられる村は二つか三つだけだろ。それに、もし避難誘導中に襲われたら、村人を守って騎兵と戦わなくてはならないわけで、敵の兵力が数万だったら、全滅するのが目に見えている。

　ダメだ。何をどうやっても詰んでる。いくら考えても、詰つめろ逃のがれの詰つめろみたいな妙みよう手しゆは浮かばない。

　俺は頭を抱えてその場に蹲うずくまりたい気分だった。

　っていうか、逃げ出したい。でも、そんなわけにはいかないんだよな。だって、俺、皇帝だから。

　こっちの人にとっては異世界になる現代世界から来た臨時のバイト皇帝だけど、時給二万も貰もらってる以上、その分の責任はある。

　でもなぁ。この難局を乗り越えるとか、もはや時給二万でも安くないか？

　これでもし街が何箇所か陥とされ、人や物資が奪われでもしたら、みんな俺のことを馬鹿で無能で間抜けな皇帝とか言って罵ののしるんだろうなぁ。

　あぁ、こういうときは酒でも飲みたいな。酒飲んで、嫌なこと忘れて気持ちよく酔いたいな。ここ、バルゼルアイン州には、美味しいワインがたくさんあるそうじゃないか……んん？

　俺の琴きん線せんに何かが触れた……気がした。

　ワイン……酒……酒で酔っ払わせて退治する、みたいな逸いつ話わがあったよな。なんだっけ、あれは。

　俺は藁わらにも縋すがる思いで、閃きかけたアイディアの欠片かけらを掬すくい上あげようと足あ掻がいた。

　あ、そうか！　思い出した！　日本神話だ！　素戔嗚尊すさのおのみことの八岐大蛇やまたのおろち退治！

　諸[image: ]亮の空城の計と組み合わせれば使えるかも？　合わせ技一本が取れるかも。いや、まだ何か足りない気がする。もう少し検討して、さらなるアイディアを持ち込んで組み合わせて、最上の方策を考えるんだ。

　軍議ではナハト上将軍を中心に、街を狙ってきた騎馬民族の大軍にどう対応すべきかという侃かん々かん諤がく々がくの議論が続いているけど、とりあえず俺はそちらを放っておいて、沈ちん思し黙もつ考こうに沈んだ。

　縋るべき藁が見つかりそうなんだ、この閃きを逃すまじ。唸れ、俺の頭脳！　趣味で積み重ねてきた歴史の無駄知識を、今こそ活かすとき。

　俺は自分自身を叱しつ咤た激げき励れいし、必死に考えた。これほど頭を酷こく使ししたのは、大学入試の英語の試験以来かも。

　俺は延々と思考を巡らせ、検討に検討を重ね、ようやく全体像を思い描くことに成功した。

　これなら……いけるかも……しれない。

　いやいや、再点検。

　できたと思って焦って解答を書くと、勘違いやら見落としやらがあって台無しになったりするんだ、これが。

　落ち着け～。落ち着け、俺～。

　その場で踊り出したくなるのをなんとか抑えた俺は、もう一度、脳内で策さく略りやくの内容を最初から再点検してみる。

　行けるか？　これならなんとかなりそうか？

　何度も再点検を繰り返した俺は、大きな齟そ齬ごや破は綻たんがないことを確認できた。

　いや、齟齬や破綻どころか、そうとう無茶苦茶な策だけどな。そして、考えたとおりに物事が上手く運べば、という条件付きだけどな。高度二十メートルの高さに張られた綱を渡るような危うさだけど、それでも可能性はあるんじゃないか？

　運がよければ二十万の騎馬民族を追い返せる、そんな可能性が。

「ナハト上将軍」

　俺は顔を上げ、徐に口を開いた。

「一つ提案があるんだけど、聞いてもらえないだろうか」
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　怒られるか無視されるかとも思ったけど、ナハト上将軍以下は俺の無む茶ちや苦く茶ちやな提案を真剣に検討してくれた。

　検討しただけでなく、最終的に採用してくれた。

　マジか。自分で出しといてこんなことを言うのはなんだけど……マジか。

　そうとうに無茶で無む謀ぼうでデタラメな策だぞ、これ。

　将軍たちも、あちらを立てればこちらが立たずという状況で、どうしたらいいのか、さんざん迷っていたらしいから、そこにつけ込む形になったのかもしれないな。あと、前回の成功、騎馬民族撃退の実績が大きく物を言ったみたいだ。

　これこそ、成功しても失敗しても仕事はそこで終わりじゃない、つねに次の仕事へと続いているんだ、っていう先輩編集者の名言の活きた見本ってことだ。

　しかし、そうはいっても。

　本当に大丈夫なのか？　いや、言い出したのは俺だけど。

　現代の日本では絶対に無理だ。でも、この世界でなら可能なのかもしれない。

　私有財産の保護とか人権の保護とか、そんな意識が未発達なこの世界でなら。

　個人の権利より全体の利益を重視する、この世界でなら。

　そして、これも現代の日本から来た俺には信じられないことだけど、一度決まると、あらゆることが素早く的確に実行に移された。

　そこに住む人たち全員に関わる重大事だけれど、どこかで反対運動が起きたりはしないし、国会や地方議会で延々と議論が繰り返されることもない。

　そもそも帝国には地方議会なんてないんだけど。

　おまけに作戦本部の総そう帥すいは皇帝カミヒィロ一世なわけで、住民からしたら文句なんかつけようがないんだろうけど。

　ナハト上将軍を長ちようとする現地の作戦本部は帝国政府から全権を与えられているから、決定事項を実行するのに躊躇ためらいはない。

　いちいち帝都にお伺うかがいを立て、その返事を待つなどという時間の無駄遣いもしない。

　俺の無茶な提案は、現地の判断で採用された。

　とはいえ、俺の案はさすがに大雑把すぎて、そのままでは実行に移せない。複数の専門家による検討と修正が施された後、俺の案は対騎馬民族戦の正式な作戦となった。

　作戦名は「放ほう棄きと打だ撃げき」とされた。

　なんかカッコいいな。

　こうして「放棄と打撃」作戦が開始されたのだった。
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　まずはバルゼルアイン州の街や村の人々すべてを、州しゆう都とと副ふく都と、二つの都市に避ひ難なんさせるところから作戦は始まった。要するに各地の住民を、規模が大きくて防御力の高い大きな都市二つに収容し、その他の街や村は放棄するということだ。

　現代で喩たとえるなら、そうだな、ゴ○ラが襲おそってきたから大至急で避難しろ、というようなものか？

　現代だったら、とりあえず預金通帳と印鑑を持って逃げれば、まぁ、なんとかなる、というところだが、この世界には銀行なんかない。逃げるときは現金を持って逃げなくちゃならないんだけど、それが大変だ。

　まだ兌だ換かん紙し幣へいなんかない時代だから、基本、現金は硬こう貨かだ。

　金貨を十数枚ならともかく、銅貨を何百枚、何千枚も持って逃げるのは不可能だろ。家財道具だって持ち出せない。文字通り、着の身着のままで逃げ出すというのが実情だった。

　それで文句が出ない、反対運動が起きないってのにも感心するが、ゴ○ラが襲ってきたら、文句を言ってる場合じゃないってことか。

　ゴ○ラにせよ異民族にせよ、対話が無理なのは変わりがなく。

　襲しゆう撃げきされたら、村も街も破壊され、瓦が礫れきの山になるというのも同じだ。

　住民は逃げるしか身を守る術すべがなかった。

　帝国の辺へん境きよう域いきに住む人々は、昔から何度も異民族の襲来を受けていた。

　それでも父ふ祖その地に住み続けるってのが、俺からしたら大した根性だと思うんだが、それはともかく。

　襲われることが何度もあったから、人々は逃げることに慣れていた。それが幸いした。

「州都ベインズレィ、あるいは副都ライズニツ、どちらかの街に逃げ込め。それ以外の街は放棄する」

　と言われてしまえば、住民はどうしようもない。

　内心では反発したり怒ったりする人もいただろうけど、だからと言って命令を無視して居残ってもどうしようもない。

　異民族が来たら、家財を奪われ、本人も家族も捕らえられて奴ど隷れいにされるだけだ。

　すでに各都市の守備隊は街から出ていってしまった。高い城じよう壁へきがあろうと、異民族が攻城戦を苦手にしていようと、住民だけでは守りようがない。

　命令を聞いた住民は、取るものも取りあえずで街を出て、あるいは村を捨て、指定された二つ都市のどちらかを目指して走った。

　現代なら、国や自治体が避難のための車両を用意してくれるかもしれないが、帝国は逃げるための手段を用意してくれはしなかった。住民としては自分の足で走るか、飼っている牛や馬に荷車を引かせて行くかのどちらかを選ぶしかない。

　幼い子供を抱えていようが、足腰の衰おとろえた年寄りだろうが、帝国が救いの手を伸ばすことはない。自分の身は自分で守る。

　そんな意識が人々のあいだには徹底されていた。

　軍の上層部も、避難民を守るために部隊を動かしたりはしない。

「今の我らに、そんな余裕はございませんから」

　ナハト上将軍は、悪あしからず、という意を込めて、そんなことを俺に言った。

　この戦争に負けて騎馬民族にバルゼルアイン州全土を蹂じゆう躙りんされたら、帝国の屋や台たい骨ぼねが揺ゆらいでしまうほどの大打撃となる。

　帝国の威い信しんは地に落ち、友好国の幾いくつかは離り反はんするかもしれない。

　帝国の各地、とくに外がい縁えん部ぶでは、我々も見捨てられるかもしれないと恐れた人々が、帝国を見限って他国へと移動してしまうかもしれない。

　騎馬民族に負けた帝国軍を侮あなどって、帝国の領りよう域いきを削けずり取とる好こう機きと考える国が出るかもしれない。

　俺が皇帝を務つとめているときそんな事態になったら、カミヒィロ一世は、帝国を傾けた希まれに見る愚おろかな皇帝として異い世せ界かいの歴史に名を刻きざんでしまう。それだけは絶対に嫌だ。

　だけど、そのために弱者を見捨てていいわけではない。強い者は弱い者を守るべきだろう。などと俺がいくら思ったところで、この世界全体の意識は変わるわけではない。たとえ俺が皇帝だとしても。

　変えるには、様々な要件を満たす必要があるんだ。

　個人の裕福さ、社会の裕福さ、教育、情報、社会と個人の関係性、利り便べん性せい、新しい発明や発見。

　そういうものが積み重なったとき、初めて人々の意識が変わっていくんだろうな。

　だから今は。

「せめて逃げてきた人たちが避難先で不自由な思いをしなくて済むように配はい慮りよをしてあげて」

　俺は皇帝として、そう言うしかなかった。





　　　　３






　各街や村の住民の避難は思いの外ほか、迅じん速そくに進んだ。

　人々の避難に手を貸すことはなかった帝国も、避難してきた人々の受け入れ態たい勢せいは、しっかりと整えてくれた。

　州都と副都の周辺には軍団を配置しており、もし異民族が避難民を追いかけてきても、それを阻そ止しするだけの陣を整えていた。二つの街には留りゆう守しゆを代表にした避難民対策本部ができており、逃げ込んできた人々のための天てん幕まくや食事などが用意された。

　州都で避難民の様子を探ってきたグリナマルナによると、

「温かいスープと雨に濡れない寝床が確保されていることに涙を流して喜ぶ者さえおりました」

　とのことだった。

　避難民が増えれば天幕に入りきれない人が出てくるのでは、という心配はあるが、今のところ問題はなさそうなので一安心だ。

　こうして、州内の街や村を空っぽにする、という「放棄と打撃」作戦の第一段階は、滞りなく終了した。

　ここから作戦は、第二段階へと移行することになる。
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　作戦の第二段階は、空になった街へ物資を運び込むこと、だった。

　なんのために？　物資を騎馬民族に奪わせるために、さ。

　意味がわからない？　まぁ、そうかもね。

　詳しよう述じゆつすると、運び込む物のメインは酒と肉だ。

　この辺りはブドウの産地で、美う味まい葡ぶ萄どう酒しゆができる、という話は以前にしたと思う。

　葡萄酒の生産がこの地方の主な産業の一つで、各街には、商家の倉庫やら貴族の家の貯ちよ蔵ぞう庫こやら庶しよ民みんの家の物置やらに、瓶びんや樽たるに詰まった大量の葡萄酒が貯蔵されている。

　それらを集め、空になった街に運び込んで、政せい庁ちよう舎しやの中や兵へい舎しや、武器庫に積み上げておく。するとどうなるか。

　あっさりと街に入ってきた騎馬民族は、間違いなく酒瓶や酒樽を見つける。

　そのとき見つけるのは酒だけではない。肉やパンや野菜など、大量の食い物も一緒に見つけるのだ。

　すぐに食べられる物以外にも、大量の小麦粉などを用意しておく。それを持ち帰れば向こう何カ月かは食うに困らない、と騎馬民族が思うほどの小麦粉を、だ。

　そうなると、連中は何をするか。

　酒盛りだ。それ以外に考えられない。

　帝国の抵抗もなく、あっさりと街に入ることができた。

　そこで大量の酒と食べ物を見つけた。

　これは幸さい先さきがいいと喜ばないわけがない。

　何はともあれ祝しゆく杯はいを上げようとならないわけがない。

　この辺は騎馬民族の習性、慣習に詳しい複数の者が請うけ負おったから、確実だ。

　街に入った騎兵が全員酔っ払えば。

　あるいは飽ほう食しよくするほど食いまくったら。

　しばらくは戦えなくなる。

　一つの街にどれだけの騎兵が集まってくるかはわからないが、少なくとも一万や二万はいるだろう。

　一万だとすると、放棄する城じよう郭かく都と市しは五つだから、合計で五万くらいが酒しゆ宴えんを始めることになる。最大に見積もれば十万くらいになるかもしれない。

　そしてその過か半はんが酔っ払い、あるいは満腹になっていれば、戦闘力は極きよく端たんに落ちることになる。半減どころか、六割減、七割減といったところだろう。

　そこを襲う。

　街の中にいる騎馬民族を帝国軍が外から急きゆう襲しゆうするという、およそ常識外れの形になる。それだけに連中も、そんな可能性は考えないだろう。

　奴らの頭にあるのは以前の戦いの記憶だけ。つまり、帝国領に侵入して襲撃する騎馬民族と、迎げい撃げきし追い返そうとする帝国軍という図式しかないんだ。

　これが罠わなかもしれないと疑う可能性はほとんどない。

　というのが、俺や作戦本部詰めの幹かん部ぶ連れんが出した結論だった。

　相手が酔っ払っていれば、二万いたとしても、二個軍団もいれば片がつくはずだ。

　バルゼルアイン州に集まった帝国軍は五万。全部は投入できないにせよ、奇襲部隊を五個は作れる。同時に五箇所の街を襲って、中にいる騎馬民族を屠ほふっていく。

　そういう手て筈はずになった。

　当然、最初は街の外に見張りがいる。しかし、街中で酒宴が始まったら、外の見張りたちは、そのまま見張りを続けられるだろうか。いや、続けられはしない。

　そんな反はん語ご表ひよう現げんをしてしまうほど、騎馬民族のことをよく知っている者たちは、きっぱりと言い切った。

「自分たちも酒宴に加わろうとして見張りをやめて街に入っていくのは確実です」

「絶対です」

「間違いありません」

「そのまま見張りを続ける律りち儀ぎな者などいませんね」

「連中には明確な命めい令れい系けい統とうが確立していませんから、見張りを放棄して酒宴に加わろうと街に入ってきても、命令違反を咎とがめられることはないのです」

「同族のあいだでは上下関係がありますが、他部族の者となると、基本的には同格ですから」

　ということだから、酔った騎馬民族を襲うため街に接近するところを早々に発見されてしまう、という心配はなさそうだ。

　ただし。

　罠に嵌はめ、相手を完かん膚ぷなきまでに叩くためには、幾つかの下準備が必要だった。

　まず、酒食は充分すぎるほど用意しなくてはならない。街に入った数だけを考えていてはダメなのだ。

　後続の仲間たちも飲み食いできるほど大量の酒と食料があれば、街に入った者たちは遠慮なく飲み食いを始めるだろう。しかし、自分たちが飲み食いするだけで酒と食料が尽きてしまうと思えば、さすがに心理的なブレーキが働いて全部を消費しないだろう。

　俺たちがどれだけ飲んでも食っても、あとから来る仲間の分は確保できる。

　街に入った騎馬民族どもにそう思わせるだけの、大量の酒と食べ物を積んでおかなくてはならない。

　あとは移動の問題だ。

　街を急襲するといっても、のろのろと移動していては、さすがの酔っ払いどもにも気づかれる虞おそれがある。

　もたもたしていると、別の部族の騎兵が到着してしまうかもしれない。

　そこで、見つからないギリギリの距離まで接近しておいて、連中の酒宴がたけなわになったら、一気に駆けて街に突入しなくてはならない。

　そのためには、戦闘力は高くても足の遅い重じゆう装そう歩ほ兵へいは不必要。

　かといって、騎兵だけでは数が足りないのは前にも言ったとおり。

　ということで、歩兵はすべて足の速い軽けい装そう歩兵にしなくてはならなかった。

　これは完かん全ぜん武ぶ装そうの重装歩兵の鎧よろいを脱がせ、軽けい装そう鎧に着け替えさせればいいだけなので、大きな問題はない。

　軽装鎧になることで防御力は落ちるが、敵は馬から下りて酒宴を張っているのだから、これも問題はない。むしろ家か屋おくや倉庫が建ち並ぶ街中では、騎兵より軽装歩兵のほうが戦いやすいくらいだ。

　街に突入したら、まず騎兵がその辺に繋つながれている敵の馬を射いって回る。そうして敵の足を潰つぶした後、歩兵が酔っ払った敵に襲いかかる。

　馬を下りてしまえば、騎馬民族など恐るるに足らず。

　しかも相手が酔っ払っているとなれば、槍やりで突くのも剣で斬きるのも自由自在。

　あとは如い何かに素早く仕事を終えられるか、だ。

　とはいえ、軽装歩兵でも、それなりの重量の鎧を纏まとっている。街まで全力で駆けると、戦う前に疲ひ弊へいしてしまうかもしれない。

　そこで俺は、歩兵が走らなくても済むように荷車に乗せて運ぶことを提案した。

　現代なら兵員輸送用のトラックに詰め込めばいいんだけど、生あい憎にくとこの時代に、そんな車両はない。そこで俺は、荷物を運ぶための荷車や荷馬車を集め、それに軽装歩兵を乗せ、騎兵に引っ張らせて街まで急行したらいいのではないかと考えた次第。

　まぁ、全員を乗せるだけの荷車や荷馬車を用意するのは無理だろうから、一部の歩兵だけになるだろうけど、これなら戦う前の疲労を大幅に軽減できる。

　街に突入したときに疲労していなければ、相手は馬を下りた騎馬民族、おまけに酒や薬で酩めい酊ていしているんだから、早々に制圧できるだろう。

　今回は、街にいる敵との戦いだけでなく時間との戦いでもある。

　街が開放されていて、中には大量の酒と食い物があって、言わば飲み放題食べ放題状態なんだ。

　そんな話が伝われば、我われも我もと、後続の騎兵たちが駆けつけてくるかもしれない。

　だから酔っ払いどもの大掃除は、なる早はやで済ませる必要があった。

　帝国軍にとっては地元だから、街に近づけた軍団を隠しておける場所もすぐに決められた。

　荷車や荷馬車の調達も、かなり強引にではあるが、それほどの支し障しようもなく進んでいる。どうやら予定している数は確保できそうだ。

　最大の問題は、いつ行動を開始するか、だが。

　さすがに物もの見み部隊を街中に送り込むのは無理な相談。そこで、大掃除の開始は、街の外にいる敵の見張りたちが街中に入っていったときと、そう決められた。

　どのみち見張りが中に入ってくれなくては、急襲する前に気づかれてしまう。

　敵の見張りが任務を放棄して街に入ることこそが、急襲の合図であり、急襲を成功させるための担保であるのだ。

　そして敵が確実に酔っ払って動けなくなるようにと、「魔ま草そう」と呼ばれる草から作った薬が用意された。

　この世界で「魔ま薬やく」と呼ばれている物だ。医い療りように使われることもあるが、特とく種しゆな嗜し好こう品ひんとして売買されることもある。俺のいた世界だと「危険ドラッグ」ということになるんだろうか。

　それを無理やりかき集め、酒に混ぜ、あるいは食べ物に練り込んだ。

　魔薬入りの酒や食べ物を飲んだり食べたりした者は、確実に戦闘不能になる。

　もちろん、すべての酒や食べ物に混ぜるだけの量など用意できないから、ごく一部にだけだったが。

　こうして魔薬を混入した酒や食べ物を始めとする大量の物資が、無人になった各街に運び込まれていった。

　夜よるを日ひに継つぐ勢いで準備を進めた帝国軍は、たった二日で用意した大量の酒や食料を運び終えたのだった。

　その頃には街の近くにまで騎馬民族の偵てい察さつ隊たいが進出するようになっていたから、ギリギリのタイミングだったとは言えるだろう。

　奇き襲しゆう軍ぐん団だんは幾つかの部隊に分かれ、担当する街の近きん郊こうに潜ひそんだ。

　もしも敵の騎兵が空からになった街を素通りして州都に迫ろうとしたら、見つかってしまう虞はあった。

　もし見つかれば、敵の騎兵に包囲され殲せん滅めつされてしまうことになるが、その可能性は無視していいというのが作戦本部の見解だった。

「蛮族どもが空になった街を素通りするはずがない」

　というのが彼らの読みである。

　そのとおりだな。

　騎馬民族は首都を陥おとしに来るわけでも、バルゼルアイン州を占せん領りようしに来るわけでもないんだ。

　彼らは食べ物を略りやく奪だつするために来るんだから、街を覗のぞかないわけがない。

　そして覗けば、そこに大量の食べ物と酒があるのを発見するわけで。

　これに食いつかないはずがない、と誰もが口を揃そろえて言った。

　騎馬民族の習性には詳しくないけど、状況から考えて、俺もそう思う。

　だから小部隊に分けて兵を伏せても問題はない。

　問題は、街に入った騎馬民族がいつ酒宴を始めるか、だ。

　酒宴が始まったら、外の見張りはいつそれに参加するのか、だ。

　そして奇襲部隊は、タイミングを過あやまたずに動き出せるのか、だ。

　いよいよ決戦が始まろうとしていた。

　といっても、俺は前線に出ていけないから、州都の作戦本部に籠こもって、駆け込んでくる伝令の報告を聞くことしかできないんだけど。

　伝でん令れいは引っ切りなしに駆け込んでくる。

　何しろ俺が皇帝親衛隊の半数を提供しているから、物見と伝令要員は事欠かない。

　ここからは伝令の報告や、実際に騎馬民族と戦った将しよう兵へいの証言を集めて時系列で並べ、それを基もとに俺がわかりやすく記述していこうと思う。
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　まず最初に敵が入城したのはトルナバゥの街だった。

　六千ほどの集団で街に接近した騎馬民族は、帝国軍の抵抗がまったくなく、それどころか帝国軍兵の姿もないことに当初は戸と惑まどっていた。都市の城門が開け放たれているのを自分たちの目で確認しても、何かの罠ではないかと疑ったらしい。

　とはいえ、入れるものなら入ってしまいたいと思うのは、食糧を強奪に来た騎馬民族としては当然だ。

　試しに偵てい察さつ要よう員いんを送ってみても、街からはなんの反応もない。

　そこで偵察要員は決けつ死しの覚かく悟ごで城門を潜くぐった。

　彼らがそこで見たのは、無人になった街だった。

　報告を受けた集団の長おさたちは、まだ罠の可能性を捨てきれなかった。

　そんな上う手まい話があるか？　という心境だったんだろう。

　とはいえ、どこかに帝国軍兵が隠れているとしても、大した数ではない。六千で入城してしまえば、多少の敵がいたとしても問題はない。

　最終的に長たちはそう判断した。

　そこで見張りを五百ほど残し、五千五百で街中に入った。

　彼らがまずやったのは入にゆう念ねんな捜そう索さくだ。

　どこかに帝国兵が隠れていないか。

　家屋だけでなく、倉庫や井戸の中まで徹底的に捜したらしい。

　そこまでしても、人っ子一人、見つけられなかった。

　どうやら本当に街は無人になっているらしい。

　捜索の過程で、彼らは人を見つける代わりに別の物を見つけていた。

　そう、大量の酒と食料だ。

　小麦や野菜だけでなく肉もあった。

　牛、豚、羊の肉がこれでもかと積まれていた。

　その他に、生きている牛や豚、羊も確保できた。

　小麦粉が入った袋も山積みになっていた。

　冷蔵庫などない世界のこと、生の肉はすぐに悪くなってしまう。

　堆うずたかく積まれた肉を目の前にした族長たちは、傷んで悪くなる前に食べてしまうべきだと考えた。

　これも当然の思考だ。

　腐って捨てるより、食べ尽くしてしまうほうが遙はるかにマシだ。

　おあつらえ向きに酒もある。

　その品質と味が騎馬民族のあいだでも評判になっている帝国の葡萄酒が大量に見つかっているのだ。

　これで酒宴を開かないのはどうかしている。

　族長たちは酒と肉を集め、もう一度、徹底的に街中を捜索して誰も隠れていないことを確認させた。

　もちろん誰も見つからなかった。

　帝国兵どころか、住民の一人すら見つからなかった。

　ようやく安心した族長たちは、連れてきた部下に許可を出した。

「ここにある酒と肉を、たらふく飲んで食っていいぞ」

　と。

　目の前にある大量の酒樽や積まれた肉を見てうずうずしていた兵たちは歓声を上げて戦利品に飛びつき、たちまち飲めや歌えの大騒ぎが始まった。

　酒の残りを気にせずに思いきり飲めるなんて、いつ以来だろう。

　腹一杯になるまで肉を食えるなんて、いつ以来だろう。

　騎馬民族たちは貪むさぼるように、飲んで、食った。

　遙はる々ばると帝国領まで遠征してきたかいがあったと、誰もが喜んだ。

　肉を焼く香ばしい匂においが街中に立ち込め、煙が立ち上っていった。

　酔って踊り出す者もいる。

　酔って放ほう吟ぎんする者もいる。

　酔って脱ぎ出す者もいる。

　ひたすら肉を食う者もいる。

　その傍かたわらでは、捕えた牛や豚が解体された。

　まだまだ肉も酒もある。

　酒宴のボルテージは上がる一方だった。

　その騒ぎは外まで聞こえてくる。

　いい匂いが外まで漂ってくる。

　酒宴に気づいた見張りたちが、俺たちも参加させろと、次々に街に入っていった。

　本来なら飲み食いしていた者の中から誰かが交代で外に出なくてはならないのだが、浮かれて酔っ払っている騎兵たちに、そんな気の利いたことを考える者はいなかった。それを考えなくてはいけないはずの族長たちでさえ、たらふく飲んで食って、浮かれて踊っていたのだから仕方がない。

　街の外に展開していた騎馬民族の見張り部隊が次々と街に入っていくのを、街の近くまで近付いて様子を探っていた帝国軍偵察部隊が確認した。

　襲うなら今！

　偵察部隊の兵は、味方が隠れている地点まで走った。

　現代なら無線か携帯電話で済んでしまうところだが、ここでは伝令が走るしかない。そして馬で走ると敵に気づかれる虞があるから、人が走るしかない。

　それでも数十分のタイムラグで、軍団長は敵の見張りが街中に入ったのを知ることができた。

　軍団長は、躊躇わなかった。

　待望の機会が到来した！

　即座に彼は突撃の命令を下した。

　用意してあった荷車や荷馬車に次々と歩兵が飛び乗った。

「栄えい誉よある帝国の騎兵が、まさか荷馬車を引いて走るとはな」

　騎兵たちはそんな軽口を叩きながら馬の手た綱づなを扱しごいた。

　荷車や荷馬車を引っ張ることになれていない馬が、ちゃんと引いて走れるだろうかという不安はあったが──訓練する暇などほとんどなかった──馬は馬、ちゃんと荷車や荷馬車を引いて走ることができた。

　もちろん速度は出せないが、それでも人が走るよりはずっと速い。

　街ではどんちゃん騒ぎが続いているから、荷車や荷馬車の車輪がガタガタと音を立てても問題なかった。

　用意した荷馬車や荷車の数は三百。

　一台当たり平均で六人が乗っているから、全部で千八百ほど。

　騎兵は千二百いるから、合計で三千の奇襲部隊が、トルナバゥの街へ向かってひた走った。

　そのあとから、残りの軽装歩兵が続く。

　彼らの役目は街から逃げていこうとする敵の逃げ道を遮しや断だんすることだから、それほど急がなくてもいい。充分な余力を持って走っている。

　まず最初に、荷車や荷馬車を引いていない騎兵が街に突入した。

　帝てい国こく軍ぐん騎き兵へいが街に突入したとき、騎馬民族は、飲めや食えや歌えや踊れやで大騒ぎの真っ最中だった。

　駆け寄ってくる帝国騎兵を見ても、酒と食い物に引き寄せられた仲間の馬かと勘違いして手招いたりしたほどだ。

　疾しつ風ぷうの如ごとく駆け寄ってきた騎兵の槍が一いつ閃せん。

　手を振っていた男の首が飛んで。

　首をなくした男が大量の血を切せつ断だん面めんから噴ふき出だしながら地に倒たおれ伏ふしたのを見てようやく、騎馬民族どもはただ事ならぬ何かが起きているのを感じ取った。けれど酔っ払いの悲しさ、何が起きているかを正確に把は握あくできた者はほとんどいなかった。

「馬鹿野郎、まだ酒も肉もたっぷりある。喧けん嘩かするのはやめろ！」

　と叫ぶ奴（酒と食い物を取り合って喧嘩していると勘違いした）。

「俺の酒はやらんぞ。ほしけりゃ、自分で倉そう庫こまで行って取ってこい」

　と倉庫群を指さす者（あとから来た他部族の奴が、酒を寄よ越こせと暴れていると勘違いした）。

「馬鹿野郎、危ねえな。馬から下りろ！」

　と走り来る騎兵の前に立たち塞ふさがる者（酔っ払った奴が自分の馬を持ち出して走り始めたと勘違いした）。

　そんな連中は、たちまち帝国騎兵たちの餌え食じきになった。

　何人もの仲間が血を噴いて倒れ、さすがの酔っ払いたちも、遅まきながら敵の襲撃だと悟ることとなる。

　慌てて自分の馬を取りに行こうとしたのだが、酔っ払っているからまともに走れない。それに馬は、突入した帝国騎兵によって放たれたり射しや殺さつされたりしている。馬を繋いだ場所まで辿たどり着つけたとしても、もはや乗る馬は見つからない。

　よたよたと広場を走っているところを襲われた連中は、刺され、斬られ、次々に倒れていった。

　酒と肉を放り出した騎馬民族が右う往おう左さ往おうしているところへ、車輪を騒そう々ぞうしく鳴らしながら歩兵を乗せた荷車や馬車が走り込んできた。

　荷車や荷馬車から飛び下りると、歩兵は手当たり次第に騎馬民族に斬りつける。

　馬に乗っていないだけで騎馬民族は戦闘力半減、おまけに酔っ払っているとなれば、帝国軍兵にとって、家で飼っている鶏にわとりを殺すよりも簡単な作業だった。

　反撃しようにも、手元には馬も剣も弓もなく、逃げようにも足下は覚おぼ束つかない。

　騎馬民族は鎧など身に着けないし、槍や剣に対する盾も持っていないから、襲われたら防御のしようがなかった。

　賑にぎやかで陽気な酒宴は、たちまち騎馬民族の血と悲鳴で彩いろどられた凄せい惨さんな地じ獄ごくの宴うたげへと変わった。

　なんとか街の外へと逃げ出した者も、結局、逃げ切ることはできなかった。

　その頃には走ってきた歩兵団が街の外に布ふ陣じんしていて、必死の思いで街から転がり出てくる騎馬民族に襲いかかったのだ。

　馬に乗る間もなく、あるいは乗る馬を見つけることもできず、ほぼ全員が自分の足で走って逃げてきたから、待ち構えていた帝国軍の追つい撃げきを振り切れる者などいない。

　こうしてトルナバゥの街に入って酒宴を始めた六千の騎馬民族は壊かい滅めつした。

　逃にげ果おおせた者は、二十名か三十名か、という惨状だった。

　大掃除を終えた帝国の軍団は、次の獲物を目指して街をあとにするのだった。
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　他の城郭都市でも似たり寄ったりの展開が起きていた。

　どの街でも、入城した騎馬民族は、そこで見つけた大量の酒と食べ物の誘ゆう惑わくに勝てなかった。というより、そもそも酒や食べ物を奪いに来ているわけだから、見つければ飲むし、食べるのが当然だ。

　騎馬民族の目的を逆用したこの策は、俺が自分で言うのもなんだけど、なかなか見事に決まった。

　出撃した五個の軍団は五つの街で、街に入って酒宴を張っていた騎馬民族の集団を壊滅させた。

　トルナバゥの街には六千、ユーヴェリの街には五千ほどが入っていた。

　バーゼンヴルクの街には七、八千いたようだけど、一個軍団で片がついた。

　残り二つの街でも騎馬民族はどんちゃん騒ぎを繰り広げていたが、他の街に向かった仲間がどうなったかを知る間もなく奇襲され、他の街の仲間と同様、短時間で壊滅した。

　その二つの街には合わせて一万三千ほどがいたらしい。

　ということは、合計で三万以上の騎馬民族が帝国領内から一いつ掃そうされてしまったことになる。この時点で帝国領には全部で六、七万の騎馬民族が侵入していたみたいだけど、そのうちの半数近くが消滅したわけだ。

　事態を知った後続の者たちは、驚きよう愕がくし、恐怖した。

　まともな戦闘なら帝国軍相手にも引けを取らないと自じ負ふをしていた騎馬民族だったが、まともな戦いに持ち込む以前に、わけがわからないまま、とんでもない数の犠牲者を出してしまったのだから、当然か。

　とはいえ、騎馬民族はまだ後方に十万以上が控えているわけで、そのすべてが押し寄せてきていたら、帝国軍もバルゼルアイン州を守り切るのは難しかったかもしれない。けれど、本格的な戦いをする前から三万もの仲間を失った彼らは、限りなく戦闘意欲を低下させてしまった。

「帝国の狡ずる賢がしこさは人じん知ちを越えている」

「奴らは悪魔の仲間ではないのか」

「このままでは我らは全滅しかねんぞ」

　などと言って、帝国領内に入っていた騎馬民族は領外へと引き返していった。

　まぁ、狡賢いのは、帝国じゃなくて俺なんだけどね。

　過去の歴史を知っている現代人の俺からすれば、後出しジャンケンをしているようなものだから、狡賢いという批判は当たらずと雖いえどもも遠からず、だ。でも、悪魔と言うほど悪くはないけどね？

　そしてこのとき、帝都方面からの後続軍団が続々とバルゼルアイン州に入ってきた。

　ナハト上将軍はこの機を逃さず騎馬民族に大打撃を与えておこうと追撃した。

　もっとも、逃げる騎馬民族は馬で走っているのだから、追撃戦は騎兵だけで行うことになる。

　軽装歩兵もあとを追いかけるが、そちらは後詰めという意味合いでしかない。

　もしも騎馬民族が、急きゆう遽きよ、引き返してきた場合、それを峠とうげで食い止めるといった役目である。そのため彼らは峠に防御拠点を築くべく、集めた荷馬車に木材や煉瓦れんがを積んで峠道を登っていった。

　集めた荷車や荷馬車がここでも役に立ったわけで、これこそ一いつ石せき二に鳥ちようだと、俺は自画自賛することになった。

　ナハト上将軍が送った追撃部隊は逃げ遅れていた五千ほどの集団に襲いかかり、これを討ち破り、その多くを捕ほ虜りよにした。

　こうして「放棄と打撃」作戦は幕を閉じた。

　戦いは帝国軍の圧勝に終わったのだった。
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　異世界（帝国の人から見れば、俺が異世界人）からやってきた臨時の皇帝が、またも大戦果を上げたという報しらせが帝国中を駆け巡った。

　帝国内を報せが駆け巡るうちに尾お鰭ひれが付いてしまったようで、押し寄せてきた三十万もの騎馬民族を、たった十個軍団五万で完かん膚ぷなきまでに叩き潰した、だの、騎馬民族が流す血でバルゼルアイン州の山さん野やは赤く染まった、だの、険しいバルジ渓けい谷こくが異民族の死体で埋め尽くされた、だの、大げさな内容に変へん貌ぼうしていた。

　……尾鰭、付きすぎだろ。

　そのせいか、各地で帝国兵の勇猛さと皇帝の知ち略りやくを称える声が澎ほう湃はいと湧き上がったとかなんとか。

　まぁ、褒ほめてくれるのは、ありがたいし嬉うれしいけど。

　でも俺としては、いや、帝国軍の幹部たちもだけど、諸もろ手てを上げて万ばん々ばん歳ざいとはいかなかった。

　ワインを始めとする酒はともかく、当面の食べ物だけでなく、備び蓄ちくしてあった食糧のほとんどを異民族に対する餌えさとして使ってしまった。

　食糧だけでなく、人々が飼っていた家か畜ちくもだ。

　それらの補ほ償しようを考えると頭が痛い。

　大勝利の報を聞いてバルゼルアイン州まですっ飛んできた宰さい相しようや財務大臣は、国家が危き急きゆう存そん亡ぼうのときですから補償など必要ないでしょうと言ったが、俺としては、はいそうですね、と簡単に頷うなずくことはできなかった。

「危急存亡のときだからこそ補償が必要なんですよ」

　と俺は強く主張した。

「相場どおりの値段でなくてもいいんです。安くてもいいから、なんらかの補償をしてやってほしいんですよ。そうすることで、国民の帝国に対する信しん頼らい感かん、忠ちゆう誠せい心しんといったものが上がるんですから」

　俺の言うことは正論だったから、宰相はわりとすぐに同意してくれた。

　最後まで渋い顔をしていた財務大臣だったけど、

「帝国の恩人とも言えるカミヒィロ一世陛下のお言葉ですぞ」

　という宰相の言葉が駄目押しとなった。

　最後には財務大臣も、渋々といった体ていではあったが、補償することに同意してくれたので、俺としても一安心だ。

　もっとも、補償に関しては、俺の我わが儘ままという面は否定できない。

　現代の民主主義的思考に慣れてしまっている俺は、国民の私し有ゆう財ざい産さんを国家が強制的に召めし上あげるということに嫌悪感を感じてしまうのだ。

　たしかに今回は騎馬民族に対する戦いに勝利することができた。

　でも、勝利したからといって帝国が潤うるおうわけではない。大おお損ぞんするのは防ふせいだが、儲もうけが出たわけではない、というところだ。

　損そん得とく勘かん定じようで言えば、大軍を動員した分だけ赤字になっている。

　だから補償はしたくないという財務大臣の言い分もわからないではないんだ。

　この世界じゃ、国の財政が逼ひつ迫ぱくしたからといって、簡単に国こく債さいを発行できるわけじゃないからな。

　そもそも兌だ換かん紙し幣へいすらない世界なんだから、発行したところで、国債なんて二に束そく三さん文もんの紙切れと同等の価値しか持たない。

　国の収入は、国民や旅人、商人などから徴収する税だけだ。

　人々が富とめば税収も上がるが、人々が困こん窮きゆうすれば、たちまち税収は落ち込む。

　落ち込んだ税収をカバーしようと税率を上げれば、国民の不満が高まり、最悪の場合、反乱が起きる。

　ここはそういう世界なんだ。

　俺は皇帝として、帝国が富み栄えるための方ほう策さくも考えないといけないんだよな。

　せっかく前ぜん任にん者しやが立て直した国家財政を、俺が傾けるわけにはいかないけど……新卒で入社して、半年ほど勤めただけで失業した若造には荷が重いよなぁ。

　異民族に対する大勝利を喜ぶ反面、俺の両りよう肩かたにかかる仕事の重さにため息が出そうになる。

　とはいえ、いきなり連れてこられた異世界で始めた皇帝業としては、上じよう々じようの滑り出しとは言えるんじゃないだろうか。

　俺が持つ歴史の知識を縦じゆう横おうに駆く使ししていけば、この大役だって、なんとか熟こなしていけるんじゃないだろうか。

　そんなことを考えてしまう程度には、俺は自信を得ていた。

　この世界で頑張って皇帝業を続けていけるような気がしていた。

　まずその前に。

　お預けを食らっていた休暇旅行で、温泉に浸つかって美う味まい物食べて、英えい気きを養やしないたいものだな。















　　　　１






　俺は宰さい相しようや財ざい務む大臣たちと一緒にバルゼルアイン州に留とどまり、戦後処理に奔ほん走そうした。

　といっても、実じつ務む面めんで俺がやれることなんて、ほとんどない。

　俺がやったのは、着の身着のままで逃げてきた人たちを慰い問もんするとか、峠とうげに砦とりでを造っている兵士を激げき励れいしに行くとか、そんなものだ。

　補ほ償しように関しては宰相や財務大臣がやると言ってくれたけど、充分と言えるだけの額を確保するのは無理だった。それでも何某なにがしかの金、あるいは物を住民に渡すことができたのはよかったと思う。

　住民も、まさか補償が受けられるとは思っていなかったらしく、全員が驚いていた。中には感激のあまり涙を流す者さえいたそうだ。

　担当の役人が、

「これは新しん陛へい下かの思おぼし召めしである。感謝するように」

　などと言ったので、補償を受けた者たちが「皇こう帝てい陛へい下か万ばん歳ざい」と叫び始め、恥ずかしさのあまり、俺は逃げ出したくなった。

　戦後処理が一通り終わり、辺へん境きよう地ち域いきの防ぼう衛えい態たい勢せいを強化し終えると、俺は夕ゆう那な氏しと共に帝都へ引ひき揚あげようとしたのだが、いつの間にか凱がい旋せんパレードをするという話になっていた。

　いやいや、そんな派は手でで目立つことしたくない。

　俺は尻しり込ごみしたんだけど、宰相や軍ぐん務む大臣、内ない務む大臣などが是ぜ非ひにと勧すすめてきたので、断り切れなくなった。

「基本、陛下は馬車に乗っているだけでいいんですから。たまに顔を見せて沿えん道どうの臣しん民みんに手を振るくらいでいいんです」

　夕那氏もそんなことを言うし。

　結局、俺は豪ごう華か絢けん爛らんたる馬車を仕し立たて、煌きらびやかに着き飾かざった親しん衛えい隊たいを引き連れ、帝都へ向かって街道を練ねり歩あるいた。

　実際は馬車に乗っているだけで練り歩いたわけじゃないけど、行く先々で沿道に立ち並んだ帝国民が俺の乗った馬車に向かって手を振るので、なんというか、俺は居たたまれない気分になる。

　そんなたいそうなことをやったわけじゃないから。たまたま知っていた歴史の知識を応用しただけで、言ってみれば狡ずるをしただけだから。

　などと、立ち並ぶ人々に言い訳をして歩きたい気分だ。

　まぁ、できないんだけどね。

　夕那氏に言わせると、

「帝国臣民から支持を受けるのも皇帝のお仕事です」

　なんだって。

　その意味じゃ、俺はまずまず皇帝の仕事を熟こなしていると思っていいのかな。

「まずまずどころか、素晴らしい仕事ぶりですよ。いやぁ、守かみ広ひろさんを連れてこられて本当によかった」

「そう言ってもらえると嬉うれしいですけど」

「時給二万が、三万でも四万でもいいくらいですよ」

「マジですか!?　給与アップ!?」

「いや～、僕はそう思うんですけど、財務大臣がうんと言いませんからねぇ」

　なんだよ。ぬか喜びさせただけか。

「そう言わないでくださいよ。帝国の国こつ庫こは、今けっこう厳しいんですから」

　まぁ、そうだよな。

「思い切った改革を打ち出さないと、このままジリ貧になりそうですねぇ」

　そう言いながら、夕那氏は俺に意味ありげな視線を向けてくる。

「俺もそう思わないでもないですけど。でも、俺に期待しないでくださいよ？　経済学を専せん攻こうしていたわけじゃありませんからね」

「そうは言っても、就職活動の一いつ環かんとして、その辺は勉強していたはずです」

「それはまぁ、しましたけど」

「そちらの知識も活いかしてもらって、帝国の税ぜい収しゆうをドカンとアップさせてくださいよ」

「適当なこと言わないでください。簡単にできるなら誰も苦労はしないでしょう？」

「実務面は大臣や役人がやりますから、陛下には帝国がこれまでやって来なかった経済の施し策さく、というか、新規の方向性を出していただいてですね」

　気軽に言っちゃってくれるな、もう。

「それより」

　あまりにもお気楽な夕那氏の言葉に少し腹を立てた俺は、わざと彼の言葉を遮さえぎってやった。

「約束の休きゆう暇かはどうなってるんですか。温泉に入って、美お味いしい物を食べて、のんびり骨ほね休やすめができるという話でしたけど」

「いやですねぇ、忘れてはいませんよ」

　夕那氏は、ぐふふ、といやらしい笑い声を漏もらした。

「陛下に休暇を取っていただけるよう、いま各所に根回ししていますよ。そうですね、次の旬日には五日か六日の休暇が取れるはずです」

　やった！

　思わず俺は、その場でスキップしそうになった。

「もちろん、マルナやスクレィニ、フリエも同行いたしますよ」

「あ、うん、そう」

「彼女たちが同行するのは離り宮きゆうまで、ではありません」

「え？　途中で帰っちゃうの？」

「何を仰おつしやってますか。彼女たちは、離宮の陛下用の浴よく場じようの中まで同行しますよ、という話ですよ」

「え？」

「もちろん皇帝用の大浴場に服を着て入るなんていう失礼は許されませんからね」

「ええ!?」

「前にも言いましたが、入るときは全ぜん裸らです。タオルで体を隠すなんていう不ふ敬けいは許されません。もちろん手で隠すのもダメです」

　やった！

　俺は踊り出しそうになるのをなんとか思い留まった。そして、ことさら渋しぶい顔をして言った。

「そんなことさせていいの？」

「させるといいますか、彼女たちが進んでやるわけですから」

「そ、そうなの？」

「陛下さえ拒きよ否ひなさらなければ、彼女たちは風呂だろうが便所だろうが寝しん所じよだろうが、陛下のお側そばを離れたりはしません。それが皇帝秘書官のお務つとめというものです」

「いや。トイレは勘弁してほしい」

　トイレの中まで従ついてこられたら、おちおち用も足せないでしょ。っていうか、用を足してる俺の側に控えてる彼女たちの気分を思うと、可か哀わい想そうになってくるでしょ。

「そんなことはないと思いますけどねぇ。むしろ嬉々として陛下の用足しが終わるのを待っていると思いますよ。すぐ横で」

「だから、それが困るって言ってるんです！」

「現代世界の方はプライベートを大事にされますからね。用を足すときは一人でしたいという欲求は理解できます。なのでマルナたちには、便所にまで従いていくのは控えるように注意しています」

　注意しなかったら従いてくるのか。仕事に熱心すぎじゃないか、秘書官。

　彼女たちが熱心で忠実なおかげで俺は大助かりしているわけだから、文句は言わないけどさ、ちょっとやり過ぎでしょ感も否いなめないよな。

　と言いつつ、トイレは断っても風呂は断らないけど。

　そこはべつに皇帝だから云うん々ぬんじゃなくても、男として当然だろ。

　何しろ混浴なんだからな。正せい々せい堂どう々どうと、誰に憚はばかることなく、呆あきれるくらい明めい確かくで明めい快かいに混浴なんだからな。

　自分でも何を言っているのかよくわからなくなってきたけど。

　わくわくが止まらないってのは、こういう心境を言うのだろうか。

「でも、本当にいいんですかね、夕那さん」

「はい？　何がですか？」

「いくら俺が皇帝だからって、グリナマルナたちに一緒に風呂に入れと言うとか、無茶じゃありません？　許されるんでしょうか」

「心配性ですねぇ、陛下は。何度も言いますが、入れと命じるわけじゃありませんから。マルナたちが、入らせてくださいと頼んでいるだけです。陛下は、好きなようにしろと鷹おう揚ように構えていればいいんです。そうすれば、彼女たちは黙っていても，脱いで、全裸になって、お風呂に入ってきますから」

　それでいいのか？　という話なんだけど。

「そんなに気にしなくても大丈夫ですってば。そういうこともすべて含めて、マルナたちは秘書官に応募しているのですからね」

　そうか。なら、いいのか。

　前にグリナマルナたち本人も、そう言ってたものな。

　本人のやる気を削そいだらダメだよな。

　っていうのも、言い訳みたいだけど。

　いや、ここは素直に喜んでおこう。

　美人秘書官三人と温泉に浸かれることを。

　温泉に浸かって、美味しい物を食べて英気を養えることを。

　よし、それまで、また頑張って働くか。
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　そうしてしゃにむに働いて五日間が過ぎ、ついに、とうとう、いよいよ、待ちに待った休暇が始まった。

　俺は皇帝用の馬車を仕立て、一千ほどの親衛隊を引き連れて離宮へと向かった。

　残りの親衛隊は皇帝行幸の安全を図るべく、街道の周辺に散っていった。

　離宮は帝都から馬車で七、八時間といった行程のところにある。

　早朝に帝都を出た俺は、午後の三時頃、離宮へ到着した。

　離宮も城じよう郭かく都と市しと同様、城じよう壁へきに囲まれていて、広大な敷しき地ちを誇ほこっている。都市と違うのは、敷地の中に民家がないことだ。皇帝が宿泊する宮きゆう殿でんと、従じゆう者しやが宿泊する屋や敷しきと、親衛隊幹部が宿泊する官かん舎しやがあるだけだった。

　親衛隊の兵士は、離宮の外にある兵へい舎しやに寝泊まりすることになっている。

　宮殿に入れるのは皇帝自身と従者のみ。

　そして今回、従者と言えるのは、グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエの皇帝秘書官三人と、三名の料理人、四名の給食人ウエイトラ、細こま々ごまとした用事を片づけてくれる奉ほう仕し人にんの五人、全部合わせても十五人しかいない。

　といっても、全員が帝てい国こく府ふのほうで用意してくれた人員だから、俺は初めて見る顔ばかりだった。

　それはまぁ、いいとして。

　問題なのは十五人全員が女子だったことだ。

　いや、問題というわけではないけど、どうして？　という思いはある。

　大奥か、ここは。

　これって、帝国府の配はい慮りよ？　もしかして離宮って、そういうところなの？

　という疑問を思わず俺が口にすると。

「さようでございます。離宮とは、皇帝陛下が気に入った女子を孕はらませるための施設でございます」

　とグリナマルナが応こたえてきた。

　身みも蓋ふたもない！

　いや、しかし、そ、そうなのか。ってことは何？　グリナマルナたちは……。

「もちろんでございます。陛下に孕ませられる気満々で従ついてきております」

　え？　孕ませ……え～～～～っっっ!?

「陛下はご存知ないかもしれませんが、陛下の御お子こを産めば、その子の将来は約束されているのでございます」

　そう……なの？

「はい、さようでございます。もちろん一代限りの皇帝陛下でございますから、陛下の血を引いていても皇こう位い継けい承しよう権けんがあるわけではございません。ですが、前陛下のご落らく胤いんですから、養よう育いく費ひから教育費、食費、服ふく飾しよく費ひなど、必要な経費はすべて帝国が持ってくださいます。成績優秀であれば大学にも進めますし、ゆくゆくは軍や役所に幹かん部ぶ候こう補ほ生せいとして迎え入れられます。母親も富ふう貴きが約束されるわけであります。ですから、わたくしもスクレィニもフリエフリュエも、虎こ視し眈たん々たんと陛下に孕まされる機会を狙っているのでございます」

「…………」

　俺が黙ってスクレィニとフリエフリュエのほうへ顔を向けると。

　二人は瞳ひとみを輝かがやかせて勢いよく頷うなずいた。

　そうだったのか。そういう現げん世せ利り益えきが約束されているから、三人は俺のために働いているのか。

　グリナマルナもスクレィニもフリエフリュエも、個人的に俺に尽くしてくれていると思ってたから、俺としてはちょっとショックだった。

「もちろん陛下のことは崇すう敬けいしております」

「もちろん陛下のことは敬けい愛あいしております」

「もちろん陛下のことは超ちよう愛あいしております」

　フリエフリュエ？

　……あ、それ、夕那氏に吹き込まれた言葉だな。

「損そん得とく勘かん定じようだけで陛下にお仕つかえしているわけではございません」

　グリナマルナが強い調子でそう言ったので、俺は少しだけ安あん堵どの息を吐はいた。

　う～ん、ま、そりゃそうだよな。

　皇帝といっても、どこの誰ともわからない男が来るんだから、そういううま味みがないと秘書官の募ぼ集しゆうに応募したりしないわ。

「お仕えして、これは無理だと思ったら、秘書官を退任することができます。我々三人が喜んで陛下にお仕えしているということは、我々三人が陛下を崇敬して、敬愛して、超愛してるということに他なりません」

　とグリナマルナが強調すると、スクレィニとフリエフリュエも、力強く頷いた。

　なら、いいんだけどさ。

「本当に、嫌々やってない？」

「そんなことはございません！」

「喜んでやらせていただいております」

「陛下の御前なら服を脱いでしまってもいいくらいの勢いでお仕えしております」

　フリエフリュエ？

　それも夕那氏に吹き込まれたのか？

　いや、でも、まぁ、そうか。

　三人にそう言われてしまうと、悪い気はしないな。

　うん、俺も割り切ろう。

　嫌なら退任できるってことなら、この三人が俺を見限って退任してしまわないように頑張ろう。

「では、陛下」

「ん？　なにかな、グリナマルナ」

「長旅の汗と疲れを流しに温泉へ参りましょう」

　グリナマルナが顔を伏せ気味にしてそう言った。

　ドキっっ。

「お背中をお流しいたします、陛下」

　目を輝かせながらスクレィニがそう言って。

「陛下の子こ胤だねを流し込んでくださいませ。わ、た、く、し、に♡」

　あっるぇぇぇ？　フリエフリュエって、そういうキャラだったの!?

「ささ、参りましょう、参りましょう」

　俺は左右からスクレィニとフリエフリュエにがっちりと腕を抱え込まれ。

「こちらでございます、陛下」

　蕩とろけるような笑みを浮かべたグリナマルナに先導され、俺は離宮の回かい廊ろうを引きずられるように歩いていった。
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　気がつくと、俺は全裸にされていた。

　もちろんグリナマルナもスクレィニもフリエフリュエも全裸だった。

　眩まぶしい。女子の全裸が眩しくて、まともに彼女たちの顔を見られない。

　代わりに彼女たちの体を見ちゃうんだけど。

　グリナマルナとスクレィニは、いわゆる美乳という奴か。

　大きすぎもせず小さすぎもせず、ほどよい大きさと綺き麗れいな形の乳ち房ぶさが両胸に盛り上がっていて、その頂点には可憐なピンクの乳首が載のっている。

　触さわりたい。というか、摑つかんで揉もんでみたい。

　一方、フリエフリュエは巨乳だった。

　うん、メイド服的な衣装を着せたときからそうだろうなとは思ってたけど、こうして押さえつける物が何もない状態で見ると、紛まごうことない巨乳だった。

　歩くと本当に揺ゆれるんだぜ。

　おっぱいが揺れるとか、エロいアニメの中だけの話かと思ってた。

　たゆんたゆんと揺れるおっぱいは、なんというか、別の生き物を胸に飼ってるような、そんな印象だ。

　顔を埋うずめたい。というか、むしゃぶりつきたい。

　三人とも裸ら体たいを隠そうともしないから、全部が全部、丸見えなんだよ。

　金髪のグリナマルナの陰いん毛もうは割と濃こいめで輝くような金色で。

　銀髪のスクレィニの陰毛は薄うすくて透すけるような銀色で。

　赤毛のフリエフリュエの陰毛は、みっしりと濃のう密みつで燃えるように情熱的な紅べに色いろだ。

　ヤバい。天国だ。天国はここにあった。

　見ているだけで俺の股こ間かんは爆発してしまいそうだ。

「さぁさ、陛下、こちらへ。お湯に浸かる前にお体をお洗いいたします」

「洗い布など使わず、それはもう懇こん切せつ丁てい寧ねいに、親しん切せつ丁てい重ちように」

「あらゆるところを、隅すみから隅まで、にゅるんにゅるんと、ねろりねろりと、洗わせていただきます」

「陛下がお望みでしたら、陛下もわたくしどもの体を洗ってくださってもよいのです」

「胸も、お尻も、股間も。お好きなところをお好きなだけ」

「あらゆるところを、隅から隅まで、前から後ろから、表から奥まで、ぬっちょりと、にゅぷにゅぷと、洗いまくってくださってよいのです♡」

　ヤバいヤバいヤバい。想像しただけで爆発する。っていうか、発はつ射しやする。

　俺は我を忘れて洗い椅い子すから立ち上がっていた。

　もちろん俺の股間も天を衝つく勢いで起ち上がっている。

　熱く滾たぎって、硬く膨ふくれて、獰どう猛もうに猛たけり、脈みやく動どうしている。

　なんかもう、全身の血液の八割くらいが股間に集まってる感じだ。

　けれど、俺が忘れていたのは「我われ」だけじゃなかった。

　好こう事じ魔ま多おおし。

　そんな諺ことわざの存在を綺麗さっぱり忘れていたんだ。

　理性をなくした俺が三人に飛びかかろうとしたそのとき、何者かが大浴場へ突入してきた。そいつはウエイトレス──こちらの世界では給食人ウエイトラ（♀）と呼ばれている──のような衣装を着ていたが、手には料理人が持つような鋭い刃物を持っていた。

　どういうこと？　なんでウエイトレスが包丁持って浴室へ駆け込んできてるの？

　俺が呆ぼう然ぜんとそいつのほうを見ていると、いきなり横から体当たりされた。

「陛下、危あぶのうございますっっ」

　グリナマルナに弾き飛ばされた俺は、すんでのところで凶きよう刃じんの犠牲になるのを免まぬかれることができた。

　けれど、俺を弾き飛ばしたグリナマルナは！

　彼女の美しい肢し体たいが真っ赤な血で染まった。

「グリナマルナぁっっ！」

「貴様、刺し客かくかっっ！」

「誰かいないかっ！　陛下のお命を狙って刺客が浴室に入っているぞっ！」

　大だい音おん声じようで警護の兵を呼ばわったスクレィニとフリエフリュエが、俺のすぐ前に立って身構えた。二人の見事なお尻が俺の眼前にあるが、素敵なお尻を観かん賞しようしている場合ではない。

　俺は殺されそうになったことに驚き、恐怖し、動けなくなっていた。

　そのとき庭園を巡じゆん回かいしていた警けい護ご兵へいが、半はん露ろ天てんになっている大浴場へ駆け込んできた。

　それを認めた刺客は襲撃が失敗したことを悟さとり、いきなり身を翻ひるがえした。

「陛下のお命を狙った刺客です。追いかけて！」

　飛び込んできた警護兵五人のうち四人が、逃げた刺客を追って大浴場から建物の中へ駆けていったが、スクレィニとフリエフリュエが追いかけることはなかった。

　二人は倒れているグリナマルナの下もとへ引き返して、彼女の傍らに屈かがみ込こんだ。

　二人の背後から、この場に残った警護兵がやってきた。警護兵は女性だった。

　刺客を追いかけていった四人が男性だったから、女性兵がこの場に残って、男性兵はこの場に残ることを遠慮した、ということなのだろう。何しろグリナマルナもスクレィニもフリエフリュエも全裸なんだから。

「陛下、お怪け我がはございませんか？」

　という警護兵の声で、俺は石せき化かの呪文が解けたかのように我に返った。

　刺客の姿が見えなくなったことで安心したのかもしれない。

　俺はのろのろと足を運び、スクレィニとフリエフリュエの背後から、恐る恐るグリナマルナを覗のぞき込む。

　剣を構えたままの警護兵が油断なく左右に目を配りながら俺の背後から従ついてくる。

　グリナマルナの裸体は相変わらず美しかったが、いま、その肌は血に染まっている。

　フリエフリュエに抱え起こされたグリナマルナが、うっすらと目を開けた。

「よかった。陛下はご無事だったのですね……」

「無事だよ。グリナマルナのおかげでね。大丈夫？」

　スクレィニとフリエフリュエの横に進み出た俺が、グリナマルナの体に手を伸ばしかけると。

「陛下、マルナを動かさないでくださいまし」

　俺は慌あわてて伸ばしかけた手を引っ込めた。

「致ち命めい傷しようではありませんが、出血が酷ひどい。すぐに手て当あてをしないと不ま味ずいです」

「じゃあ、早く医者を……」

「いえ、医い士しの前に」

　フリエフリュエが隣に跪ひざまずいているスクレィニを見やった。

「すぐにユーナゲイル様を」

「そうね。すぐに呼んできます」

　立ち上がったスクレィニは、裸のまま浴室から駆け出していった。

「夕那氏？　彼を呼んでどうするの？」

「まず治ち癒ゆの魔法をかけて応おう急きゆう処しよ置ちを施ほどこしておきます。そうすれば医士の手当てが、より効果的になります」

「そ、そうか」

「医士は親衛隊付きの者を呼ぶしかありませんが、早くても来るまでに十分や二十分はかかるでしょう。その前にユーナゲイル様に応急処置を施していただければ」

「グリナマルナは助かるんだな!?」

　俺が声こわ高だかにそう訊きくと、フリエフリュエは苦しそうな顔になった。

「今は、おそらく、としか申せません。最悪の場合……」

　フリエフリュエはそこで言葉を切って、唇くちびるを嚙かむ。

「そんな」

「そこの警護兵殿。用を頼んでもいいでしょうか」

　控えていた女性兵が、一歩、進み出た。

「なんなりと」

「洗い布を持ってきてもらえませんか。ユーナゲイル様がいらっしゃるまで、少しでも出血を抑えておきたいのです」

「承知しました」

　警護兵はフリエフリュエに一いち礼れいすると、身を翻した。

「俺も手伝うよ」

「いえ、陛下がそのようなことをなさる必要はございませんが」

　フリエフリュエが戸と惑まどった顔でそう言うが、俺は断だん固ことした口調で応えた。

「俺がここにいても何もできないし。洗い布を集めることがグリナマルナのためになるなら、むしろやりたいから」

「さようでございますか。では」

　そこで一いつ拍ぱく置おいたフリエフリュエは、深々と頭を下げた。

「お願いいたします」

「よし、そこの警護兵、俺も手伝うから、早く洗い布を集めよう」

　と呼びかけながら俺が兵士に近寄っていくが、今度は彼女が石化の魔法にでもかかったかのように身動きを止めている。

　ん？　どうしたんだ？

　彼女の視線が俺の体の一点にロックオンされているのに気づいた。

　あっ！

　ようやく俺は自分が全裸だったことを思い出す。

　おそるおそる自分の股間に視線を落とすと。

　なんということだ。俺自身は恐怖のあまり身が竦すくんでしまったというのに、俺のアソコはまったく竦まなかったようで、今も天を衝くような勢いで天を衝いている……って、何を言ってるんだ、俺は。

　恥ずかしい話だが、刺客に襲われて恐怖に震え上がりながらも、股間をそそり立たせたままだったんだな、俺。

　今ようやくそのことに気がついた。

　美女三人の全裸を間近で拝おがめば、そりゃもう仕方ないよね。よね？

　とはいえ、こんなモノをいつまでも女性兵に見せつけてるわけにもいかない。

　俺は慌てて両手で股間にそそり立つモノを隠したんだけど。

「恐れ入ってございます」

　女性兵が平へい伏ふくした。

　何に恐れ入ったのっ!?

「陛下、お早くしてください」

　背後からフリエフリュエに叱しつ咤たされ、俺は両手で股間を隠すというみっともない体勢のまま大浴場から脱衣所のほうへ走った。

「ほら、君も早く」

　駆け抜けざまに兵士に声をかけると、彼女もようやく動き出した。

　俺はまず見つけた洗い布の一枚を腰に巻くと、脱だつ衣い所じよに積まれていた他の布を抱えて浴室に戻った。女性兵も、手当たり次第に洗い布を摑んで戻ってきた。

　グリナマルナの傷口を必死になって押さえていたフリエフリュエは、俺の手から洗い布をひったくるように受け取ると、それらで血を拭ぬぐい、その後、女性兵の持ってきた洗い布で傷口の辺りをきつく縛った。

　そうこうしているうちに、薄物を纏まとっただけのスクレィニが夕那氏と共に浴室に飛び込んできた。

「夕那氏！　グリナマルナが！」

「話はスクレィニから聞きました。すぐに処置をいたします、陛下、お下がりください。フリエも」

　俺とフリエフリュエが後あと退ずさると、夕那氏はグリナマルナの裸体の脇に片かた膝ひざを突いた。

　夕那氏は何かの呪文を口の中でぶつぶつと唱えながら、グリナマルナの裸体に両手を伸ばした。

　右手を傷口に当て、そして左手は彼女の左胸に載せた。

　うおい！　この非常時におっぱい触ってるなよ！

「べつにおっぱいを触ろうとしているんじゃありませんよ。まぁ、結果として触ってはいるんですが」

「じゃあ、何をしているの？」

「心臓の動きを抑えています」

「はい？」

「出血を抑えなくてはなりませんからね。マルナの心臓が勢いよく動き続けていると、それだけ出血が多くなりますから。傷口が塞ふさがるまでは彼女の心臓の動きを抑えておきたいのです」

　な、なるほど、そういうものなのか。

「まぁ、ちょっと手が滑すべってマルナのおっぱいを揉んでしまうこともあったりなかったりはしますけど」

　夕那氏のやってることこそ、セクハラ！

　いやでも、グリナマルナが助かるなら目を瞑つむるけど……助かるんだよな？

「どうなんですか、彼女の具合は？」

「命に別べつ状じようはないと思いますが」

　夕那氏のその答えを聞いた俺は、脱力してその場にへたり込みそうになった。

「よかった……」

「とはいえ、出血量が多いですし、内臓にも少し傷がついているようです。職場に復帰できるのはかなり先になってしまうかもしれません。早くても一旬日後、普通なら……そうですね、二旬日くらいは必要でしょう」

「なんだ、そんなの全然問題ないよ」

「う～～ん、そうですねぇ、でも……」

　あれ？　なんだ？　夕那氏、歯切れが悪いな。

「まぁ、その話はあとでいいですか」

　と呟つぶやいた夕那氏は、顔をこちらに向けないまま俺に言った。

「今はマルナの治ち療りように集中したいと思います」

「ああ、うん、そうして」

　やがて医士も駆けつけてきた。

　夕那氏の緊きん急きゆう措そ置ちがよかったらしく、医士が手当てを済ませる頃には出血はほぼ止まっていた。

　持ってきた担たん架かにそっとグリナマルナを乗せると、兵たちは彼女を別室へと運んでいった。そのあとを追って、服を着た俺とスクレィニ、フリエフリュエは、グリナマルナが運び込まれた臨りん時じの治療室へ向かったのだった。
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　結論から言うと、グリナマルナは一いち命めいを取り止めた。やはり夕那氏の緊急措置が適切だったのが大きかったようだ。

　ただ、出血が多かったため、当分は安静が必要な状態だ。

　俺の休暇は打ち切りになったも同然だけど、俺は休暇を切り上げて帝都に戻ることはせず、予定どおりの日程を離宮で過ごすつもりでいる。療りよう養よう中ちゆうのグリナマルナを見み舞まいたいし、命の恩人である彼女をここに残したまま帝都に戻る気にはなれなかったし。

　あの刺客は、警護の兵に追い詰められ、自じ害がいしたと聞かされた。

　まぁそうか。

　この世界だと、皇帝を暗殺しようとした者の人権など、配はい慮りよされるはずもない。捕まれば、拷ごう問もんされた挙あげ句くに依い頼らい主ぬしを喋しやべってしまう。それを恐れたのだろう。

　暗殺を生業なりわいにする者ではなく、ただの給食人ウエイトラが何者かから大金で釣られて大それたことを考えたのだろうと夕那氏は言っていたが、その辺の事情も、本人が死んでしまった以上、明らかにされることはないのかも。

「帝国府でも、内務大臣直ちよつ轄かつの探たん索さく部ぶが動くでしょうが、背はい後ご関かん係けいを洗い出すのは難しいかもしれません。とはいえ、あの娘を雇やとったのは帝国府ですから、家族やら交友関係やらを徹底的に調べ上げるでしょう。ですが、陛下はそんなことを気にされずに、寛くつろいでいてくださればよいのです」

　夕那氏はそんなことも言っていたが、とてもゆったり寛ぐ気分にはなれない。

　まぁ、朝から晩までグリナマルナが療養してる部屋にはいられないから、暇なときは温泉に浸かったりもしたけどね。

　グリナマルナが療養しているのにスクレィニやフリエフリュエと遊ぶわけにもいかないから、二人には温泉に付き合うのを遠慮してもらった。本音を言えば惜しい気持ちがなかったわけじゃないけど、それをしたら、俺は自分が許せなくなりそうだ。

　スクレィニとフリエフリュエも、ライバルが減った今こそチャンス！　などと考えるような女子ではなかったから、俺の言うことを素直に聞いてくれた。

　そうしてダラダラと日を重ねた四日目のことだった。

「陛下、お話が」

　朝あさ餉げを摂とったばかりの俺の下を、夕那氏が訪ねてきた。

　グリナマルナの回復力を上げるために、夕那氏は朝から晩まで治療室に詰めて、魔法をかけているらしい。おかげでグリナマルナは順調に回復している。

　この時間なら、夕那氏は治療室に行くはずなのに。おまけに、やけに真面目な顔してるし。あ、もしかして、そろそろ帝都へ戻れって、そういう話？　やだよ。まだ休暇は二日あるじゃないか。寛いでいてもいいって言ったのは夕那氏だろ。

　と思った俺だが、彼の話はそういうことではなかった。

「え？　時じ空くう穴けつが開く？」

「ええ、今回は予想よりもずいぶんと早いんですが、その気け配はいが濃厚です」

　ってことは、俺は現代世界に還かえれるってことか。

「そうです。そしてこれを逃すと、次に時空穴が開くのがいつになるかわかりません。守弘さんと交わした契約は、次に時空穴が開くまでとなっていますから、陛下は皇帝位を下りて元の世界へ戻ることができます。時空穴が開けば、わたしは現代世界へと渡りますから、陛下が戻るおつもりなら、お連れいたします。どうなさいますか？」

　どうなさいますかって、そんなの還るに決まってるだろ。今回を逃したら、次がいつになるかわからないんだし、還れるときに還らなくちゃ。半年も一年も先になったら、俺の再就職活動に支し障しようを来すじゃないか。だから還るに決まってる。

　けれど、それでいいのか。

　グリナマルナをこのままにして還ってしまっていいのか？

　そんな問いかけが、繰り返し俺の脳のう裏りでなされている。

　グリナマルナは、俺を助けるために命を懸かけてくれたんだ。言わば命の恩人だ。

　その彼女が療養中だってのに、俺がさっさと元の世界に戻るなんて、それでいいのか。あまりに薄情じゃないか？　せめてグリナマルナが全ぜん快かいするまでは彼女の側にいるべきなんじゃないのか。けれど、そうしたら、いつ還れるかわからない。

　俺は……どうしたらいい。

　どうするべきなんだろうか。

　俺は……俺は……俺は……。
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　休暇が終わった。

　カミヒィロ一世は、今日、離宮を出て帝都の帝国府へ戻ることになっている。

　だいぶ回復してきたグリナマルナも、一緒に帝都へ戻る予定だ。

　馬車に揺られるのは少しばかり傷口に響くかもしれないけど、ゆっくり走れば大丈夫でしょうと医者が──こちらの世界では医士と呼ぶらしいけど──言ってくれたので、彼女の希望もあって、同道することになった。

　とはいえ、仕事場への復帰は、まだ先になりそうだけど。

　俺は離宮での最後の朝食を、夕那氏と一緒に皇帝専用の食堂で摂っていた。

　もちろんスクレィニとフリエフリュエが俺の後ろに控えている。

「本当にいいんですね？」

　と夕那氏が念押ししてきた。

「次がいつになるかわかりませんよ？」

「ええ、いいんですよ、少しくらい長くなっても。その間、俺はここで頑張って皇帝業を続けてますから」

　夕那氏は、いつものニヤニヤ笑いとは別べつ種しゆの爽さわやかな笑みを顔に浮かべた。

「そうですか。カミヒィロ一世陛下なら間違いなくやっていけるでしょう。宰相たちも大歓迎ですよ」

　焼きたてのパンを千ち切ぎって口に放り込むと、夕那氏はパンを咀そ嚼しやくすることなく、新鮮な牛乳で胃に流し込んだ。

　健康によくない食べ方だな。

「ははは、もう現代暮らしもだいぶ長いので」

　夕那氏の笑みが、いつものニヤニヤ笑いに変わった。

「朝食は急いで摂るものだという、あちらの生活にすっかり慣れてしまいまして」

「はぁ、そうですか。でも、もう少しゆっくり嚙んで食べたほうがいいですよ」

「陛下のご忠ちゆう告こく、痛いたみ入いりますね」

「そういう嫌いやみはいいですから」

「嫌みではありませんよ。だって守広さんはこちらで皇帝業を続けられるんですから、陛下のままじゃないですか」

「まぁ、そうなんですけど」

　採用担当官だったこの人にそういうこと言われると、嫌みにしか聞こえない。

「次がいつになるかはわかりませんが、時空穴が開き次第、わたしはこちらに戻ってきます。それまでは、どうかご健けん勝しようで皇帝業をお続けください。一いち帝てい国こく臣しん民みんとしてカミヒィロ一世には期待しております。これは本音ですよ？」

「ありがとうございます。向こうに戻ったら、各種手配、よろしくお願いします」

「それはお任せください」

　こちらの世界の文ぶん物ぶつなら、夕那氏は少しだけ時空穴経由で現代世界へ運べるという話なので、彼には俺が稼いだバイト代の一部を金貨で向こうへ持っていってもらうことにした。帝国で最も質のいい金貨は純度九十九％を誇ほこっているそうだから、鋳い潰つぶせば簡単に換かん金きんできるはず。現代で日本円に替かえて、銀行口座に入金しておくのだ。

「本ほん人にん証しよう明めいとか銀ぎん行こう印いん登とう録ろくとか、適当にやっておきますので」

　ホントに大丈夫か、この人。

　それから俺と夕那氏は黙もく々もくと食事を続け、やがて食べ終えた。

「では、陛下、僕はこれで失礼いたします。どうかお気をつけて」

「ありがとう。夕那氏こそ気をつけて」

　俺が右手を差し出すと、夕那氏は少し遠慮がちにそれを握った。

　握あく手しゆを終えると、夕那氏はスクレィニとフリエフリュエにあれこれと指示を出した後、食堂から出ていった。時空穴に入るための特とく異い点てんとやらは、今のところ帝都でしか見つかっていないため、彼は一足先に帝てい都とへ戻ることになっているのだ。

「さてと」

　夕那氏の後ろ姿を見送った俺は、ゆっくりと顔を巡らせ、スクレィニとフリエフリュエに声をかけた。

「じゃ、グリナマルナを見舞いに行こうか」

「「承知いたしました、陛下！」」

　こうして俺は、現代へ戻るチャンスを見送ることになった。

　この先、戻れるのはいつになるかさっぱりわからないけど、それまでは皇帝業に勤いそしむことにするさ。皇帝業は大変だけど、やりがいもあるし、楽しみもある。

　もちろん、いろいろと苦労はするだろうけど、大丈夫、きっとなんとかなる。

　なんてったって、頼もしい秘書官、スクレィニとフリエフリュエ、それにグリナマルナが俺を補ほ佐さしてくれるんだから。
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　お久しぶりです、舞まい阪さかです。

　九月六日に発生した北海道胆い振ぶり東部地震からすでに一週間以上が経たちました。個人的には、ほぼ元の生活に戻った感があるのですが、まだ北海道の各所に爪痕は残っていますし、影響も続いています。

　今回の地震、自宅の被害は食器が割れた程度だったのですが、停電には閉口しました。マンションの場合、電気が止まると水を汲くみ上げるポンプも止まるので、自動的に断水になるのです。トイレ問題は切実でした。コンビニやスーパーからは、あっという間に商品がなくなるし。水や食べ物の確保にも苦労しました。

　札幌は、震度六以上の地震が起きる確率がかなり低い都市だったのに、市内でも震度六弱の揺れを観測したそうです。今回の教訓は「確率はしょせん確率、たとえ低くてもゼロでなければ起きる可能性はあるのだから、それなりの備えをしておくべき」ということですかね。

　バスタブに水を溜ためておくとか。空になったペットボトルに水を入れておくとか。乾電池も多めに買っておくとか。ラジオを用意しておくとか。今回はガスは止まりませんでしたが、ガスが止まったときのことを考えると、交換式ガスボンベで使う携帯型ガスコンロなんかもあったほうがいいんでしょうね。

　これが冬だったらと思うと、ぞっとします。小さな石油ストーブもあったほうがいいかも？　と真剣に検討したんですが、よく考えると電気が止まっているわけで、換気扇が動かせません。となると窓を開けるしかなく。換気の為ためには二方向を開けるか、さもなくば一箇所を大きく開けるか。いずれにせよ小さなストーブでは、暖気と冷気がほぼ相殺されてしまうでしょう。コストパフォーマンス悪すぎです。

　では、どうすれば？

　もし冬（の夜）に停電になって暖房が使えなくなったら、この方法しかないでしょう。それは「スキーウエアを着込んで毛布を被かぶって朝まで耐える」です。

　実際スキーウエアは、ときに氷点下十度以下にもなるスキー場で──しかも寒風吹きすさぶ──着る防寒着ですからね。いくら冷えるといっても、室内の温度が氷点下十度にはなりませんから、実に頼もしい存在です。あとはスキー用グラブやスキー用靴下、スキー用帽子にゴーグルなどで完全武装して、さらに毛布を被れば、おそらく大丈夫。スキーウエアはもう持っているので新たに買い揃そろえる必要もなく、コストパフォーマンス的には最強です。

　なんてことを真剣に考えるくらいには、今回の経験はインパクト大でした。

　備えあれば憂いなし。まさにそのとおりです。

　ところで、今回ずれ動いた断層帯とは別の断層帯が札幌近辺にはあるらしく、そこが少し不安です。そいつがこの地震で刺激を受けて、「よ～し、いっちょう俺もずれ動いてやるか！」なんてことを思わなきゃいいんですが。




　といったところで本題に入りますか。本題というか、本作について、ですが。

　皆さんも、一度や二度はアルバイトをしたことがありますよね。当然、わたしもあります。しかし、バイトを探しているとき、時給二万円なんて募集を目にしたら、さて、どうでしょう。怪しいと敬遠するか、それとも行くしかないと開き直るか。

　本作の主人公は行くしかない状況に追い込まれていますから、覚悟を決めて応募したのですが、テーマパークで皇帝のコスプレでもするのかと思ったら、なんと本物の皇帝を務めることになったわけです。バイトで。

　超高給に加え、美人秘書官に囲まれてウハウハ……かと思いきや、世の中、そんなに甘くはないのでして。美お味いしい話には裏があるのです。たとえ異世界でも。

　主人公（バイト皇帝）は帝国に侵攻してきた異民族を撃退する為に、帝国軍を率いて遠征することを強要されてしまいます。

　そんなの無理だと主人公は尻込みしますが、皇帝になってしまった以上、断れる状況ではなく。仕方なく帝国軍を率いて北方の辺境域へと親征の途につきます。

　見知らぬ世界で主人公が頼れるのは、歴史オタクれきおたである自分の知識と経験のみ（あと、美人秘書官のサポート）。さぁ、主人公は異民族を見事に撃退して、無事に帝都へ凱がい旋せんできるのか……という、そんな内容の本作ですが、べつに主人公が作者の分身というわけではありません。わたし、たしかに歴史が好きで、いろんな歴史の本を読んできましたが、古城や廃城巡りなど、ほとんどしたことがないです。

　教訓としては、たとえ役に立たないような無駄知識でも、意味のないような経験でも、極めれば、いつかきっと何かの役に立つかも、みたいな。言い換えれば、極めれば趣味も力になる。そんなお話でもあります。

　主人公の異世界での冒険を、どうぞお楽しみください。








二○一八年九月吉日　　　舞阪洸こう　　拝
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歴れき史しオタクの俺おれが異い世せ界かいで皇こう帝ていのバイトに採さい用ようされました
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